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2014年度　救済史カリキュラム案　4～6月（第53号）
─『子どもカテキズム』に基づく二年サイクル第2年─

月　日
教会暦・行事

主　　題
子どもカテキズム 参照教理問答

聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

4月6日
レント

ゲツセマネのキリスト
問24,26,34,81 －

マタイ26:36～46 ヘブライ7:25

私たちの救いのために死ぬほどの悲しみを忍ばれた主の祈りに感謝し、共に祈ろう。

13日
受難週

十字架のキリスト
問24 ウ大49、ハイデ37～43

マタイ27:45～56 マタイ27:46

私たちに代わり、神に捨てられる苦難と死を忍ばれた主の信仰と愛に感謝しよう。

20日
復活祭

復活されたキリスト
問24,36 ウ大52、ハイデ45

マタイ28:1～10 マタイ28:5,6

復活された勝利の主をたたえ、自分たちの勝利を確信して希望をもって歩もう。

27日
弟子たちを慰めるキリスト

－ －

ヨハネ21:1～14 マタイ28:20

主を裏切った弟子たちのため心を砕いて慰めて下さる主イエスの深い愛を知ろう。

5月4日

弟子たちを立ち上がらせる
キリスト

問66,67 ウ告白5:5

ヨハネ21:15～19 ヨハネ21:17

弟子たちを立ち上がらせるため自ら立ち上がり、信頼と使命を与える主に従おう。

11日

弟子たちを派遣する
キリスト

問10 ウ小6,94

マタイ28:16～20 マタイ28:20

永遠に共におられる復活のキリストを信じ、その力ある要求に応答しよう。

18日
キリストの証人となる

－ ウ大2～4、ハイデ21、ジュ300～308～

ルカ24:36～49 ルカ24:48

預言通り復活されたキリストとその新しい約束に生きる弟子たちにならおう。

25日

教会を建てあげる
キリストと聖霊

問39,40,65 ウ小39,40,41

ヨハネ15:11～17 ヨハネ15:26～27

教会を建てるため十字架に赴かれた御心に従い、互いに愛し合う共同体を築こう。

6月1日
キリストの昇天

問26 ハイデ76

使徒言行録1:6～11 ヨハネ15:5

地上の業を成し遂げ、天における働きのために昇られた王なるキリストを仰ごう。

8日
聖霊降臨祭

新しいイスラエル・
教会の出発

問34 ハイデ54、ウ大58,83

使徒言行録2:1～5 使徒2:4

 神と共に歩むとは、信仰共同体と歩むこと。教会なくして救いなし。主日を大切に。

15日

聖霊によって
説教する教会

問69,70 ウ小89～90、ハイデ84,115

使徒言行録2:14～36 使徒2:36

聖霊を受けた使徒たちは、迫害を恐れず大胆に説教した。聖霊を祈り求めよう。

22日
最初の教会の姿

問29 ウ小30～32、ウ大66～68

使徒言行録2:37～47 使徒2:38～39

 聖霊と御言葉と祈りに導かれるとき、小さな群れも力強く歩める。基本に忠実に。

29日
ペトロとヨハネの働き

問30 ウ小30

使徒言行録3:1～10 使徒言行録3:6

御名を唱える弟子たちと共にキリストが働かれる。教会の働きはキリストの働き。
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　四日市教会に併設されているまきば幼稚園で

は、新入園児たちを迎えて新年度の歩みが始ま

りました。毎週月曜日が礼拝の日ですので、午

前、幼稚園での礼拝が終わるまで気が抜けませ

ん。幼稚園の礼拝でお話しをするようになって

8年ですが、未だに試行錯誤の連続です。何よ

りも110名の3歳児から5歳児にお話しをする

のは至難の業で、ものすごいエネルギーが必要

です。8年近く試みた中で教えられたことをあ

れこれ述べます。

1）人が話を聴けるのは 3 分が限界だと言われ

ます。まさに幼児はそうです。興味がないと、

すぐにお隣の友だちとのおしゃべりが始まっ

たり、ふざけ出したりで、容赦がありません。

ですから、毎回、3 分前後のショート・メッ

セージです。

2）幼児は極めて具体的な世界に生きています。

抽象的なことは分かりません。たとえば、お

空がエーンエーン、泣き出した、というよう

に。雨が降り始めたということです。

3）3 分前後のショート・メッセージですから、

話しを丸暗記して臨みます。暗記を日曜日の

晩から月曜日の礼拝前にかけて行います。分

量はだいたい 1200 字です。幼児に対しては、

直接語りかけることが、3 分間もたせるには

大事です。

4）しかし、幼児に言葉だけで語りかけるのは、

それこそ至難の業です。何よりも、私自身

が、イメージ豊かな言葉に乏しいのです。8

年間、幼児と対話を試みる中で、少しは幼児

に　通じる言葉を獲得できたかなと思ってい

ますが、まだまだです。ですから、『チャイ

ルドバイブル』( いのちのことば社 CS 成長

センター ) のイラストをカラーで拡大コピー

して、それを画用紙集に貼り付けて、それを

めくりながら語ることにしています。

5）ショート・メッセージの内容ですが、年少

組には 10 月ぐらいに合同礼拝となるまでは、

　天地創造物語、ノア物語、バベルの塔物語

までを語ります。年中組・年長組には、旧約

聖書物語、新約聖書物語、特にイエス・キリ

スト物語を隔年で行っています。一応、3 年

間で、聖書物語を聴くことができるようにし

ています。

6）幼児に対して、説教者は、ある程度、俳優

になる必要があります。つまり、ある程度大

げさなジェスチャーが必要です。一人で、ダ

ビデになったり、ゴリアトになったり、と。

音響係にもなる必要があります。幼児に語り

かけるには擬音がとても効果的です。

　園児のご家庭の100% 近くが未信者のご家庭

で、卒園したらキリスト教とは関係がなくなる

子どもたちですから、いろいろ工夫を凝らして

も、四日市教会で、実が結ぶことがなかなか難

しい状況があります。種蒔き伝道と心得て、彼

らが成長して人生の難局に直面した際、どちら

かの教会でイエスさまへの信仰という実が結ぶ

ことを祈り願っています。　(四日市教会牧師)

幼児伝道雑感
長谷川　潤

まえがき
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　「そのとき、弟子たちがイエスのところに来て、「いったいだれが、天の国でいちばん偉
いのでしょうか」と言った。そこで、イエスは一人の子供を呼び寄せ、彼らの中に立たせ
て、言われた。「はっきり言っておく。心を入れ替えて子供のようにならなければ、決し
て天の国に入ることはできない。自分を低くして、この子供のようになる人が、天の国で
いちばん偉いのだ。わたしの名のためにこのような一人の子供を受け入れる者は、わたし
を受け入れるのである。」	 	 （マタイ18:1～5）

巻頭説教

天の国で一番偉い者
西　牧夫（灘教会牧師）

マタイ福音書18章の主題と構成 

　　マタイ福音書には五つの大きな説教が置か

れています。第一の5章の「山上の説教」（5:1

～7:29）で始まり、第二の10章の「十二弟子

の伝道派遣の説教」（10:5～11:1）、第三の13

章の「天の国の譬えの説教」（13:1～53）、第四

の18章の「弟子たちの共同体についての説教」

（18:1～19:1）、最後に第五の24章から25章の

「終末についての説教」（24:1～25:46））で結ば

れます。

　18章から19章1節で語られる説教は、その中

でも一番短い第四番目の説教に当たります。特

に「弟子たちの共同体はどうあるべきか」とい

う主題の下に、次のように具体的に語られます。

①18章1節～5節では「天の国でいちばん偉い

者」、②18章6節～9節では「躓き」、③18章10

節～14節では「迷い出た羊の譬え」を通して、

教会が「小さい者」に対してどのように配慮し、

交わりを持つべきなのかが語られます。さらに

④18章15節～20節では、主にある兄弟姉妹が

罪を犯した場合、どのように教会は対処すべき

か、最後に⑤18章21節～35節では「仲間を赦

さない家来の譬え」を通して共同体の中心が「罪

の赦し」にあることが語られます。

「天の国で、だれがいちばん偉いのか」 

　この「弟子たちの共同体」を主題とする説教

の発端となったのが、弟子たちの次の質問から

でした。18章1節です。「そのとき、弟子たち

がイエスのところに来て、「いったいだれが、

天の国でいちばん偉いのでしょうか」と言っ

た」。「そのとき」とは、主から二度に亘る受難

と復活の予告を受け、実際、エルサレムへの道

を歩んでいる時のことです。十字架への道の途

上にあって、弟子たちの心を占めていた関心事

が露わにされます。「弟子たちがイエスのとこ

ろに来て、「いったいだれが、天の国でいちば

ん偉いのでしょうか」と言った」。弟子たちは、

主と共に十字架への受難の道を歩んでいるにも

かかわらず、未だその意味を理解していないの

です。

「子供のようにならなければ」 

　しかし、そのような弟子たちの問いに、主は

不思議な答え方をされます。18章2節です。「そ

こで、イエスは一人の子どもを呼び寄せ、彼ら

の中に立たせ」た。現代では、「子供」は、生

まれた時から既に人格を備えた一人の人間とし

て認められています。むしろ、子供の無邪気

さや素直さ、信頼深さや創造性の豊かさなどが

高く評価されます。しかし当時の古代社会で



─ 6 ─

は、「子供」は未熟で、判断を下す能力のない

未完成な人間であり、父親の絶対的な権威の下

に教育しなければならない存在と思われていま

した。つまり、「子供」は、社会的には無力で、

無価値な存在として低く見なされていたので

す。

　しかし、そのような「一人の子供」を、主は

呼び寄せて、「いったいだれが、天の国でいち

ばん偉いのでしょうか」と質問する弟子たちの

中に立たせ、そして、こう宣言されるのです。

「アーメン。私はあなたたちに言う。あなたた

ちは心を入れ替えて、この子供のようになるの

でなければ、決して天の国に入ることは出来な

い」（18:3）。主は弟子たちに、先ず「天の国に

入る」ために、「心を入れ替える」ことを求め

られます。「心を入れ替える」とは、心の向か

う方向を転じることです。「だれが、天の国で

いちばん偉いのでしょうか」という、常に上に

登ろうと図る権力志向、他者と比較して自分の

位置をつねに優位に置こうと図る在り方を止め

るのです。その向かう方向を全く逆転させて、

小さく、無力で、他者に頼るしかない「子供た

ちのようになる」在り方へと転換しなければ、

決して「神の恵みの支配」の中に入ることはで

きないと、主は言われるのです。

　そして、「だれが、天の国でいちばん偉いのか」

と質問する弟子たちに答えて言われます。「自

分を低くして、この子供のようになる人が、天

の国でいちばん偉いのだ」（18:4）。主はここで、

「子供のようになる」ことを、「自分を低くする」

ことであると言われます。社会的には無力で、

無価値な存在として低く見なされている「子供

のようになる人が、天の国でいちばん偉いのだ」

と。

「小さき者」を中心に受け入れる共同体 

　では、「自分を低くする」とは、実際には、

どういうことなのでしょうか。主は次のように

言われます。「わたしの名のためにこのような

一人の子供を受け入れる者は、わたしを受け入

れるのである」（18:5）。自分の栄誉や名声を求

め、自分を高くしようとするのではなく、自分

を低くしてへりくだり、人々に軽視される「こ

のような一人の子供」を受け入れることが求め

られるのです。しかし、それだけではありませ

ん。驚くべきことに、「わたしの名のためにこ

のような一人の子供を受け入れる者は、わたし

を受け入れるのである」と、主は言われます。

主は、価無き「このような一人の子供」に、ご

自身を結び合わせて、ご自分と同一視してくだ

さるのです。

　無力で、無価値な存在として低く見なされて

いた「一人の子供」を、主は呼び寄せて、「だ

れがいちばん偉いか」と質問する弟子たちの中

に立たせられました。主がそこで明らかにさ

れるのは、〈弟子たちの共同体の中心に立って

いるのは、いったいだれなのか〉ということで

す。18章20節で、主はこう言われます。「二人

または三人がわたしの名によって集まるところ

には、わたしもその中にいるのである」。主ご

自身が、「神の身分でありながら、神と等しい

者であることに固執しようとは思わず、かえっ

て自分を無にして、僕の身分になり、人間と同

じ者になられました。人間の姿で現れ、へりく

だって、死に至るまで、それも十字架の死に至

るまで従順」に歩み尽くされます(フィリピ2:6

～8)。この十字架に至るへりくだりの道を、弟

子たちは、今、主イエスと共に歩んでいるので

す。

　神に依り頼む以外にない「心の貧しい人々は

幸いである。天の国はその人たちのものである」

（5:3）と、ガリラヤの山上で群衆に語り始めら

れた主イエスの第一の説教は、その終着点とし

て、エルサレムの都で弟子たちに語られる25

章の「最後の審判」の第五の説教へと深められ

て行きます。「人の子」なる主イエスが、栄光

の座に着かれ、真の裁き主として再び来られる

世の終わりの時、この方の御前に「すべての国
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の民が集められ」、一切のものに最後の決着が

つけられ、すべての人に白黒がつけられるので

す。主はそこでこう約束されます。「はっきり

言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さ

い者の一人にしたのは、わたしにしてくれたこ

となのである」（25:40）。

仕える共同体の秩序

　「主イエス・キリストを中心とする共同体は

どうあるべきか」。20章で、受難と復活の三度

目の予告の直後、いよいよ十字架の待ち受ける

エルサレム入城の直前に、息子のために権威の

座を願うヤコブとヨハネの母に対して、主はこ

う言われます。「あなたがたも知っているよう

に、異邦人の間では支配者たちが民を支配し、

偉い人たちが権力を振るっている。しかし、あ

なたがたの間では、そうであってはならない。

あなたがたの中で偉くなりたい者は、皆に仕え

る者になり、いちばん上になりたい者は、皆の

僕になりなさい。人の子が、仕えられるためで

はなく仕えるために、また、多くの人の身代金

として自分の命を献げるために来たのと同じよ

うに」（20:25～28）。主に召され、主に従う弟

子とされたことの本質は、「自分を低くして」、

神と人に「仕える」ことにあります。教会は、

ただ「キリストの僕として仕える」ことを通し

て現される神の義と愛の支配の器として、「神

の国」の到来に仕える器に過ぎません。

　十字架の死に至るまでへりくだられたキリス

トを、「神は高く上げ、あらゆる名にまさる名

をお与えになりました。こうして、天上のもの、

地上のもの、地下のものがすべて、イエスの御

名にひざまずき、すべての舌が、「イエス・キ

リストは主である」と公に宣べて、父である神

をたたえるのです」（フィリピ2:9～10）。
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　中部中会では、毎年夏休みに、雀のお宿キリ

スト教会館で小中学生のためのキャンプを実施

しています。2013年には、7月30日火～8月1

日木に行いました。祝福に満ちた2泊3日を報

告します。

　今回のテーマは、「はこぶねにのろう～恵み

の契約の継承～」。	

　テキストは、創世記6章9節～9章17節。

○『ノアの箱舟』の御言葉から神様からの約束

（恵みの契約）を知る。

○集団生活の中で、共に学び、共に遊び、共に

祈りあい、主にある家族として過ごす。

○キリスト者として、中会の仲間として、一人

ひとりが、神様からの恵みの契約の中に生か

されていることを体感して欲しい。

以上の目的に向けて、祈りつつ準備をしました。

　参加者は小中学生40人、スタッフ・保護者

は約30人。

テキスト（創世記6章9節～9章17節）

開会礼拝 6章11～22節
箱舟にのろう

夜の部屋
別祈祷会

7章17～20節
洪水に耐え、箱舟は守られる

朝の祈り会 8章1～5節
恵みにより、雨止む

夜の部屋
別祈祷会

8章15～21節
洪水後の世界、闇から光へ
礼拝への道（祭壇）

朝の祈り会 9章5～7節
洪水後の世界、
命の保護、神の形への畏敬

閉会礼拝 9章5～7節
虹と、ノア契約

ワークショップ１　「箱舟を作ろう」

Ａ．箱舟実測（中学科）

　初日の分級で、聖書から箱舟の大きさを割り

出しました。1アンマは「肘から中指の先まで

の長さ」なので、一人ずつ自分の長さを測り、

平均を出しました。中学科13人（含む大人3人）

の平均は40.92㎝。約41㎝。

　箱舟は、縦300アンマ、横50アンマ、高さ３

30アンマなので、中学科平均約41㎝で換算し、

縦123ｍ、横20.5ｍ、高さ12.3ｍとしました。

　二日目午前。雀のお宿の広い敷地を利用して、

実寸の箱舟の大きさを白線で描きました。

　まずは、門のところで巻き尺を使って横20.5

ｍをはかり、杭を打ちました。次に、縦123ｍ

は、畑の長さを測るひも（ホームセンターに売っ

ていました。一巻き130ｍ）を使って、門から

宿舎の方へ測りました。ロックヒルホールを通

り越し、坂を下って、栄光館の端まで達しまし

た。なんて長いんだろうとビックリ！	そして、

縦と横のバランスが、ものすごく縦長の長方形

ジュニアサマーキャンプ2013

はこぶねにのろう～恵みの契約の継承～
長谷川はるひ（中部中会ジュニアサマーキャンプ実行委員会、関キリスト教会会員）

ジュニアサマーキャンプ201３ プログラム

１日目(7 月 30 日 火) ２日目（7 月 31 日 水） ３日目（8 月 1 日 木）

6 起 床 6 起 床

ラジオ体操・朝の祈り ラジオ体操・朝の祈り
7 7

朝食準備(中学生１) 朝食準備(中学生２)

朝 食 朝 食
8 8

後片付け(中学生１) 後片付け(中学生２)

9 9 そうじ
ワークショップ（チャペル）

「はこぶねを作ろう」
10 10

感想文を書こう (食堂)

出発準備
11 11 閉会礼拝 （チャペル）

じょろうの滝
解 散

12 12
昼食(弁当) バス：11:32

集 合

13 13
受 付（食堂）

讃美とゲーム(チャペル) お宿到着
14 14

開会礼拝（チャペル）小野牧師 分かち合い

オリエンテーション 「はこぶねに乗ろう」
15 15

部屋での交わり おやつ
小学 1-4 年女子 S101
小学 3-5 年男子 S103

16 小学 6 年男女 チャペル 16
中学生 マカルピン

16:40 夕食準備(小５年男子) 16:40 夕食準備(小 3-4 年女子)
17 17

夕 食（食堂） 夕 食（食堂）

後片付け(小６年男子) 後片付け(小６年女子)
18 18

おふろ おふろ
男子：小学 3-5 年 男子：小学 3-5 年
女子：小学 1-3 年→ 4 年 女子：小学 1-3 年→ 4 年

19 19

キャンプ・ファイヤー 讃美の時間

20 （グランド） （チャペル） 20

21 21
部屋別祈祷会 部屋別祈祷会

風呂 男子：小学 6 年→中学生 風呂 男子：小学 6 年→中学生
22 女子：小学 6 年→中学生 女子：小学 6 年→中学生 2 2

スタッフミーティング スタッフミーティング

23 完全消灯 完全消灯 23
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であることにもビックリでした。それから、ひ

もの上をライン引きでたどって、石灰のライン

を引きました。

Ｂ．１1/100スケール・リアル・ミニ箱舟制作

　（6年男子＋中学科男子）

　木工工作の箱舟模型は、3階建てで分解でき

るようになっていました。子どもたちの仕事は、

動物たちの部屋の仕切りを作ること。細長い板

を、やすりで削って、箱舟の各階に取り付けて

いきます。地味な作業なのに、子どもたちの瞳

はキラキラ。熟練工の親方（長老さん）の指導

の下、忍耐強く細かい作業を続けました。

Ｃ．虹を作ろう（３～５年男子）

　七色の折り紙を台紙に貼って、大きな虹を作

りました。直径4ｍ。折り紙は一番外の赤が84

枚、内側の紫が65枚という計算。弧を描くよ

うに微妙にずらして貼っていくのが、なかなか

難しい作業だったようです。ここでもニコニコ

笑顔キラキラ瞳で作業が行われました。

Ｄ．動物を作ろう

　（小学科女子＋中学科女子＋結局ほぼ全員？）

１紙工作（「一緒に遊ぶ工作絵本 *アルファベッ

ト動物」無印良品）

　アルファベットにデザインされたポップな動

物ができる紙工作。可愛くて、子どもたちも大

人もドキドキ。たくさんの動物ができました。

２クレイ粘土

　指の大きさくらいのカラフルな紙粘土で、小

さな動物たちがたくさんできました。箱舟模型

に合わせて小さく作ったのかと思いきや、紙粘

土の大きさに合わせて作ったら、模型サイズに

仕上がったそうです。いろいろな種類のつがい

の動物たちができる中、なぜかカモノハシペ

リーやドラえもんやキティちゃんもできまし

た。そして、ノアの家族8人も。

																																									

ワークショップ２　「箱舟に乗ろう」

　中学科が引いた箱舟実寸の線をたどって、全

員で箱舟の大きさを体験。端から端まで走って

みました。といっても、途中から藪の中に入っ

てしまうので、走れるのは90ｍくらい。全員

で手をつないたけれど、箱舟の長さの3分の2

くらいしか届きませんでした。「こんなに大き

な箱舟に、たくさんの動物が乗ったんだね」と

実感。そして、箱舟の模型を真ん中に置いて、

みんなが作った動物を乗せました。

方舟と虹の記念撮影
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 キャンプファイア

　一日目の夜はキャンプファイアを囲んで、讃

美やゲームをしました。今回の目玉は「光るう

ちわ」。赤青緑3色ライトでキラキラ光るうち

わに、子どもも大人も大はしゃぎ。

寿老の滝

　二日目のお昼は、雀のお宿から車で1時間ほ

どの「寿老の滝」に出かけました、お弁当を食

べたから水遊び。近寄るのが恐いくらいの滝に

果敢に挑戦して水浴びをしたり、沢ガニを捕ま

えたり、冷たい水でお茶を冷やしたり。

　ここ数年毎年この滝に行っていますが、子ど

もたちは『来年も行きたい」と楽しみにしてい

ます。

姉さんたちの奉仕がうまくいったこと我がこと

のように喜んでいる下学年の子どもたちは、い

ずれ自分たちが讃美リーダーの役割を果たそう

と、わくわくしています。

部屋別祈祷会

　就寝前にお祈りシートを使って部屋別祈祷会

を行います。お祈りシートは、キャンプで初め

てお祈りをする子どもも、毎日お祈りしている

子どもも、いっしょに祈ることができるように

と作りました。子どもたちは真剣にシートに書

き込みをし、感謝やとりなしの祈りをします。

共に祈り合うひとときに、とりわけ子どもの

真っ直ぐな祈りにアーメンと唱和するときに、

本当に豊かな御恵みを感謝します。

食事の準備と片付け

　キャンプの食事は、通いのボランティアの婦

人たちのご奉仕ですが、テーブルセッティング

と皿洗いは子どもたちが当番で行います。雀の

お宿の大きな炊事場でお皿を洗うのは、子ども

たちにとって楽しみの一つ。楽しみながら、教

会の中で役に立つスキルを子どもたちが身につ

けていることに感謝です。

最終日の掃除

　三日目、部屋の荷物を片付けた後で、それぞ

れの分担場所を清掃します。

　人数が多い学年は、たいてい食堂掃除なので、

「わたしたち、毎年ここ掃除してるんだけど」

と文句が出たりもします。トイレ掃除や大浴場

掃除は、手間もかかって大変ですが、高学年し

かできない奉仕なので、大きいお兄さんやお姉

さんたちががんばってくれます。小さい子ども

たちも小さい子どもたちなりに、一生懸命掃除

をします。2泊3日過ごしたお宿が来たときよ

りもきれいになって帰るのは嬉しいものです。

讃美の時間

　二日目の夜はロックヒルホールで讃美集会。

讃美リーダーを務めてくれた中2のお姉さん二

人は、キャンプ前から、キャンプ用讃美の CD

を吹き込んでくれました。長老さんによるオリ

ジナル曲「ジュニアサマーキャンプのテーマ」

「Happy	 Hapypy」「ノアの箱舟3部作」など全17

曲。楽しいダンスやゲームも交え、心も体も全

部を使って神様を讃美することができました。

　讃美リーダーのお姉さんたちは、讃美の時間

だけでなく、開会礼拝や朝の祈祷会、食事前の

讃美でもみんなをリード。責任ある奉仕を喜び

をもって果たしてくれて感謝です。そして、お

寿老の滝の記念写真
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また、来年もすてきな教材が用意されることと

期待して待っています。

　御祝福の中で、大人たちが全力で準備したプ

ログラムに、子どもたちはめいっぱい楽しんで

応えてくれました。

感想文

　最終日にはキャンプの感想を書きます。子ど

もたちの感想の中からいくつかを紹介します。

○ノアの箱舟がとてつもなく大きかったことを

実感しました。

○キャンプでたのしかったことは、ノアのはこ

ぶねにのるどうぶつをつくったことです。自

分でつくったのは　パンダとトカゲをつくり

ました。Ｍちゃんはカモノハシペリーをつ

くってました。

○ねんどで、とらとねこと羊とはとを作りまし

た。その動物をひもではかってつくったはこ

ぶねにのせました。

おいのりシートA ２０１３
ねん

年 ７
がつ

月３０
にち

日（
ひ

火）  

 
せい

聖
しょ

書
そう

創
せい

世
き

記７
しょう

章 １７～２０
せつ

節  

 

おいのり  
 

 よびかけ    かみさま
てん

天のおとうさま
てん

天の
ちち

父なる
かみ

神さま  

 

 かんしゃ  

  きょう、  

 

 

 

   ありがとうございます。  

 

 ざんげ  

  きょう おかした わたしの つみは、  

 

 

 

  です。どうか おゆるしください。  

 

 ねがい  

  こんや  

 

 

 

  あした  

 そのた   

 むすびの  

 ことば  

   このお
いの

祈りを、イエスさまのお
な

名
まえ

前によって、  

   おささげいたします。             アーメン  

 
お

いの

祈りシートB ２０１３
ねん

年 ７
がつ

月３０
にち

日（
ひ

火）  

 
せい

聖
しょ

書
せい

聖
しょ

書
そう

創
せい

世
き

記７
しょう

章 １７～２０
せつ

節  

 

お
いの

祈り  
 

 
よ

呼びかけ  

 
き ょ う

今日の
かん

感
しゃ

謝  

 
せい

聖
しょ

書を
よ

読んで
おも

思ったこと  

 
となりびと

隣 人のための
いの

祈り  

  （                          ）さんのためにお
いの

祈りします。  

 その
た

他  

 
むす

結びの
こと

言
ば

葉  

 
 

 

お祈りシート

ペーパークラフトの写真

お持ち帰り用箱舟（ペーパークラフト）

　今回はお土産がつきました。1/560スケール

ペーパー箱舟モデル。長老さんの自作ペーパー

クラフトキッドです。販売できそうなくらい精

巧。

　木工工作の箱舟模型も大きな虹もペーパーク

ラフト箱舟キッドも、中会内の各教会の長老さ

んたちの手作りで、どれもこれも玄人はだし。

精魂込めたご準備に心より感謝しつつ、きっと
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○よくきく話だったのでよく知っていると思っ

ていたけれど、知らないこともあったので、

勉強になりました。

○小さいころから何度も聞いた話でしたが、箱

舟の大きさをはかったり模型を作ったりする

ことで体で感じ、理解を深めることができま

した。

○ノアは 40 日間も雨がふって不安だったけど、

すべてを神様にまかせたということが一番心

に残りました。

○神さまは、私たち人間や動物のことも愛して

くださり、暗やみの中で不安でも神様がそば

にいてくれるという事が心に残りました。

○聖書のお話を聞いて一番心に残ったのは『神

様を信じていれば絶望的なときでも希望があ

る』というこというです。また来年もジュニ

アサマーキャンプに来て聖書のことを学びた

いです

○みんなで遊んだり賛美したりして、楽しかっ

たです。また、みんなにはげまされました。

○さんびの時間では、いつもあんまりおどって

いない人もちゃんとおどってくれたのでうれ

しかったです。

○キャンプファイヤーをしたことや、じゅろう

のたきにいけたことが楽しかったです。また

来年もきたいです。

しおりの表紙

ジュニアサマーキャンプ

～恵みの契約の継承～
め ぐ け い や く け い しょう

創世記６ 章 ９節～９ 章 １７節
そう せい き しょう せつ しょう せつ

２０１３年７月３０日（火）～８月１日（木）
ね ん がつ に ち ひ が つ に ち き

雀のお宿キリスト教会館
すずめ やど きょう かい かん
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講演

中会の職務とこんにちの課題
エフェソ2章19～22節

金　起　泰 (犬山教会牧師）

はじめに

　このように今晩も神様が善き学びの時を備え

てくださって、神様に感謝します。この講演を

通して、私たちの中部中会が行く道を共に探り、

それによって、中会の形成、各教会が力を出し、

共に成長するきっかけになりますようにと、切

に祈っています。

　先週に引き続き、私たちは中部中会の現状を

踏まえ、私たちが本当に神様が望んでおられる

中会になるために、わたしたちがこの二つの講

演から学び、神様に栄光を表したいと願ってい

ます。先週は橋谷先生の講演がありました。

　現在、世界宣教は、大きな変化の時代を迎え

ています。これまで世界宣教のために献身的に

働いてきたのは、アメリカを中心にした西欧の

教会でした。このような点において、アジアの

教会は、西欧の教会に頭を下げて感謝するしか

ないかと思います。彼らの教会と宣教師の犠牲

によって、日本と韓国を初め、様々なアジアの

教会は、真の神様を知るようになりました。と

ころが今、世界宣教を巡って、西欧教会は苦し

い羽目に陥っています。そこに二つの厳しい現

実があります。それは宣教献金の減少と、宣教

師、あるいは宣教師候補者の減少です。実際、

アメリカの教会は、世界宣教に関して、5年前

から50％の財政の削減を実施しています。ご

存じのように、私たちと共に働いている CRC や

OPC などアメリカのミッションでは、非常に財

政的に圧迫されており、難しい時代を過ごして

います。今日本では CRC の宣教師は4人しか働

いていません。

　西欧諸国が中心となっているある宣教団体

は、その深刻性を物語ってくれます。30年前

この宣教団体で働いていた宣教師は約6500人

でしたが、現在は4000人しかいません。30年

間で2500人の宣教師が減った事実があります。

しかしより悲しいことは、多くの宣教師が、引

退を控えているのに、宣教師候補者が与えられ

ていない厳しい現実があります。さらに財政の

圧迫により、宣教のプロジェクトを減らさなけ

ればならない状況に、彼らは直面しています。

　さて、日本キリスト改革派教会は、142教

会・伝道所があります。しかし働いている牧師

は、119人しかいません。無牧の教会がそれだ

けあるのです。会員総数は9800名位です。そ

の中に現在陪餐会員が5200名程、未陪餐会員

が2000人程です。これは幼児洗礼を受けなが

らも信仰告白をしていない兄弟姉妹が多くいる

ことを物語っています。それだけではなく、神

学生の数も多くはありません。今年卒業したの

が3人でした。それから来年は2人、再来年は

1人しかいません。しかし今、2020年までに引

退を控えている牧師は、約36名います。です

から私たちは、とても危機感を感じる状況にあ

ります。

　ところが私は、怒りの内にも憐れみを忘れな

い神様を固く信じる者です。私たちの侵した罪

より、神様の恵みがはるかに大きい、だから私

たちに罪があっても神様は充分に私たちをもう

一度裁いて、そのような道に導いてくださる確

信を持っています。それは言い訳ではありませ

ん。心の中で悔い改めながら、そして私たちは

謙遜な心をもって共に力を合わせ歩んでいけ
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ば、必ず神様は良い道を備えてくださる。そし

てその道を通して、神様御自身が栄光をお受け

になるとの確信でもあります。

　毎回、信徒講座だけではなく、様々な集会に

出席する時、兄弟姉妹たちに非常に励まされま

す。本当にこのようなに兄弟姉妹たちが与えら

れているからこそ、私たちにも希望があるかと

思います。私もこの原稿を準備しながら、中会

形成のために祈って励んでいる兄弟姉妹たちの

ことを考え、本当に励まされました。このよう

な希望が与えられているのは、ここに皆さまが

集っておられるからです。

　中会とは何かについて、すでに二人の先生方

が語ってくださいました。信徒研修会では袴田

康裕先生、そして先週は橋谷英徳先生が講演し

てくださいました。私はこの二人の先生方の講

演を踏まえて、少し具体的な話しを今晩はさせ

て頂きたいと思います。今日の講演の題を、「中

会の職務とこんにちの課題」としました。つま

り教会規定に基づいた中会形成と各教会の成長

のために、高神教会の老会形成の歩みを紹介し

ながら、今日の私たちの課題を三つの観点から

考えてみます。

1．コーラム・デオ

　（Coram Deo、神様の御前に）

　参考として、現在、高神教会の教勢は、下記

の通りです。

　教会：1811	 老会：36

　牧師：約3300名	 会員数：約48万人

　これらの高神教会の信仰と成長に強い影響を

及ぼしたのは、高麗神学大学院と高神大学です。

また高神教会のアイデンティティは、これらの

学校を除いて説明できません。

　私は小さい頃からこの教会に通っていまし

た。主の日の祈りにおいても、水曜日の祈祷会

の祈り、様々な所での祈りで、いつも、牧師・

長老・一般信徒が祈っても、公な礼拝において

は、必ず三つの祈りを献げました。その一つが、

この教会が世界宣教に対してどのような責任を

持っているか。そして教会の使命が世界宣教に

あることを、ずっと祈ってきました。それと共

に、神学校のために祈りました。全国の高神教

会の信徒は、毎週の礼拝において、共に祈りを

献げました。それと共に、国家、政府の為政者

のため、そして北朝鮮のことがありますので、

北朝鮮の宣教のためにも、祈ってきました。こ

の三つに関して、毎回祈りを献げました。今、

30年、40年振り返ってみれば、神様がこの祈

りを、そのままかなえてくださったと私は確信

することができます。

　ですから私たち日本キリスト改革派教会も、

そのように世界宣教、神戸の神学校と東京の研

修所のため、それから、政府の様々な政治家、

そして為政者のために祈る必要があるかと思い

ます。

　さて、高神教会の二つの学校の教育理念をみ

たいと思います。まず神学校、高麗神学大学院

と言いますが、三つの教育理念があります。一

番目だけを記しましたが、「神様の御言葉を正

しく教え説教する資質とコーラム・デオの敬虔

を兼備させることによって神様の教会を立て

復興させることに資することができるようにす

る」ということです。

　そして高神大学の教育理念は、「コーラム・

デオの人間像の具現」であります。

　この二つの学校の教育理念から、すぐ分かる

ように、高神教会の教会像・信徒像は、コーラ

ム・デオにあります。神様の教会の奉仕者であ

る牧師と、その御言葉によって生きる信徒の資

質は、コーラム・デオの敬虔に深く繋がってい

るとの意味です。実際、高神の信徒は、小さい

頃から最も良く聞く言葉は、「コーラム・デオ」

です。私もたくさん聞きながら育てられまし

た。全国に散らばっている教会がどうやって一
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つの目標に向けて歩むことができたのでしょう

か。それは要石なるイエス・キリストという一

つの目標に向けさせるために、教会に求められ

たのは、コーラム・デオの信仰と精神、すなわ

ち神様の御前にという確実な教えです。神の御

前の意識と呼ばれるコーラム・デオの信仰は、

聖書の神様に基づいています。それ故に一人ひ

とりの信徒は、小さい頃から神様を畏れ敬う存

在として育ち、自分の人生の目的を神様に栄光

を現すことに合わせたのです。このようなコー

ラム・デオの信仰は、主日の公的礼拝だけでは

なく、平日の私的礼拝にも強く影響を及ぼしま

した。こういうわけで信徒は、教会共同体を中

心にして、家庭と社会、学校、会社においても、

地の塩、世の光として、励んでいくことができ

たのです。ですから、私たちは学生の時代、神

様の御前に生きている者ですので、普通の私た

ちの友達と違ったのです。普通の人はカンニン

グだとか、悪い方法を用いました。しかし私た

ちは、そうした悪から離れて、過ごすことがで

きました。小さい時から、神様の御前で私たち

が過ごしています。だからこそ信徒の前で謙遜

な心をもって、聖なる生き方を目指して、生き

ることができたのは、このようなコーラム・デ

オ、神様の御前に生きることができました。だ

からこそいつも正直に、率直に生きる訓練をで

きたのも、コーラム・デオの教えがあったから

です。今日の御言葉で、パウロは、「キリスト

において、この建物全体は組み合わされて成長

し、主における聖なる神殿となります」（エフェ

ソ2:21）と語っている理由も、ここにあります。

教会が完全になるためには、私たち一人ひとり

が、キリストにおいて一つの目標を持たなけれ

ばならないと、パウロは力強く語っています。

パウロは、今私たちに向かって自分の名誉を立

てる高慢を捨てて、キリスト中心に一つになる

ことの大切さに気付かせてくれます。ここに中

会の役割があるのではないかと思います。

　日本の改革派教会と同じように、高神教会も

老会の職務が規定されています。ここには大切

な12項目のことが記されています（別紙資料

参照）。私たち改革派教会の場合は、22項目が

規定されています。これらの項目を眺めてみる

と、中会の大切な役割は、キリストの体なる教

会を成長させることと、深く関わっています。

教会の成長のために、中会は牧師の資格と資質

はもちろんのこと、長老と伝道師においても同

じ関心をもって指導する必要があります。だか

ら、日本キリスト改革派教会と高神教会の大き

な違いは、高神教会の場合は長老を選出する時

にも、各個教会で選出することができません。

老会の承認がなければ、個々の教会が長老を立

てることができません。それが少し異なる点で

す。長老、講堂師、伝道師まで、すべての教会

の役員を、老会が責任をもって指導する、これ

が高神教会の願っている点です。

　実際に各老会は、管轄区域教会のために、様々

な活動に力を入れています。例えば、東釜山老

会の場合は、次のように要約できます。第一に

連合小会、連合長老会、連合婦人会、日曜学校

連合会、SFC（中・高・大・青年）の指導と各

地区（四つ）などの活動と報告を老会が責任を

持っています。第二に、国内伝道と海外宣教で

す。ここには開拓教会への支援、伝道所の宣教

教師の夫婦のための慰労金、農・漁村教会への

支援、軍宣教、海外宣教師の支援などが含まれ

ており、北朝鮮の支援も同じです。これらを指

導しています。それから第三に、教会教師専門

大学と平信徒神学院の運営があります。これら

は春（3～6月）と秋（9～12月）に約3ヶ月ず

つ実施します。こういうことに彼らは非常に力

を注いでいます。日曜学校教師の訓練と、これ

から長老、執事となる教会の人材養成のために

訓練しています。

　ここでもう一つ、申し上げたいことがありま

す。それはキリストにある「兄弟愛」です。後

程、愛について話すつもりですが、ここで兄弟
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愛を話す理由は、このことがキリスト者の集い

の要だからです。キリストが中心になるという

一番大切なことの一つは、集まってい人々が神

様に愛されている、そして愛されている者たち

が互いに愛を持って献身する。愛を持って相手

を尊敬する。そのようなことが実際、必要なこ

とです。

　私の同級生の話しですが、彼は東釜山老会の

ある教会に担任牧師として招聘されました。彼

はそれまで副牧師の生活において、様々な経験

をして、やがて担任牧師になろうと思って、祈

りながら、いろんなことを学び、訓練を受け、

準備してきました。彼の場合、海外でも訓練を

受けました。それでようやく東釜山老会のある

教会から招聘を受けました。それで今もその教

会で働いていますが、ある日、彼が私に話して

くれました。自分は副牧師の間、いろんな準備

をしたが、担任牧師になるためには、もっと大

切なことがあるではないか、それで半分は期待

感をもって、そして半分は不安なところもあっ

たようです。しかし感謝なことに東釜山老会の

先輩牧師たちが、心配してくださいました。あ

る日は温泉に行き、二人が温泉でその教会の歩

みについて先輩牧師が話してくれました。注意

すること、もっと力を入れるべきことを話した

ようです。他の日には、他の先輩牧師が呼ん

でくださり、今度は食堂で、二人が話し合った

のです。そうすることによって、自分は戸惑い

があったが、それを乗り越えることができたと

のことでした。今もその先輩牧師を尊敬し、自

分を迎えてくださった熱い思いに感謝していま

す。こういうことを、彼は私に話してくれまし

た。このように兄弟愛、これが老会形成におい

て、非常に大切な事柄ではないかと思います。

　東釜山老会のように、各老会は、政治規準の

意義について教理の純全を守りながら、信徒の

訓練を行っています。同時に老会は、改革派主

義の下で、信仰と知識を増進させ、背教と不道

徳を防止しています。これらのあらゆる事柄の

中心に、コーラム・デオの精神と敬虔がありま

す。このような老会の働きを通して、各教会と

信徒は、神様の掟と人間の掟、神様のご判断と

人間の判断の相違の理解を深めながら、より福

音と共にキリスト者として造り変えられていく

のです。人間と違い神様は、私たちの力によっ

てではなく、私たち一人ひとりが、どれだけキ

リストに繋がっているかによって裁かれる方で

あることを、小さい時から、そしていつでも教

えられています。

　そういうことで、コーラム・デオのキリスト

者は、常にイエス・キリストに導かれ、どのよ

うな環境に置かれても、その方のみを見上げる

ようになります。だからこそ私たちも、今晩集

まっているのも、神様について話しを聴いてい

ますが、そして私たちが散らばっていく時に、

私たちは神様の御前に過ごしている、そのよう

な存在であることを、自覚しながら過ごす者と

なる必要があるのです。

2．福音の三要素：信仰・希望・愛

　それから中会が、何をしているのかというこ

とは、福音の三要素（信仰・希望・愛）を実践

できるように、老会が指導しています。高神教

会の老会形成を考える時、見逃してはならない

一つの事柄があります。それこそ「調和」です。

　キリスト教の調和は、教理と実践、信仰と生

活、神様への愛と隣人愛、礼拝と福音宣教など

で表現できるかも知れません。パウロの手紙も

大体このような仕組みになっています。先程、

高神教会の二つの学校の教育理念を紹介しまし

たが、ここにもキリスト者としての調和が際

立っています。同時に高神教団が大切にしてい

る二つのことがあります。その一つは「信仰の

正統と生活の純潔」であり、もう一つは「正し

い神学、正しい教理、正しい生活」です。これ

らからも、キリスト者としての「調和」の大切

さに気付かされます。
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　キリストの真の霊は、福音の正しい理解を求

めています。福音の正しい理解には、少なくと

も二つのことを取り上げる必要があります。ま

ず、福音とは、イエス・キリストのことです。

イエスさまは、「わたしは道であり、真理であり、

命である。わたしを通らなければ、だれも父の

もとに行くことができない」（ヨハネ14:6）と

お語りになりました。それもイエス様が中心に

ならないと、教会は成り立ちません。キリスト

から少しでも離れてしまえば私たちは道を彷徨

い、ぼろぼろになり、結局命を失ってしまいま

す。そしてこのような福音理解は、必ず信徒を

成長させます。神様の恵みによる信仰の旅路に

は、霊的成長が伴います。つまり福音は、私た

ちの信仰と成長において規準です。そういうわ

けで、私たちの信仰の先輩たちは、福音の三要

素である信仰・希望・愛を絶え間なく強調しま

した。

　有名な J.I. パッカーの本は記しています

（「信仰生活の三つの領域：別紙参照）。これを

充分に説明する時間がありません。しかしこれ

に目を通して頂きたいのですが、これは私たち

の信仰生活において、最も大切なことが記され

ています。信仰・希望・愛であり、私たちが重

んじている使徒信条、主の祈り、十戒です。こ

れが私たちの信仰と生活において最も要となる

教えです。それをユダヤ人の方から、今日に至

る歴史を追跡しながら、パッカーは要約してい

ます。非常に参考になります。

　これらの三つは、常に一緒に働きます。この

三つの中で一つが欠けることはありません。信

仰のない希望、希望のない愛、愛のない信仰な

どは、真理ではありません。この三つは互いに

結びついています。信仰・希望・愛は、常に一

緒に歩んでいます。なぜならこの三つは、同じ

福音（イエス・キリストのことです）、福音と

いう土台と源に根を張っているからです。

　高神教会の各老会は、このような福音に生き

るために、素直に励んでいます。老会の職務に

記されているように、老会は各教会の伝道事業

を指導し、霊的有益をはかっています。老会は

カルヴァンを初め、改革派主義の先輩たちのよ

うに、知識のない信仰はないこと、御言葉から

離れれば信仰は少しも残らないことに気付いて

います。聖書中心の教育と訓練に専念していま

す。先程紹介しました高神教会の老会が運営し

ている教会教師専門大学と平信徒神学院は、健

全な教会と健全な信徒の信仰教育のために、始

まったわけです。

　さて、老会内の各教会は、自分の教会の力量

に合わせて、様々な教育と訓練を行っています。

平日にも教会は祈りの家として、御言葉の家と

して用いられています。このように信徒は、祈

りと共に御言葉の学びをとおして、信仰がより

強くなる教会と福音のために生きることができ

ることを念頭において、励んでいます。特に主

日の夕拝は、老会内の牧師や宣教師の説教をと

おして、幅広い信仰の世界に導かれています。

私も小さい頃、中学生の時から大人の礼拝に参

加させて頂きました。私の母教会の場合は、海

外から、つまりアメリカや南アフリカ、あるい

はオランダ、香港（当時は英国領でした）から

たくさんの人たちが来ると、牧師は必ずそれら

の人たちを招いてくださいました。そのため中

学生のことからずっと、そのような人たちの話

しを聴いて、学生たちは自然に世界観が広がっ

ていきました。そのため、私の先輩、後輩も、

何人かは海外で働いています。そのようなこと

ができたのは、小さい頃からずっとこのように

老会が配慮してくださったからです。今も忘れ

ることができないのですが、その当時、母教会

出身の宣教師は、台湾で働きました。そして台

湾のサンギ族の兄弟姉妹たちが教会に来てくだ

さいました。サンギ族には着物があります。本

当に華やかな着物です。共に礼拝を献げ、兄弟

姉妹のことを、実際に交わりながら学ぶことが

できました。今も同じです。夕拝になると、い

ろんな先生や宣教師をお招きして、話しを聴く
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のです。

　先日、二人の先生方が東釜山老会訪問のため

に韓国に行かれました。その時も同じです。午

前の礼拝、午後の礼拝で、日本人の牧師を招い

て説教を聞くわけです。だから信徒たちはそう

いうことによって、キリストにある深い愛を感

じ、同じ改革派主義を持っている人々が全世界

にいることを、説教をとおして知ることができ

るのです。

　さて私たちは、秋の信徒神学講座の意義につ

いて少し考える必要があるのではないかと思い

ます。数年前から中部中会には、危機意識が広

がっていました。統計資料によりますと、昨年、

中部中会は、会員総数が18名減り、現住陪餐

は23名が減りました。一つの教会・伝道所の

会員に匹敵し、大切な意味が込められているの

ではないかと思います。23名が減ったという

ことは、一つの教会・伝道所が減ったというこ

とと一緒ではありませんが、それ位の辛さがあ

るのです。このことを考えると、神様の御前に

畏れを感じてしまいます。中部中会の危機意識

は、このような教勢の停滞、会員の減少にも原

因がありますが、これと共に、先輩の教師の定

年退職のことにも繋がっていくことかと思いま

す。私たちは、3～4年経つと、約5名の先輩牧

師が引退していく予定です。このような状況の

中、中部中会将来検討設計委員会が設置され、

活動している所です。この委員会の主な任務は、

4月の定期中会の提案文に記されているとおり

です。このことは、先週も橋谷先生が触れてく

ださいましたので、私は特に触れることはいた

しません。

　しかしこれらを確認しながら、私たちは今こ

そ、心を一つにして、共に励まなければ、先の

ことはどのようになるか心配です。そのために

この特別委員会では、長期的な事を決めること

も大切ですが、まず短期的に実践できることを

考えて、機構改革を念頭においていますが、こ

のことについては先週、橋谷先生から充分に伺

うことができました。

　今、私たちに求められているのは、中部中会

のこと、そして各教会のことを深く考えて、今

の私たちの事情を確認し、委員会を中心にして、

提案し、この提案によって私たちの中会が一つ

になり、各教会はそれに基づいて、この意味に

従って、実践していくことが必要ではないかと

思います。

　ここで一つのことを触れさせて頂きたいと思

います。それは信仰の成熟・成長のことです。

義とされた私たちは、キリストにおいて義とさ

れました。それで義とされた私たちは、聖霊に

よって聖化されます。このことは私たちが繰り

返し考えてきたことです。だから私たちに今求

められていることは、そのような信仰の成長、

聖化のことです。この点に関して、カルヴァン

はきちっと語ってくれます。「信仰は行いによっ

て裏付けられなければ何もない」。信仰は聖化

がなければ意味がないのです。そのため、私た

ちは、今後の教会が成長するために、そして信

徒一人ひとりが成長するために、何が求められ

ているのか。

　それに関して、私の考えを一つ強調したいと

思います。それはできる限り、信徒一人ひとり

が、神様の御言葉を聴く機会を増やしていくこ

とです。それが一番大切なことだと思います。

私たちが今機構改革に関心を持っているのも同

じことです。中会のことを少しずつ減らしてい

くことの目的の一つは、各教会の信徒一人ひと

りがもっと神様の御言葉に聴く機会が与えられ

るように考えています。主日の礼拝と共に平日

にも様々な教育と訓練が必要です。このために

高神教団の各教会は、毎日の早天祈祷会、水

曜の礼拝と祈祷会、金曜日の祈祷会と共に、平

日には信徒の教育のために様々な教育と訓練を

行っています。これらの集会の中心には、常に

説教があります。そのため牧師になると、一週

間の間に、幾つもの説教を準備しなければなら
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ないのです。ある週は10以上の説教をしなけ

ればなりません。そのため牧師は、車の中でも

説教を考え、寝る前にもずっと頭に説教を考え

ています。なぜならば御言葉の説教によって信

徒一人ひとりが養われていくからです。そして

成長することができるからです。パウロはこの

ように言います。「実に、信仰は聞くことにより、

しかも、キリストの言葉を聞くことによって始

まるのです」（ローマ10:17）。そのとおりでは

ないでしょうか。

　今、中会が危機を乗り越える最も大切な方法

は、主日の礼拝と平日の教育と訓練にありま

す。そして私はもう一つ、強調したいと思いま

す。平日は6日間ありますが、私たちは6日間

に、祈祷会以外に集会がない教会が多いのでは

ないでしょうか。家庭集会や様々な集会を教会

が作って、信徒一人ひとりができる限り、教会

に来て、あるいは家庭を開放して牧師・長老を

招いて、ずっと御言葉を聴く。このことによっ

て、中会は強くなり、信徒の信仰が強くなると

確信しています。

　さて真の信仰は、常に希望と一緒に歩みます。

希望のない信仰、信仰のない希望は、あり得ま

せん。信仰とは、過去・現在・未来に繋がって

います。希望は未来のことです。そのため、二

つの役割は異なります。充分に説明する時間が

ありません。しかしこの二つは分離することが

できません。希望と信仰は常に共に歩みます。

それゆえヘブライ書の著者は、「信仰とは、望

んでいる事柄を確信し、見えない事実を確認す

ることです」（ヘブライ11:1）。このように信

仰が未来に向かって進んでいくことができるこ

とは希望があるからです。希望がなければ、信

仰は力を失います。なぜならば、信仰に必ず必

要なことが忍耐です。この忍耐が、魂に働きか

けるためには希望がなければなりません。その

ためローマ書では「そればかりでなく、苦難を

も誇りとします。わたしたちは知っているので

す、苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望

を生むということを」（ローマ5:3,4）と語り

ます。このように信仰と希望の間に、忍耐があ

ります。この忍耐によって信仰が強められ、希

望の助けを受けるのです。

　高神教会の信徒が、主日礼拝はもちろんのこ

と、平日の様々な集いにも素直に参加できるの

は、希望があるからです。高神教会の先輩たち

は、酷い苦難を受けましたが、決して信仰は弱

まりませんでした。かえって苦難を受ければ受

ける程、より強い信仰者となりました。なぜな

らば、彼らには希望があったからです。神様の

約束は、信徒の信仰と共に、希望に決定的な力

となります。信徒は終末的な希望と共に、自分

の生涯においても、希望を持っています。そう

いうわけで信徒は、礼拝と福音宣教の調和を保

つことができます。信徒は神様のお約束どおり

に、成し遂げてくださるとの確実な希望がある

から、より強い信仰者となります。このように

信仰と希望に生きるキリスト者によって教会は

ますます前進することができます。苦難の中に

あっても、先輩たちは希望が与えられていたの

で、後輩たちが神様に祝福されています。

　私たちが本当に、子どもたち、孫たちを愛す

るとすれば、今、私たちは、神様の栄光のため

に私たちが心低くして、神様に従わなければな

りません。表現することが難しいですが、私た

ちの子どもたちの祝福は、私たちの信仰により

ます。十戒にあるとおり、私たちが神様に素直

に従うことになると、幾千代にも渡る子孫に祝

福を与えると約束してくださいました。このこ

とは、高神教会のいろんな教会を見ることで、

すぐに分かります。神様はその希望通りに、成

し遂げてくださったことが分かるようになりま

す。

　私は中部中会を考える時、心が燃え上がりま

す。私は決して希望を失ったことがありません。

特に私が注目していることは、中部中会の各教
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会の夕拝のことです。今、私たち日本キリスト

改革派教会には、六つの中会があります。その

中で、夕拝を献げる人が最も多い中会は、中部

中会です。中部中会は、昨年の統計資料により

ますと、296名です。西部中会は202名、東部

中会は185名です。私たちは今、ウェストミン

スター小教理問答を見ますと、私たちの主の日

の用い方は、丸一日神様の教会に集まり、私た

ちは神様に礼拝し、主にある豊かな交わりを分

かち合うに教えられています。このように小教

理問答が教えていますが、これに従う教会は非

常に少ないです。ところが中部中会は、六つの

中会の中でも、最も強い中会です。そのため私

たちはこのまま、朝拝と共に夕拝に力を入れて

いけば、私たちの次の世代は、必ず神様に祝福

されると思います。だから私たちはもっと、夕

拝に力を入れていきたいと思っています。東部

と西部に関しても話したいことがあります。し

かし今は関係ないことですので、省きます。

　一方、信仰と希望は、常に愛と共に歩むべき

です。真の信仰と希望は、愛によって促進され

ます。愛のない信仰、愛のない希望はあり得ま

せん。それ故、ヤコブは、「魂のない肉体が死

んだものであるように、行いを伴わない信仰は

死んだものです」（ヤコブ2:26）と、はっきり

と語っています。私たちの魂は、信仰と希望の

中で、愛によって成長します。真の信仰と希望

に徹底的に影響を及ぼすのは、まさに愛です。

信仰が深くなればなるほど、その人は愛の人と

なります。希望が大きい程、その人は愛の人と

なります。真の信仰と希望は、愛と結びついて

います。そのためパウロは「それゆえ、信仰と、

希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。そ

の中で最も大いなるものは、愛である」（コリ

ント一13:13）と語っています。だから私たち

の信仰が正しいか、私たちの希望が正しいか、

それは自分が愛の人となっているか、隣の兄弟

姉妹が苦しんでいる時、自分ももどかしさを感

じ、隣の兄弟姉妹を心から助けてあげたい、6

日の間の祈りで祈って、次の週に出会ったなら

ば、状況を確認し慰めてあげる。そのような愛

がなければ、私たちの信仰は本物ではないかも

知れません。

　高神教会の成長は、神様の恵み以外には説明

できません。私は小さい時から教会に通ってい

ました。その時の教会と今の教会を比べてみる

と、ずいぶん変わりました。南川教会が、私は

まだ伺っていませんが、非常に恵まれた形で新

会堂を建てることが許されたことを伺っていま

す。しかし私が小さい頃に伺った南川教会は、

小さな教会でした。私が小学生の時、南川教会

が開拓されましたが、その時、私は教会に行き

ました。その時は、小さな教会でした。しかし

神様は祝福してくださいました。これは神様の

恵みでなければ、説明できません。この神様の

恵みの中核は、愛です。愛によって信徒の信仰

と希望が促進されます。そして教会はますます

前進することができます。高神教会の愛の業を

一つひとつ紹介することができないことは残念

なことです。しかし、東釜山に訪れたことのあ

る人たちは、少しでも高神教団の愛を感じてこ

られたかと思います。

　12月2日、3日に中会の定期会がありますが、

今年は特に宣教師の人選があり、東釜山老会か

ら4名の牧師が来る予定です。そしてこの4名

が来る一番大きな目的は、宣教師になる人と面

談するためです。私の先輩の先生たちですが、

二人で寝る時、牧会の秘密を教えてくださいと

聴きます。今まで、いろんな先生方から聞いて

きました。そのような所にいつも答えが出るの

です。牧会者は、心を込めて信徒一人ひとりを

愛することです。どのようなことがあっても、

牧会者は、一人ひとりの信徒を、心から愛する

ことです。このことを、私もずっと聴いてきま

した。先輩の先生方から、私も一杯の愛を頂い

ています。パウロは言います。「愛がなければ、

無に等しい。……愛がなければ、わたしに何の
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益もない」（コリント一13:2,3）。

　改革派教会に、何よりも必要なことは、愛の

業ではないでしょうか。政治規準第7章「教会

役員の本質」第40条には、このように記され

ています。「（恒常的三職）教会の政治の全体は、

教理・教会統治・愛の業の三つから成っている

……」。私たちの教会規定は愛の業をきちんと

語っています。正しい信仰と希望には、愛の業

が伴います。いくら私たちが機構改革をして、

様々なことを取り組み、集まって勉強会を開き、

共に話し合っても、本当の意味で、私たちが愛

し合うことができないと、聖書の言葉が無駄に

なります。それは何の益にもなりません。

　中会の停滞と会員減少の原因の一つは、愛の

業と関わっているのではないかと、私たちは考

える必要があるのではないでしょうか。愛の業

が欠けている所には、神様の御業がなかなか行

われていないかもしれません。以上のように、

イエス・キリストの福音には、大切な三要素、

信仰・希望・愛、これがありますが、この三つ

は共に歩むべきです。このように私たちはまと

めることができると思います。

　このように信仰・希望・愛によって生きる者

には、共通ことが一つあります。謙遜なキリス

ト者であることです。別の言葉で語りますと、

品性が変わります。私たちは建前だけを変えよ

うとする者ではなく、私たちの本音が変わりま

す。私たちの本音が新しくされます。私たちの

本音が聖霊に満たされて、私たちの本音によっ

て、私たちの建前が輝くようになります。その

ようなことです。

　キリスト者の新生、この中心に、謙遜があり

ます。

3．謙遜なキリスト者の三つの行動：犠牲・献身・

仕え

　謙遜なキリスト者について考える時、ヤコブ

の手紙を引用して考えることができます。ヤコ

ブは箴言 (3:34) を引用して、「神は、高慢な者

を敵とし、謙遜な者には恵みをお与えになる」

（ヤコブ4:6）と語り、まったく同じことをペ

テロも語ります（ペトロ一5:5）。ですから旧

約のイスラエルと新約の教会の信徒は、周りの

人たちとは違います。それは真の神様が、私た

ちを御言葉を通して教えてくださるからです。

旧約のイスラエルの民は、二つの点で異なりま

した。彼らは偶像を遠ざけて、そして神様のみ

に仕えました。それが一点です。そして第二点

は、彼らは迷信に従わず、預言者の言葉に良く

聴きました。なぜならば、預言者は、神様から

御言葉を受けた者ですから、預言者の御言葉を

聞きながら、彼らは迷信からも離れました。イ

スラエルの民の特徴は、この偶像と迷信から離

れて、そして神様に仕え、神様のの御言葉に良

く聴き、そして自分たちの生活が変わったので

す。そのため、旧約の時代も同じように、高慢

な者を神様は罰せられます。そして謙遜な者に

ついては、恵みをお与えくださいます。これは

新約の時代も同じです。

　高慢についてはもっと話したいところです。

高慢ほど神様に立ち向かう行為はありません。

それゆえジョナサン・エドワーズは、「高慢は

最初の罪であり、最後の罪となる。高慢はサタ

ンの初子である」と語ります。彼の書物を読む

と、高慢がどのような人であるか、何ページに

わたって語られていきます。今の私たちは、こ

の教えに耳を傾ける必要があります。高慢より

罪なものはありません。特に霊的な高慢は、積

極的に神様に栄光を現すことができず、神様の

栄光を横取りにします。

　こういうことで、高神教会の各老会は、教会

の聖性と平和を妨害する言動を防止し、教会の

実像を見て、正すために各教会を視察します。

ですから小さい子どもたちから、キリスト者と

しての品性がどのようなものか、学びながら育

てられます。
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　ですから、すでに語りましたが、信仰の聖化

と生活の純潔、高神教会は今も引き続いて強調

しています。ここに謙遜なキリスト者の三つの

行動があるかと思います。これが犠牲・献身・

仕えです。謙遜なキリスト者の言動の本質は、

犠牲です。私たちはもうすぐ待降節を迎えます。

待降節は、人間となられたイエスさまを向かい

入れるために、私たちが備える日であります。

それは私たちのために人間となった、そして私

たちの罪のために十字架に架けられ、それで罪

を贖ってくださった、これはまさに犠牲です。

神様が人間となられた、これは犠牲です。神様

が死んでくださった。これも犠牲です。同じよ

うに、私たちも犠牲が必要です。

　世界的宣教団体のウェック (WEC) がありま

すが、その創始者の C.T. スタッドが有名な言

葉を残しました。「もし、イエス・キリストが

神であられて、私のために死なれたのなら、私

が払いすぎる犠牲などはあり得ない。If	Jesus	

Christ	 be	 God	 and	 died	 for	 me,	 then	 no	

sacrifice	can	be	too	great	for	me	to	make	

for	Him.」と語っています。

　またイギリスの有名なクリケットという運動

がありますが、家も豊かで、祝福されている人

です。それにもかかわらず、すべてのことを後

ろに置き、アフリカ宣教のため、運動のために

たびた旅たったのです。彼の運動のために WEC

の運動が始まったのです。

　犠牲のない教会、犠牲のない牧会、これは本

物ではありません。私にも悩みがあります。私

にも躓きがあり、私にも苦しみがあります。そ

うだといって同じように、信徒に仕掛けること

はありえないことです。そのような信徒がいた

としても、同じように神様の恵みによって変え

られるように、牧師が実践しなければなりませ

ん。すべてのことを聴いています。心に痛みが

あります。それにも関わらず、その信徒一人ひ

とりのために祈り、その信徒一人ひとりが神様

の御前に正しく生きるために、自分を犠牲にし

なければならないと思います。この犠牲は、必

ず献身を生み出します。御言葉にも記されてい

ます。「こういうわけで、兄弟たち、神の憐れ

みによってあなたがたに勧めます。自分の体を

神に喜ばれる聖なる生けるいけにえとして献げ

なさい」（ローマ12:1）。私たちは、いけにえ

として犠牲となりながら献身する。それによっ

て教会は新しくされます。それによって中会は

豊かに祝福を受けます。

　イエス・キリストは、苦難された僕です。だ

からイエスさまこそ、私たちの模範、そして基

準線ではないでしょうか。この犠牲と献身、こ

れは必ず世界に繋がります。この仕えるという

ことは、イエス・キリストが仕えられるために

来られたのではなく、仕えるために来られたと、

はっきりと御自身が語っておられます。だから

私たちはキリストに倣って、キリストが仕えら

れるためではなく、仕えるためにこの世に来ら

れたように、私たちも仕えられるためではなく、

仕えるために教会の牧師・長老・執事、そして

信徒になったということを、今一度考える必要

があるのではないでしょうか。

　イエス・キリストが仕えたことによく従った

人物が一人いました。パウロでした。パウロは

次の様に語りました。「わたしたちは、自分自

身を宣べ伝えるのではなく、主であるイエス・

キリストを宣べ伝えています。わたしたち自身

は、イエスのためにあなたがたに仕える僕なの

です」（コリント二4:5）。パウロは主人ではな

く、僕でした。

　だから今、私たちは、この犠牲と献身、そし

て仕える、この三つの私たちの行動を考えなら、

これから私たちは中部中会を支えるために、そ

して各教会のために働くために、私たちの行動

がどのようにしなければならないかをかんがえ

なければなりません。

　最後に、語ります。いろいろな講演がありま

すが、私たちには特権が与えられています。そ
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れはイエス・キリストがおられることです。イ

エス・キリストがおられるので、私たちの今の

講演、そして私たちの機構改革、将来設計委員

会に神様の恵みが与えられ、長期的な目標まで

立てることができると思います。しかし計画を

立てても、イエス・キリストが中心にならなけ

れば、中会・教会・家庭は、意味がありません。

イエス・キリストが中心にならなければ、コー

ラム・デオは意味がありません。イエス・キリ

ストが中心におられるからこそ、私たちは、信

仰・希望・愛に生かされるのです。それにより

聖霊なる神様は、イエス・キリストに引き続

き、私たちを導いてくださいます。それにより

私たちは、本当の意味で謙遜なキリスト者とな

り、謙遜なキリスト者になる人には、かならず

犠牲・献身・仕えるキリスト者に導かれるので

す。その中心にイエス・キリストがおられます。

これがエフェソ2章19節から22節で語られて

いる神様の御言葉です。

　お祈りいたします。

　愛する神様、先週に引き続き私たちに、共に

中会形成のために考える時間を与えてくださ

り、心より感謝いたします。どうか神様、中部

中会があなたを愛し、様々な困難と難しさがあ

りますが、それにも関わらず、聖霊のお導きに

よって、このように中会の形成のために、再び

集まっております。どうか先週の講演と今日の

講演を、神様が豊かに用いてください。このこ

とにより、私たちがキリストにおいて一つにな

り、そしていつも聖霊の導きにより、私たちを

造り変えてください。すべてのことが、あなた

の御栄光のために、私たちを用いてください。

どうか主よ、これから引退を控えている先輩の

教師たちを神様が祝福してください。またこれ

から献身しようとする若い兄弟を、神様が祝福

してください。そして私たちは、牧師同士、長

老同士、執事同士、信徒同士、キリストにあっ

て愛し合うことができますように、私たちに力

をお与えください。今晩も、このように多くの

兄弟姉妹が共に集まりました。私たちが共に祈

りあい、励まし合い、赦し合い、そして共に力

を出して、あなたの御栄光のために生きること

ができますように。感謝をして、イエス・キリ

ストの御名をとおしてお祈りいたします。アー

メン

別紙1　将来検討設計委員会の任務（2013年11月8日　橋谷講演より）

　「中部中会が将来にわたって健全に霊的権能を行使できるよう緊急課題と懸案事項を精査し、包

括的視野と現実的判断をもって組織再編や運営刷新に速やかに着手す」ること (2013年4月中部中

会定期会 )。

・長期的な課題と短期的な課題がある

・短期的な課題

　1. 機構改革　　2. 教師のケア　　3. 日韓協力開拓伝道の位置づけ

　4. 無牧の教会・伝道所への配慮

・委員会の三つの基本線

　1. 改革派教会、長老主義教会としての中会形成──中会の継続的課題

　2. 伝道──

　3. 福音を生きる教会──福音的共同体の姿を描き直す
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別紙2　高神教会の教会政治

　　　	第12章　　老会

第89条　老会の意義

　キリストの体なる教会が散らばって各教会になったので ( 使徒6:1～6,9:31,21:20)、互いに協

議し助けて教理の純全を保存し、戒規を同一に行い、信仰と知識を増進させ、背教と不道徳を防止

し、これらのために老会のような上会があるのは必要である。

第93条　老会の職務

　老会の職務は次のとおりである。

1.	老会はその区域内の小会、各教会、牧師、講道師、伝道師、牧師候補者、所属機関と団体を総括する。

2.	老会は各小会から提出した建議、請願、問い合わせ、陳情に関する事柄を受け付け処理する。

3.	老会は各小会から提出した訴願、上訴、委託判決を受け付け処理する。

4.	老会は牧師候補者を告示し受け入れ、その教育、転出、戒規と講道師の転出、戒規を管理する。

5.	老会は牧師の資格を告示し、その任職、委任、解任、転入、転出、戒規に関する事柄を処理する。

6.	老会は各教会の長老の選択と任職を承諾し、長老と伝道師の資格試験を行う。

7.	老会は各小会の記録と伝道所の委員会の記録を調査し、その処理事件に合法の判定を示し、真

理と戒規に関する問い合わせを解釈し答弁する。

8.	老会は教会の神聖と平和を妨害する言行を防止し、教会の実情を見て正すために各教会を視察

する。

9.	老会は各教会を設立、分立、合併、廃止し小会を組織し、各教会と伝道所の牧師招聘と伝道、教会、

財政、管理などそのあらゆる処理方針を指導する。

10.	老会は総会に提出する請願、建議、問い合わせ、陳情、訴願、上訴、委託判決に関する事柄を

上程し、老会の状況を報告し、総会の代議員を選んで派遣し、総会の指示を実行する。

11. 老会は各教会の伝道事業を指導奨励し、各教会の霊的有益を図る。

12.	老会は各教会と傘下機関の財産問題によって事件が発生すればこれを処理する。
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別紙3　信仰生活の三つの領域

ユダヤ人の宗教経験 教　　育 礼　　拝 実　　践

会堂の三つの目的 教育の場所 祈りの場所 集いの場所

キリスト教の信仰生活 祈りの法則 信仰の法則 生き方の法則

アウグステイヌスの「教本」
信仰

（使徒信条）
希望

（主の祈り）
愛

（神の愛と隣人愛）

ベネディクト修道会議
（修道院の規則）

聖書研究
祈りの働き

（神様の御業）
共同体に仕えるための
労働

宗教改革者の教理問答 使徒信条解説 主の祈りの解説 十戒の解説

タナク
トーラー

（イスラエルを形成す
るトーラー）

ケトウビーム
（黙想すべきトーラー）

ネビイーム
（服従すべきトーラー）

キリストの三職
預言者

（真理の語り）
祭司

（命の仲裁）
王

（法の宣言と執行）

ヨハネが提示した信徒の証拠
イエス・キリストに関
する真理を信じる信仰

内面に宿られる聖霊の
証拠を知る率識

神様に服従し、同僚の
信徒を愛する心

パウロのテモテへの命令
あなたの教えを見回し
なさい

神の国のために励みな
さい

あなたの生き方を見回
しなさい

パウロのテトスへの命令
正しい教理を教えなさ
い

永遠の生き方を見通し
なさい

正しい教理に適した生
き方を教えなさい

使徒言行録2章42節に
言及された四つの活動

使徒の教え パンを裂くことと祈り 相互の交わり

神学の三つの徳目 信仰 希望 愛

キリスト者の三つの
アイデンティティ

真理 命 道

（ジェームズ・パッカー提供）
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１.子どもの「礼拝共同体」としての日曜学校

　教会をあらわす聖書の表現の一つに「祈りの

家」（イザヤ56:7、マタイ21:13）があります。

神の民の祈りの家である教会はまた、古来、「学

びの家」と称されてまいりました。

　教会は、神の御言葉によって立ちもし倒れも

するのですから、教会が御言葉（教会の教え＝

教理）を教える、つまり学びを施す場所として

整えられ、考えられて来たことは当然であった

と思います。学びは、必然的に、神の生ける言

葉なるイエス・キリストへの礼拝を生み出しま

す。むしろ礼拝においてこそ学びの対象となる

生ける神との交わりが与えられ、深められてま

いります。つまり、礼拝なしに、教会の学びは

成立しないのです。

　私どもは、「日曜学校」と称して自らの営み

を致しておりますから、うっかりすると「学校」

の真似事のような営みへと傾斜してしまうので

はないかと思います。日曜学校を学校と称しま

すが、何よりも、教会自身が学びの家、学校で

す。そうであれば、日曜学校は、まさに教会独

自の「学びの家＝学校」になります。　

　現住陪餐会員によって組織される言わば大人

の教会は、礼拝共同体です。このすべての営み

を通して、キリスト者が生み出され、その成長

がなされます。また、教会が形成され、成長さ

せられます。日曜学校の営みもまた、「子ども

の礼拝共同体」の営みとして捉えること、これ

が本誌の基本的な日曜学校像です。

　日曜学校のことを、外部向けに「子どもの教

会」と呼ぶ教会もあるようです。もちろん教会

は大人と子どもを含んだ契約の民の集いですか

ら、大人の教会、子どもの教会という言い方は

神学的には疑問が投げかけられてしかるべきで

す。しかし、日曜学校を、子どもたちの礼拝共

同体として捉えようとする意味であるなら、む

しろすばらしいことであると思います。

　日曜学校の礼拝式を、私どもはどれだけ真剣

に礼拝式として理解し、捧げているか、これは

常に問われて良いことと思います。「大人が中

心の主日礼拝式は本物だけど、日曜学校の礼拝

式はその真似事……」このように考える奉仕者

は誰もいないと思います。礼拝の真似など不可

能です。日曜学校の礼拝式にも、キリストの臨

在が確保されています。神の御言葉を語る説教

者は洗礼を施されたキリスト者なのですから。

　未陪餐会員や地域の子どもたちを対象にした

日曜学校とは、現住陪餐会員である日曜学校教

師の交わり（教会）の中に子どもたちを迎え入

れてなされます。聖餐における交わりの共同体

の中に、子どもたちを招きいれ、彼らに届く言

葉と式次第（プログラム）を整えて捧げられる

のが子どもの礼拝式です。つまり、そこには鮮

やかにキリストが臨在しておられるのです。日

曜学校の礼拝式に出席して、その後の主日礼拝

式（朝拝）に列席する契約の子は二回の礼拝式

にあずかっていることになります。

２.分級中心より、礼拝式中心　

　子どもの礼拝共同体の形成という視点から日

曜学校の働きを位置づけるとき、必然的に、日

曜学校の働きの比重は、分級に置くのではなく、

礼拝式に置くこととなります。

　正直に申しますと、おそらく平均的な日曜学

校教師の奉仕の姿は、土曜日の午後になって、

切羽詰ったように焦る……。もちろん、それは

本誌の基本方針

教会（日曜）学校像について
相馬伸郎（本誌編集長）
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良いことでないことは明らかです。そこでこそ、

準備の手間を軽減させてくれるような教案誌や

ワークブックを求める……。本誌が、繰り返し

申し述べて参りましたことは、「分級展開例を

そのまますることが大切なのではありません。

分級では、子どもと共に祈りを捧げることがで

きればそれで良いのです」。準備したもの全部

をやれたかどうかということが分級運営の良し

悪しの基準にはならないと思います。礼拝式で、

きちんと福音が届いていれば、分級は「オマケ」

くらいに考えてくだされば良いと考えておりま

す。ただし、子どもたちがそのオマケに目がな

いことは、お互い良く知っていることでもあり

ます。

３.子ども礼拝式における説教の重要性

　─日曜学校の目標─　

　日曜学校の目標を、もし一言で言い表すなら、

「祈りの生活へと導くこと」となります。「信じ

ることは祈ること」であり、それゆえに日曜学

校の目標は、自分の言葉で祈れる子ども、祈る

生活を確立できるように導くことにこそありま

す。しかもそれは、まさに公同の、共同の祈り

である子ども礼拝式の充実によってこそ、正し

く担われます。個人的な祈りの生活の訓練だけ

に焦点をあてるようなアプローチを改革教会は

とることはできません。主日礼拝式（公同の大

きな祈り）に支えられ、あずかってこそ、個人

の小さな祈りの生活は生み出され、健やかに立

つことができます。

　またそうであれば、当然、子ども礼拝式の中

心が神の言葉の説教に求められることは、明ら

かとなると思います。何故なら、祈りとは信仰

の業であり、それは御言葉を聴くことから始ま

るからです。外からの言葉つまり御言葉によっ

て、信仰が与えられ、祈りの言葉は与えられ、

生み出され、紡ぎ出されるのです。ですから、

日曜学校の働きにおいても、あるいはそこでこ

そ説教の重要性が強調されることになるでしょ

う。そうなれば、牧師こそが日曜学校の奉仕、

礼拝説教を担うことが求められるのではないで

しょうか。

　本誌の説教展開例は、要旨、ポイントだけで

はなく、ほとんど完全原稿を掲載しています。

それは、一つのモデルを提示する試みです。も

ちろん、大切なことは奉仕者自らが、これを参

考にしつつ、御自分の言葉で説教の言葉を紡ぎ

出していただくことです。そこでわきまえるべ

きことは、聖霊御自身が、聖書を説く自分の言

葉、声を用いて子どもたちに届けてくださるこ

とを信じることです。主イエスへの愛と子ども

たちへの愛があれば、必ず、子どもの心に主イ

エスを紹介することができます。届くことがで

きます。

４.説教の完成としての牧会─分級の目標─

　さて、しかしながらまたここでこそ、分級の

固有の意義、重大な意義も明らかになります。

神の言葉の説教を通して子どもたち全体になさ

れる御業は、また一人の子どもの固有の状況、

心の奥底にも届きます。しかし、一人の子ども

の魂の状況に、より的確に触れ、届けるために

は、「牧会」が求められます。私どもが、分級

の目標を「共に祈る」こととしておりますのは、

子どもへの牧会を指し示すあり方を指し示して

いるのです。この牧会に奉仕するのが分級なの

です。この分級イメージは、「牧会」のイメージ、

子どもと向き合う姿勢です。子どもの心、気持

ちを聞き出すこと、聴き取ることが求められま

す。そこでこそ、教室において生徒全体に均一

の知識を提供する「学校」のイメージは薄くな

るはずです。

　説教（神の言葉の共同的伝達）と牧会（個人

的伝達）が有効になされる時、日曜学校は正し

く豊かな実りを結ぶことを確信致します。
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５.教会形成の一環としての日曜学校

　─教師会と教師─　

　およそ教会的な奉仕の在り方は、いずれも共

同的な奉仕の業です。とりわけ、日曜学校の働

きは、共同の働きによってこそ正しく担われ、

正しい実りが結ばれるのです。つまり、担任教

師の力量に基く、それぞれの分級の力に期待す

るよりむしろ、教師会（全員）の奉仕と祈りを

束にして子ども礼拝式の充実を求め、そのため

に努力するあり方こそ求められていると考えま

す。

　例えば、礼拝説教を担うのは、担当日の奉仕

者一人です。しかし、その時こそ、その背後の

教師たちの祈りがどれだけ集められるかが問わ

れます。教師たちの祈りに支えられてこそ説教

や、その礼拝式は必ず聖霊の豊かな働きのなか

で捧げられることを確信いたします。

　教師会が、単に教師たちの実務的会議で終わ

るのではなく、日曜学校の働きを担う核として

の「共同体」として形成されることが大切なの

です。具体的には、充実した教案研究がなされ、

全体の課題と一人ひとりの課題とを共有できる

教師会を持つことです。本誌は、その一助とな

るために発刊されたものです。

　さらに申しますと、教会全体の祈りに支えら

れなければ、日曜学校の業が、教会形成そのも

のとしての結実を求めることは難しくなくなり

ます。日曜学校の働きとは、各個教会の形成と

伝道の働きそのものと直に繋がっているのであ

り、そうでない働きは、少なくとも改革教会の

教会形成の筋道とは異なる日曜学校となってし

まいます。だからこそ、礼拝指針の第31条に

ある通り、小会の監督、配慮が定められている

のです。日曜学校の営みとは教会形成そのもの

の営みなのです。いわゆる賜物のある牧師とか

専門家の牧師だけが担うものではありません。

６.伝道する日曜学校像

　日曜学校は契約の子の信仰継承のためにもあ

ります。しかしこれまで、宣教地である日本の

教会は、日曜学校を地域の子どもたちを捉える

伝道の場として考えてまいりましたし、今なお

同じ状況にあると思います。

　私どもは、今日の日本の荒廃は、教会の福音

伝道の力の低下の責任であると考えておりま

す。社会から、教会の責任を問う問いはどこか

らもあがっておりません。しかし、神からは、

問われています。

　私どもの目に子どもたちは、どのように映っ

ているでしょうか。彼らは、天地の創造者なる

神、罪の赦しの福音に飢え渇いて、倒れていま

す。真の教会で説かれる福音が届きさえすれば、

子どもらこそはっきりと霊的な反応を示してく

れるのです。現実の困難さを理由に、日曜学校

を通して、地域の子らに伝道しようとする意欲

と働きを減退させてはなりません。

　私どもは、教案誌を作成し、出版すればそれ

で良いとはまったく考えておりません。日本キ

リスト改革派教会をはじめ日本の諸教会から子

どもたちの讃美の声、祈りの声が溢れるように

なることをこそ目指しています。

　「子どもたちを私のところへ来させなさい」

と命じられた主イエスの御前に、共に悔い改め、

祈りの叫びをあげたいと思います。忍耐と労苦

が求められます。けれどもその光景を夢見なが

ら、主と共に、皆様と共に、戦い続けてまいり

たいと祈り願っています。

　本誌へのご批判、ご意見をお寄せ下さい。改

革派日曜学校像を確立するために神学的、実践

的な広い論議を心から期待致しております。

		Soli	Deo	Gloria!（ただ神の栄光の為に！）

　　　　　　（中部中会日曜学校委員会委員、

　　　　　　　名古屋岩の上伝道所宣教教師）
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中部中会日曜学校委員会からのお願い

　教会のかしらなる主イエス・キリストの御名をあがめます。

　中部中会日曜学校委員会（2007年４月中部中会第一回定期会で教育委員会か

ら改組）は、日本キリスト改革派教会をはじめとする改革・長老主義諸教会の教

会学校・日曜学校教育に資することを目的として、『教会学校教案誌』を発行し

ています。2001年４月に始まり、すでに13年目に入り、第53号まで発行して参

りました。中部中会ではほとんどの教会により採用され、改革派教会全体でもお

よそ70教会で採用されています。大会教育委員会もご支持を表明してくださっ

ています。皆様のご支援に心からの感謝を申し上げます。

　『教案誌』の発行は中部中会の事業として行われておりますが、中部中会日曜

学校委員会では、あわせて皆様からの自由募金によってご支援いただきたいと

願っています。子どもたちの信仰教育のために、ぜひ皆様からのお祈りと募金の

ご支援をいただきたく、よろしくお願い申し上げます。教案誌を購入していただ

きやすくするために、教案誌の頒布価格を印刷・製本単価ぎりぎりにおさえてい

ます。『教案誌』をご購入くださることも発行のための支援となりますので、ご

購入いただくことによってもご支援くださいますよう、お願いいたします。

『教会学校教案誌』発行のための

自由募金のお願い

　目標金額　　　30万円／年

　送 金 先　　　郵便振替　伊藤治郎

　　　　　　　　　　　　　00890-2-148183
※通信欄に「教案誌のための自由募金」と明記してください。
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　ぜひお買い求めください。ご注文は教案誌編集部まで。

副読本のご案内

価　格　800円

著　者　木下裕也

　　　　（名古屋教会牧師・教会学校教案誌編集員・神戸改革派神学校講師）
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聖書黙想・説教展開例・分級展開例　
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　ゲツセマネで祈りをささげる主イエスの姿は弟

子たちの祈りの模範である。その模範の意味をよ

く確かめたい。ここには主イエスが十字架でお受

けになる苦しみの意味が予め示されている。

悲しみを背負うキリスト

　ペトロとゼベダイの子らを伴われるのは、彼ら

がキリストの証言者として使徒たちを代表するか

らであろう。他の弟子たちを残して、彼ら3人だ

けの前でイエスは「悲しみもだえる」姿を見せる。

17:1以下では、彼らは山の上でイエスの光り輝

く姿を目撃した。それとは対照的な姿であるが、

これも弟子たちが記憶に留めておかなくてはなら

ない神のメシアの姿に相違ない。主イエスが受け

ねばならない「杯」とは、神の怒りをあらわし（イ

ザヤ51:17、エレミヤ49:12、等）、その悲しみは、

十字架によって神の裁きを受けねばならない人の

定めからくる。

祈りの模範

　イエスの祈りは、自分の救いを訴えることから

始まるが、「わたしの願いどおりではなく、御心

のままに」（39節）、「あなたの御心が行なわれま

すように」（42節）と、神への委任に至る。この

後者の祈りは主の祈りと共通する。神への信頼と

献身が、救いの力を世に顕わす。祈りの目標は、

神の思いに自分の心を合わせることにある。この

後、弟子たちはこのような祈りによって神の心を

恵みとしていただいて、宣教の業に命を賭けるこ

とができたとパウロは随所で語っている（コリン

ト一15:10、他）。

　イエスに伴った弟子たちは、イエスと共にいて、

目を覚まして祈っているよう命じられている（38

節、41節）。「目を覚ましている」ことは、聖書

では特別な含みがあることに注意したい。旧約で

は、それは見張りの務めであり、神の救いが現れ

るのを注意深く待ち望むイスラエルの信仰の姿勢

をあらわし（イザヤ書62:6、他）、新約でも世の

終わりを待ち望む教会の姿勢をあらわす（マタイ

24:42以下、テサロニケ5:6節以下、他）。キリス

ト者の祈りは、イエスの傍らに目を覚まして留ま

り、罪ゆえの人の悲しみを身に負いながらも、神

の憐れみによる救いに全く信頼して、望みを託す

祈りである。

弟子たちは眠っていても

　イエスは弟子を選んで伴われたが、祈るときに

は一人離れて祈られた。なぜなら、定められた「杯

を飲む」務めは、主イエスが一人で負うものだか

らである。弟子たちは弱い。彼らは悲しみもだえ

ながら祈るイエスの傍らで、目を覚ましているこ

とさえできなかった。31節以下の段落では、イ

エスは弟子たちの躓きを予告された。「心は燃え

ても、肉体は弱い」（41節）。弟子たちがイエス

の苦難を分け合って、全人類の罪を取り除く救い

の働きに力を貸すことはできない。「眠っている。

休んでいる」弟子たちの傍らで、イエスは彼らの

ために、一人で悲しみを背負い、神の使命を果た

される。教会はいつでもキリストの、この執り成

しの祈りに支えられている。

目を覚まして祈る

　「誘惑に陥らぬよう、目を覚まして祈っていな

さい」との主の言葉が教会を生きた信仰へと招く。

主はわれわれの肉の弱さを知っている。その弱さ

のゆえに、主は十字架で死なれ、私たちの上に注

がれる怒りの裁きを取り去られた。求められるの

は信仰の「眠り」に落ち込んでしまわないこと。

キリストの傍らにあって、目覚めた信仰者として、

共に励まし合うことが、私たちにできる務めであ

る。	 （牧野信成）

	 4月6日	 ゲツセマネのキリスト	 教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 マタイによる福音書	26章36～46節

	 参照教理問答　　　子どもカテキズム	問24,	26,	34,	81
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　イエスさまは逮捕されて十字架で死なれる前

に、弟子たちを連れてオリーブ山に出かけました。

そこに「ゲツセマネ」と呼ばれる場所があって、

そこで神さまにお祈りをささげるためでした。

　お祈りする場所についていったのは、３人の弟

子たちだけでした。ペトロとヨハネとヤコブです。

この3人の弟子たちは、いつもイエスさまの力強

い姿を見ていました。たくさんの奇跡を行って、

病気の人をなおしたり、湖の上を歩いて渡ったり、

ある時は、山の上で真っ白な光り輝く姿をあらわ

されました。けれども、ゲッセマネの園でお祈り

するイエスさまのお姿は、弟子たちが今まで見て

きたイエスさまとは違っていました。イエスさま

はとても深く悲しんで、体も震えているようでし

た。それは、これから逮捕されて、裁判にかけら

れて、鞭打たれて、十字架にかけられてしまうこ

とをご存知だったからです。

　イエスさまは罪のないお方でした。それなのに、

十字架で死ななくてはならないのは、それが父な

る神さまのお考えだったからです。私たちは皆、

心から神さまに従うことができない罪人です。で

すから、最後には誰もが罰を受けて死ななくては

なりません。けれども、神さまは罪人を救うため

に、特別な方法を考えておられました。それは、

イエスさまをこの世に送って、私たちの代わりに

罰を受けさせることでした。イエスさまが十字架

にかかって死なれるのは、ですから、私たちの罪

が許されるためでした。

　その神さまのご計画をイエスさまはご存知でし

た。しかし、罪もないのに死ななくてはならない

ことは本当に悲しいことです。死んでしまえば、

愛するみんなと別れなければなりません。また、

逮捕されれば町中の人々から笑われて、馬鹿にさ

れて、見せ物にされてしまいます。そして、十字

架で死ぬということは、神さまに呪われることを

意味していました。天の神さまの怒りを受けて、

死ななくてはなりませんでした。でも、そんな悲

しいこと辛いことをイエスさまは引き受けて、父

なる神さまの御旨を果たそうとされました。その

ときに、イエスさまは、お祈りをささげたのです。

　イエスさまは、その悲しみを素直に神さまに打

ち明けました。悲しいときには、そばに誰かがい

てほしいはずです。だからイエスさまは3人の弟

子たちを一緒に連れて来られました。ところが、

イエスさまが悲しみながらお祈りしている間に、

弟子たちはみんな眠ってしまいました。疲れてい

て眠かったようです。弟子たちはイエスさまのそ

ばにいて守らなきゃ、と思っていたかもしれませ

ん。でも、眠さには勝てませんでした。イエスさ

まは、だから一人でお祈りしました。そして、お

一人で、神さまの御心を行うために、十字架に向

かう決心をしました。

　イエスさまは、お祈りの中で神さまの心と一つ

になりました。イエスさまにとって、自分の命よ

りも、近くで眠ってしまっている弟子たちの命の

方が大切でした。そして、力の弱い、情けない弟

	 4月6日	 ゲツセマネのキリスト	 説教展開例

	 テキスト	 	 	 マタイによる福音書	26章36～46節

	 参照子どもカテキズム	 問24,	26,	34,	81

〔単元のねらい〕

　主イエスのゲツセマネの祈りは、悲しみの中で神に向かい、神の支配に心を明け渡して、神の愛へと

献身する、祈りの本質を示しています。祈ることのできない私たちの弱さを素直に認めて、しかし同時

に、キリストの祈りの中に包まれている私たちの恵みを心に留めて、神の御旨に心を合わせてゆく主イ

エスの祈りへと励まされたいと思います。

ゲツセマネの祈り
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子たちですけれども、そういう罪人を救うことが

神さまの御心でした。間もなく、イエスさまを逮

捕しに、大勢の人々がゲツセマネにやってきまし

た。イエスさまは「立て、行こう」と眠っていた

弟子たちに声をかけて、力強くその人々に向かっ

て出発されました。

　今日は、ゲツセマネで、悲しみの中で、一人で

お祈りされた、イエスさまのことを心に留めてお

きたいと思います。それは、私たちの命を救うた

めに、イエスさまが神さまと心を一つにするため

のお祈りでした。そうしてイエスさまは、喜んで

私たちのために十字架にかかってくださいまし

た。イエスさまは、私たちのためにいつも祈って

いてくださいます。復活されたイエスさまは、今

も生きて、私たちのことを覚えてくださっていま

す。私たちには力が無くて、十分なお祈りができ

なくても、イエスさまが私たちのために祈ってく

ださっているので、神さまは私たちを守っていて

くださいます。

　イエスさまはお弟子さんたちに、「目を覚まし

て、祈っていなさい」と言われました。イエスさ

まのお祈りがそうであったように、お祈りしてい

ないと神さまと心が通じなくなってしまいます。

お祈りしていると、神さまの心が私たちの心に伝

わってきます。お祈りする中で、イエスさまのよ

うに生きよう、という力が心に湧いてきます。私

たちも、弟子たちのように眠ってしまう、情けな

いところがあるかもしれません。それでも構いま

せん。そこから少しずつお祈りすることが大切で

す。お祈りは神さまにお願いするばかりではあり

ません。お祈りしながら、神さまの「御心」がわ

かります。完全にわからなくても、父なる神さま

を信じることができるようになります。私たちの

ために、何が一番よいことかを知っているのは神

さまです。それを必ずしてくれる、と信じること

ができるようになることが、お祈りする理由です。

　上手なお祈りをしようと頑張るよりも、心の中

で神さまのことを本気で思うことの方が大切で

す。どうお祈りしてよいかわからないときは、み

んなが覚えている「主の祈り」がお手本になりま

す。「御心のままに」と心から信じて祈るなら、

神さまは、御心のままに、私たちをイエスさまの

そばに置いてくださいます。そして、私たちに必

要なすべてのものを備えてくださいます。

	 （牧野信成）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヘブライ人への手紙	7章25節

この方は常に生きていて、人々のために執り成しておられるので、

御自分を通して神に近づく人たちを、完全に救うことがおできになります。
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	 4月6日	 ゲツセマネのキリスト	 幼稚科

〈ねらい〉

　イエスさまは、私たちを救うために、「わたし

の願いどおりではなく、御心のままに」とお祈り

してくださったことを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　幼稚科の中にも、自分でお祈りをすることがで

きる子どもたちもいることでしょう。その多くは

親や教会学校の先生たちからお祈りの仕方を教え

てもらったのではないでしょうか。お父さん、お

母さん、先生たちの真似をしながら、神さまを呼

ぶ言葉を覚えていくのです。もちろん、子どもた

ちが、祈りの言葉の意味について一つ一つ知って

いるかどうかはわかりません。言われるがままに、

言葉を口にしているかもしれません。子どもたち

に、何も分からないままに祈らせることはよくな

いことだという批判があるかもしれませんが、イ

エスさまの弟子たちをはじめ、私たち教師やキリ

スト者も案外そういうところがあることに気付か

されます。「主の祈り」をはじめ、よくわからな

いまま、イエスさまから教えていただいた言葉を、

自分の祈りとして祈り続けてきたのです。内心は、

「本当はこんなことお祈りしたくないんだけどな」

と思いながら、イエスさまから教えていただいた

祈りを祈り続けたのです。

　しかし、自分の願いや考えに立ち向かってくる

祈りの言葉を、苦しみながらも口にし続ける中で、

ふとしたときに、「ああ、これはこういうことだっ

たのか」と教えられる瞬間を信仰者は経験します。

神さまの御心と私の心が一つになる素晴らしい経

験をします。それは祈りをとおして神の言葉が聞

こえてきた経験と言ってもよいのかもしれませ

ん。神さまの御心が行われるということは、自分

が神さまに願うことにも増して素晴らしいことで

す。

　幼い子どもたちも、大人が知らないところで、

「神さま……」と密かにお祈りをしているかもし

れません。どういうお祈りをしているのか、たい

へん興味深いですが、無理にその内容について探

る必要もないでしょう。子どもなりに自分の言葉

でお祈りをしている中で、ゲツセマネでイエスさ

まがお祈りくださったように、「御心のままに」「神

さまが願っていることを教えてください」という

言葉を付け加えて祈ることを新たに覚えてくれた

らと願います。そのようにして、祈りの中で、自

然に、自分を神さまに委ねることができる姿勢へ

と変えられていくことでしょう。

　神さまの御心が実現するというのは、私たちの

思いとは違う部分がありますから、ゲツセマネで

イエスさまがたいへん苦しまれたように、私たち

もまた「御心のままに」と祈るとき、そこに苦し

みや悲しみが伴います。しかし、そこで傍らに立っ

て、共に執り成してくださる力強いイエスさまの

お姿を見出すことができます。苦しみながら、「御

心のままに」と祈る私の祈りを、イエスさまも一

緒になって祈ってくださるのです。既にそこに神

と心が一つになっているという出来事が生じてい

ます。その先に待っている神さまからのお答えは、

十字架の救いに現わされたように、私たちの思い

を超えて素晴らしものなのです。

〈祈り〉

　神さまの心がよく分かるように助けてくださ

い。そのために、いつもイエスさまが、私たちの

ためにお祈りしてくださることを感謝します。
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	 4月6日	 ゲツセマネのキリスト	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「この方は常に生きていて、人々のために執り

成しておられるので、ご自分を通して神に近づく

人たちを、完全に救うことがおできになります」。

・「この方」とは誰でしょう。私たちを救ってく

れる方です。イエス様ですね。

・「常に生きていて」　とはどういうことでしょう

か。みんなは今、生きていますか。イエス様が

生きているとはどういうことでしょうか。今も

そしてこれからもイエス様は生きておられま

す。

・「執り成しておらえる」とはどういうことでしょ

うか。執り成すとは、例えばある人とある人の

関係が悪くなった時に、その間に入って関係を

元通りにすることです。イエス様は神様と私た

ちの間に立ってくださっています。

・「ご自分を通して」はイエス様によって。

・「神に近づく人たち」とは誰でしょう。神に近

づくとは、神様にお祈りしたり、願ったり、悔

い改めたりすることです。そういうことをする

人たちのことです。

・「完全に救うことがおできになります。」

　　完全に助けてくださいます。完全だから、心

配しなくても大丈夫。イエス様によって、必ず

救われることを信じることを、神様はみんなに

求めています。

2. 説教を分かち合う。

2-1. イエス様のことを考えよう。

・今日のお話で、イエス様は私たちに何をしてく

ださいましたか。

→私たちが完全に救われるため、そのためにイエ

ス様が十字架の苦しい苦しい業を果たせるよう

に、祈っていました。

　　暗唱聖句では、「人々のために執り成してお

られる」というところですね。

　　お弟子さんたちが寝てしまい、何もできなく

ても、一人だけでも祈り続けてくださいました。

眠らず、辞めず、逃げ出しませんでした。

2-2. お弟子さんのことを考えよう。

・お弟子さんたちは、何ができて、何ができませ

んでしたか。

→お祈りする場所についていって、祈り始めるこ

とはできました。でも、祈り続けることはでき

なかったのです。そんなお弟子さんなのに、イ

エス様から嫌われることも、捨てられることも

されませんでした。できない弱さを、イエス様

はかわいそうに思って愛して下さったのです。

2-3. 私たちのことを考えよう。

・私たちも祈り続けられないことがあるでしょ

う。でも、イエス様は祈れなくなる私たちのこ

とを捨てることはなく、かわいそうに思って、

愛してくださって、神様に祈ってくださってい

ます。イエス様の愛に感謝して、私たちも祈り

続けていきましょう。

3. ゲーム

しんぶんじゃんけん

　新聞を広げて、上にのる。司会者とじゃんけん

をして、負けたら半分にたたみ、やがて新聞の上

にたてなくなってころんだら負け。

※1～3を自由に取捨選択して下さい。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　マタイによる福音書は、十字架上のイエスさま

の御言葉として「わが神、わが神、なぜわたしを

お見捨てになったのですか」だけを記しています。

これは、詩編第22編冒頭の御言葉の引用です。

詩人は、神への心からの信頼をもとに、しかしそ

れだけに、現実の困窮を前に、真剣に神の憐れみ

を訴えています。そして、最終的に詩人の心の底

に神への感謝は湧きあがり、魂は満たされ、神へ

の賛美で閉じられます。つまり、詩編第22編は

神への嘆きの詩であると同時に賛美の詩でもある

わけです。その意味で、主イエスが十字架の上で、

このように叫ばれたのは、詩編第22編における

詩の成就であり、この究極の苦しみと不条理にも

かかわらず主イエスの神信頼の歌、勝利の歌とし

て理解できます。万が一にも、十字架の上で主イ

エスが一瞬でも不信仰に陥り、神を疑ったり、呪っ

たりすれば私たちの贖い、救いは崩れ去ってしま

います。

　さてしかし、この叫びをただそれだけとして終

えてしまうことはできません。むしろ、詩編第

22編の冒頭の叫びをもって主イエスが叫ばれた

とき、その身に何が起こっていたのか、それをまっ

すぐに見つめるべきです。それは、神の呪い、神

の刑罰である神に見捨てられたということです。

想像を絶する恐怖であり苦しみです。想像を絶す

るというのは、イエスさまご自身にとってのこと

です。罪人である人間は、神との交わりを失って

いるにもかかわらず、イエスさまのように真剣に

悩むことがありません。さらに言えば、ここで受

ける苦しみと死は、全人類が未だ味わったことの

ない永遠の滅びとしての死なのです。勇猛果敢に

死んでいった人は、枚挙にいとまがないでしょう。

むしろ、主イエスのような悲惨な「死に様」は、悟っ

た人から見れば、二流、三流の人物との烙印をお

されるかもしれません。しかし、それはまったく

の見当違いです。

　御子なる神でいらっしゃる主イエスと父なる神

には、永遠の愛の交わりのみがありました。父な

る神との交わりは一瞬でも損なわれることがあり

ませんでした。確かに、人となられた主イエスの

ご生涯は、最初から苦難の道のりでしたし、遂に

は十字架へと赴かれたのですから、全生涯が苦難

と言っても過言ではありません。しかし、それら

は人間から受けたものでした。ところが今、神ご

自身から苦しめられるのです。

　そしてここにこそ、私どもの救いの根拠があり

ます。私たちと同じ人となられた御子が、私たち

が受けるべき神からの苦しみ、呪い、怒りのすべ

てを味わいつくされ、私どもに代わって捨てられ

たからです。そのおかげで、私たちは、赦された

者、神の子、神に捨てられることの絶対にない揺

るぎない者とさせていただいたのです。

〈子どもカテキズムの解説〉

　ウェストミンスターのカテキズムは、主イエス

の神性と人性そして低い状態と高い状態とを明確

に示してその御業を描いています。その意味で、

	 4月13日	 十字架のキリスト	 教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 マタイによる福音書	27章45～56節

	 子どもカテキズム	 問24

	 参照教理問答	 ウェストミンスター大教理問答　問49

	 	 	 ハイデルベルク信仰問答　問37～43

	 問24	 主イエス・キリストは、私たちの救いのために、どのようなお働きをしてくださったの

ですか。

	 　答　主イエス・キリストは、	私たち罪人の身代わりとして十字架に死に、	三日目に、永遠の

いのちによみがえられました。ですから、私たちは、罪赦されて神と共に永遠に生きる

祝福に生かされています。
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教理としてキリストの御業を明瞭に示すことに成

功しています。しかし一方で、主イエスが成し遂

げられる救済の順序と意味を描くことにおいて

は、いかがでしょうか。子どもカテキズム問24は、

小教理問答にも大教理問答にもありません。参照

個所としては、キリストの死という低い状態を描

き出す問49を挙げておきました。一方で、使徒

信条に基づいて論述するハイデルベルク信仰問答

は、上述のように十字架の意味を丁寧に描き出し

ます（子どもカテキズム問24は、ウェストミン

スター大・小教理問答を補うことを目指して著さ

れているわけです）。主イエスの十字架の死は、「私

たち罪人の身代わり」の死であること、それゆえ

に、このイエスさまを信じる者は、「罪赦され」

るのです。これが、福音でありその頂点です。

　私たちの主キリストは、全人類の罪に対する神

の怒り、刑罰をご自身の全存在をもって負ってく

ださいました。肉体はもとより精神においても社

会性（弟子たちからの裏切り、群衆や敵対者から

の憎しみ）においても、なによりも魂の上にこそ

神の裁きをお受けになられ、極みまで苦しみ抜い

てくださいました。このお方の苦難のご生涯、と

りわけ十字架の上での恐るべき苦しみは、すべて

私たちを神の怒りと刑罰から解き放ち、私たちの

ために神の恵みと義と永遠の命を獲得してくださ

るためでした（ハイデルベルク問37参照）。

　何故、十字架刑だったのでしょうか。申命記

21章23節には、「木にかけられた死体は、神に呪

われたものだからである」とあります。パウロは、

ガラテヤの信徒への手紙3章3節以下でそれを、

このように主イエスにあてはめて解説していま

す。「キリストは、わたしたちのために呪いとなっ

て、わたしたちを律法の呪いから贖い出してくだ

さいました。『木にかけられた者は皆呪われてい

る』と書いてあるからです」。つまり、私たちの

救いのためには、他の処刑方法によるのではなく、

十字架刑でなければならなかったわけです。

　主は、私ども人類のため、また罪人のためにそ

のご栄光をお捨てになられ、私たちと同じ立場に

降りてくださいました。それは、私たちの惨めさ

をその身に負われるためでした。罪は犯されませ

んでしたが、実に、どの人間よりも、苦しみや悲

しみを全存在で味わってくださいました。こうし

て、イエスさまの理解できないいかなる苦しみも

悲しみも地上にあり得ないことが明らかにされま

す。主イエスは、どれほど悲惨や不幸な目に遭っ

て苦しみ、悲しむ人とも友となってくださいます。

主イエスの低さ、その苦難の故に、誰でも苦しん

でいる人は、主イエスの友となれるのです。

　イエス・キリストの十字架における苦しみと

死、それらは、すべて私たちのためのものです。

私たちの死をキリスト・イエスが死なれました。

私たちの苦しみを主イエスが苦しまれました。こ

うして、信じる私たちは、キリストと共に十字架

に死に、墓に葬られてしまいます。そのことを、

信じるとき、聖霊は罪の赦しの確信と喜びとを私

たちに与えてくださいます。その喜びは、その人

の全存在を主に捧げ、生きている時も死ぬ時も、

自分が主イエス・キリストのものとされているこ

とを無上の、唯一の慰めとすることができます。

〈子どもたちに対して〉

　十字架の意味がわかる。それが、救いです。も

ちろん、その教理を説明されれば、誰でもわかる

はずです。しかし、聖霊によらなければ本当の意

味では、誰にもわかりません。だからこそ、信仰

は神の賜物であり、神秘であり、尊いのです。契

約の子どもたちは、確かに十字架の出来事は何度

も聞いて知っていますが、案外、その深い意味を

集中的に学ぶことは少ないように思います。今朝、

礼拝説教も分級も、礼拝式のすべてのプログラム

が十字架を指し示し、集中する日、「十字架デー」

にしたいと思います。

　十字架は、神の愛の極みです。十字架から、罪

人を憐れむ神の至誠の愛があふれ出ています。神

の犠牲を伴ったまことの愛の温かさのなかで、頑

なで、冷たい石のような心も溶かされ、主イエス

の思いが、子どもたちにも通じるはずです。

　蛇足と思いますが、十字架の肉体的悲惨を克明

に描こうとする努力は、むしろ聖霊のお働きによ

る信仰の告白を阻害すると思います。つまり、イ

エスさまへの同情だとか、人間的な感情をあおる

ような表現は、聖書がしているように、ストイッ

ク過ぎるくらいがちょうどよいかもしれません。

	 （相馬伸郎）
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　今日から受難週が始まります。しかし、イエス

さまのご生涯は、その最初から苦しみに満ちたも

のでした。そもそも神の御子が人となられるとい

うことは、天の栄光をお捨てになられ低い地上に

降りてくださったということです。馬小屋で生ま

れたかと思えばすぐにいのちを狙われます。お父

さんとお母さんは必死にエジプトまで逃げていき

ます。やがて、神の国を伝える公のお働きを始め

て、皆から大歓迎されたかと思えばすぐに、指導

者たちからいのちを狙われます。ついには、十字

架につけられてしまわれたのです。まさに、苦難

のご生涯でした。聖書は言います。その苦しみの

全ては私たちをお救いくださるためなのです。

　さて、十字架の上に架けられるまでの苦しみは、

確かに大変なものでした。けれども、人間として

生まれながら苦しいこと、悲しいことを重ねてき

た人は、おそらくイエスさまだけではありません。

皆は、ソクラテスとかシャカという人を知ってい

ますか。イエスさまを含めて、三大聖人などと言

われることがあります。このソクラテスさんもお

シャカさんも、自分の死に際して、何一つ動揺す

ることがなかったと言われています。だから、「す

ごい」「聖人」とほめられるわけです。しかし、

イエスさまは十字架の上で、どのような叫び声を

挙げられたのでしたか？

　「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てにな

られたのですか」と絶叫されました。これを聞い

て、「なんだか、もっと堂々と、立派に、かっこ

うよく死ぬことはできなかったのかな」、そんな

風に考える人もいるかもしれません。

　このイエスさまの叫びは、イエスさまご自身が

全く予想もしていなかったことが起こってしまっ

て、こんなはずではなかったと天のお父さまを恨

んだり、文句を仰ったというわけでは、全くあり

ません。実は、この叫びの言葉は、旧約の詩編第

22編の最初の言葉です。つまり、イエスさまは、

詩編第22編を引用されたということです。そし

て、この詩の内容は、神さまを心から信頼し、賛

美し、感謝する詩なのです。つまり、イエスさま

は十字架の上で、天のお父さまを信頼し続け、賛

美し続けておられるということです。もし、イエ

スさまが一瞬でも天のお父さまを疑ったり、文句

を仰ったなら、僕たち私たちは、決して救われる

	 4月13日	 十字架のキリスト	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書	27章45～56節

	 子どもカテキズム	 問24

〔単元のねらい〕

　改革派信仰は全包括的な信仰と言われます。創造者にして主権者でいらっしゃる神とかかわりのない

世界や人間の営みはないからです。すべてのものは神から出て、神によって保たれ、神に向かっている

からです。したがって、私どもは生活のすべての領域で神の栄光をあらわすことへと方向づけられてい

ます。私どもはそれを「志」に変えて歩むのです。しかし、そのような信仰が、単なる思想やイデオロ

ギーではなく、真心からのもの人格的なものになるためには急所があります。それが、十字架です。イ

エスさまがわたしのために死んでくださったこと。父なる神が私のために御子を犠牲にしてくださった

こと、その事実を魂において理解するとき、信仰は生き生きとしたもの、温かなものとなります。うっ

かりすると、契約の子どもたちは、イエスさまの救いについて何度も聴いているからわかっていると思

いやすいですが、案外、子どもたちは集中的に学ぶ機会が少ないかもしれません。説教は決定的に大切

ですが、その後のマンツーマンでの牧会的対話によって十字架の恵みが深く届けられます。

わたしに代わって神に捨てられたイエスさま
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ことができなかったはずです。イエスさまが罪を

犯したら、私たちの救いは崩れてしまうからです。

　さてしかし、同時にこの叫びは、イエスさまの

本心からのものでもあることを、今朝、しっかり

と学びたいと思います。イエスさまは、十字架に

つけられる前から苦しみを受け続けてこられまし

た。しかし、それは、要するに人間から受けたも

のです。僕たち私たちも経験したこともあるはず

です。病気になったり、叱られたり、いじめられ

たり、悲しくて涙を流したことがあるでしょう。

けれども、誰一人として十字架の上でイエスさま

が経験された恐ろしい出来事を経験した人はいま

せん。それは、どんなものだったのでしょうか。

死ぬこと？	違いますね。十字架の刑罰は、どう

やったら人間を一番苦しんで殺せるのかを考えた

ものだと言われています。でも、十字架に架けら

れて殺された人は、イエスさまだけではありませ

ん。あの時、イエスさまの右と左には二人の犯罪

者がいて、彼らも十字架で殺されたのです。

　それならなぜ、イエスさまは、あのような叫び

を挙げられたのでしょうか。それは、イエスさま

の十字架の死とは、まだ、人間が誰一人も経験し

たことのない死だったからです。人は一度生まれ

たら、誰でも一度死ぬわけですね。けれども、聖

書はこのように教えています。人は一度死ぬだけ

ではなくて、死んだ後に神さまの裁きを受けるこ

とが定められているのです。これを、第二の死と

言ったりします。魂の滅びとか永遠の滅びとも言

います。つまり、神さまが、私たちが生きている

ときに犯した罪に対するお怒り、刑罰を神さまの

正義と聖さにもとづいて罰せられるのです。罪を

犯した人は誰もが、神さまからの呪い、怒りとし

ての裁きを受けるのです。これこそが、死の中の

死です。それは、要するに神さまに見捨てられて

しまうということ。神さまの愛を受けることがで

きないということです。自分勝手な生き方をして

ついに神さまの愛を信じないままの人は、神さま

でも救うことができません。それが、死んだ後に

受ける神さまの裁きとしての死なのです。

　イエスさまは、神さまの御子です。これまでた

だの一度も、イエスさまと天のお父さまがけんか

したり、関係がぎくしゃくしたことはありません

でした。ところが今、イエスさまは、僕たち私た

ちの罪をその肩に全部背負ってくださって、僕た

ち私たちにくだされるべき天のお父さまからの怒

りと呪いを受けてくださったのです。つまり、本

当に神さまに捨てられたのです。だから、「私の

お父さま、なぜ、わたしをお見捨てになったので

すか」と叫ばれたのです。

　いったいイエスさまは、何故、天のお父さまに

見捨てられてしまわれたのでしょうか。それは、

このイエスさまを信じる僕たち私たちが、決して

神さまに見捨てられることはないことを示すため

です。確かに僕たち私たちは体は一度死にます。

しかし、イエスさまのおかげで、もう、永遠の滅

び、魂の滅びを経験することはないのです。こう

して、死ぬことも恐ろしいことではなくなってし

まったのです。イエスさまが恐ろしい目にあって

くださったからです。イエスさまが十字架で神さ

まからの怒りを身代わりに受けてくださったの

で、もう、僕たち私たちには、神さまの怒りもの

ろいも、過ぎ去っています。もう絶対に、神さま

の怒りを受けることは、あり得ないのです。

　教会の屋根の上には、十字架が高く掲げられて

います。それは、こんな素晴らしい救いを実現さ

れたイエスさまの恵み、父なる神さまの愛の深さ、

それを、世界中の人に喜んで、感謝を込めて伝え

たいからです。この十字架だけが、世界を救うこ

と、そして教会が救われたことを、誇らしい思い

で、掲げているのです。	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書	27章46節

三時ごろ、イエスは大声で叫ばれた。「エリ、エリ、レマ、サバクタニ。」

これは、「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」という意味である。
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	 4月13日	 十字架のキリスト	 幼稚科

〈ねらい〉

　イエスさまは、私たちの罪を赦すために、身代

わりとなって十字架にかかって死んでくださった

ことを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　子どもたちは、イエスさまの十字架についてど

のように理解しているのでしょうか。今回の聖書

を物語りながら、率直に尋ねてみるのもよいかも

しれません。中には、はじめて十字架のことを聞

く子どもたちもいるかもしれません。神の子であ

られるイエスさまが十字架で死んでしまったこと

に深い悲しみを覚える子もいるでしょう。あるい

はイエスさまを十字架につけた人たちに対する怒

りを覚える子どもたちもいるかもしれません。も

う何十年も前になりますが、私が幼稚園だった頃、

十字架のイエスさまはとても格好いいヒーローの

ように思っていたところがありました。子どもが

ヒーローごっこをして遊ぶように、イエスさまも

人間の悪をすべてご自分の身に引き受けて死んで

くださった。それはまさにヒーローとしての格好

よさであり、そこに救いがあり、自分もそのよう

なヒーローになりたいとさえ思っていました。今

から考えると、全然イエスさまの十字架の意味に

ついて浅はかな理解しかしていなかったことに気

付かされます。しかしながら、イエスさまの十字

架の光が私たちに届くとき、私たちの心には何か

しらの動きが生じるのではないかと思います。そ

の心の動きが正しいか正しくないかはわかりませ

ん。でもそういう心の動きを、まず大事にしなが

ら、イエスさまの十字架の叫びにもう一度耳を傾

けることができると思います。

　イエスさまの十字架がまさにこの私のためのも

のであったと、告白することができるまでには、

個人によって差があると思います。私は幼い頃か

ら教会に通っていましたが、本当に分かったと言

えたのは、大学生になってからです。だからと言っ

て、幼い子どもたちに十字架の意味が分からない

と決めつけることはよくないことです。

　自分の幼少期を振り返ってみて、幼いなりに

様々な出来事を経験しました。その度に、イエス

さまの十字架の出来事を思い起こし、十字架の言

葉にちゃんと聞くことができたならば、どれだけ

幸いだったかと思います。「イエスさまがあなた

の罪を背負って十字架の上で死んでくださった。

あなたが叫ぶべき叫びを、イエスさまは十字架の

上であなたの代わりに叫んでくださった。だから

あなたは見捨てられることはないのだよ。神さま

を恐がったり、自分を責める必要はないのだよ。

イエスさまのゆえに、神さまに愛されている子ど

もとして生きられるのだよ……」。子どもたちも

例外なくキリストの十字架の言葉を必要としてい

ます。その言葉を自分以外のところから、つまり

神さまから聞きたいのです。　

〈祈り〉

　イエスさまは私たちを罪から救うために、十字

架についてくださいました。ありがとうございま

す。イエスさまによって、愛され、赦されている

自分を喜ぶことができますように。
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	 4月13日	 十字架のキリスト	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「三時ごろ、イエスは大声で叫ばれた。『エリ、

エリ、レマ、サバクタニ。』これは、「わが神、わ

が神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」

という意味である」。

・この祈りは、誰が、どこで、だれに祈っている

祈りでしょうか。わが神とは誰でしょうか。

→イエス様が十字架の上で、父なる神様に祈って

いる。わが神とは父なる神様。

・イエス様を父なる神様がお見捨てになる、とは

どういうことでしょうか。例えば、神様に見捨

てられた人はどうなるのでしょうか。神の裁き

を受け、滅びに至ります。それは神ののろいと

も言われます。

・「大声で叫ばれた」とありますが、イエス様は

どうして叫ぶのでしょう。聖書で、叫ぶ、と書

かれている多くの場合、その叫ぶ人は誰かに、

何かを求めています。イエス様は父なる神様に

何を求めているのでしょうか。

2. 説教を分かち合う。

2-1. イエス様のことを考えよう。

・今日のお話で、イエス様は私たちに何をして下

さいましたか。イエス様は、神の力を持ってお

られる偉大な方です。今まで、嵐を静め、死人

もよみがえられ、パンと魚を何千人分にも増や

せました。イエス様は十字架から身を守る力が

なかったのでしょうか。

→イエス様の力は十分にあるのに、私たちのため

に十字架につくことをご自分で選んだのです。

それは最後まで変えませんでした。

2-2. お弟子さんたちのことを考えよう。

・お弟子さんたちは何をしていましたか。

→近くで心配そうに見ているだけだったり、恐く

てどこかへ逃げて出してしまったりして、イエ

ス様のための協力は何もできませんでした。

・イエス様がなぜ十字架につくのか、お弟子さん

たちはわかっていましたか。

→私たちの罪の赦しのためとはわかりませんでし

た。だから、イエス様のためにちゃんと祈るこ

ともできませんでした。「十字架の業を完全に

果たせるように」、とも祈れませんでした。何

かをしたくても、恐くて何も手伝えませんでし

た。

2-3. わたしたちのことを考えよう。

・イエス様を救い主だと信じる私たちは、神様に

見捨てられることはあるでしょうか。

→見捨てなければ、その証しはどこに表れている

のでしょうか。それは、イエス様が私たちの代

わりに見捨てられたという仕方に表れていま

す。

・神様は、私たちを守り、イエス様も守るという

仕方をしないで、大切なイエス様がひどい目に

あうのは、かわいそうにかもしれません。でも、

考えてみよう。とても悪いことや、ひどい犯罪

をした人を、だれも怒らず、警察も捕まえない

としたら、どうなるでしょう。罰を与えなけれ

ば、悪いことをする人はどんどん増えてしまい

ます。神様は悪いことを放っておく神様でしょ

うか。そんなことはありません。神様は悪いこ

とや罪を犯す人を懲らしめるお方です。

→神様の懲らしめがイエス様が表れています。イ

エス様が罪や悪の責任を全部引き受けてくれま

した。私たちが犯した罪をイエス様が全部引き

受けてくれました。私たちの罪の重さが、神に

見捨てられるという十字架の恐ろしさに表れて

いるのです。

　　そして、イエス様が罪の責任をとって神様に

見捨てられることによって、私たちが神様に見

捨てられないことを示してくれたのです。

・このイエス様を私たちは大切にしますか。愛し

ますか。そしたら、イエス様の思いを大切にし

ますか。何をしたらいいですか。

3. ゲーム

　前週参照。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　日曜日の朝、マグダラのマリアたちだけが、安

息日が終わった明け方、待ちきれない思いで墓に

駆けつけます。主イエスの復活を信じていたから

です。その信仰は、まさしく私どもの模範そのも

のです。そして主イエスご自身も、どれほど彼女

たちの存在を喜ばれたことでしょうか。

　そのとき、神は墓石をわきへ転がし、墓を開き

ます。主からの天使は、主の復活を告げ、空っぽ

になっている墓の中をしっかりと確認させます。

さらに、弟子たちのところに行って、この事実と

ガリラヤで主に会えることを告げるようにと告げ

ます。彼女たちは、大喜びで駆けだします。しか

も、復活されたイエスさまは、彼女たちの行く手

に待っておられました。主の受難と死を信じて仕

え続けた彼女たちを特別に祝福し、彼女たちを最

初の証人として用いられるのです。

　主イエスは、彼女たちに声を掛けられます。言

わば、復活後の主イエスの第一声です。たった一

言でした。文語訳では、「めでたし」、口語訳では

「平安あれ」です。新改訳と新共同訳では、「おは

よう」と訳されます。もとのギリシャ語では、「カ

イレテ」です。これは、「喜び」を語源にする言

葉です。したがって、「リジョイス」という英訳

もあります。いずれにしろ、決定的な一言が宣言

されたのです。主イエスは、この一言を彼女たち

に、そしてすべての人間に、信じる者たちに宣言

するためにご復活のお姿をあらわされたと言って

もよいかもしれません。それが、「喜びなさい！

主の平和は今あなたの上にある！」という意味が

込められた挨拶です。救いと赦しと勝利の宣言で

す。しかもこの勝利宣言は、主の勝利の喜びより

むしろ、私たちの勝利をこそ喜んでおられるもの

です。「私の勝利は、すなわちあなたの勝利なの

だよ。私と共に喜びなさい。私の獲得した救いの

恵み、罪の赦し、永遠のいのち、体の復活の祝福

のすべてを受けなさい。あなたの上に平和がある

ように」。このような万感の思いと恵みの事実が

込められたこのカイレテの挨拶の明るい音色こ

そ、主の復活の朝の基調音でありキリスト者の人

生です。

　主イエスは、彼女たちを深く愛しておられます。

ところが、主の憐れみが注がれるのは、主を見捨

ててしまっただらしのない弟子たちにこそ向けら

れています。「どうしてもガリラヤに来なさい」。

そこに込められた思いは、愛と赦しのみです。主

イエスの復活は、自分を殺した者、裏切った者た

ちへの報復の色彩がいっさいありません。彼らの

裏切りもそして「イエス殺し」の恐るべき罪も、

復活の力によって乗り越えられます。地上に赦さ

れないほどの罪は、もはやあり得ません。

　ガリラヤは、弟子たちが主イエスの弟子として

召された出発地点です。やり直せるということで

す。信仰の挫折を経験しても、主イエスの復活の

力によって、立ち上がれるのです。したがって、

キリストの復活は、私自身が何度でも、新しく生

き返えることのできる根拠です。

	 4月20日	 復活されたキリスト	 教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 マタイによる福音書	28章1～10節

	 子どもカテキズム	 問24，36

	 参照教理問答	 ウェストミンスター大教理問答　問52

	 	 	 ハイデルベルク信仰問答　問45

	 問24	 主イエス・キリストは、私たちの救いのために、どのようなお働きをしてくださったの

ですか。

	 　答　主イエス・キリストは、	私たち罪人の身代わりとして十字架に死に、	三日目に、永遠の

いのちによみがえられました。ですから、私たちは、罪赦されて神と共に永遠に生きる

祝福に生かされています。
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〈子どもカテキズムの解説〉

　ハイデルベルク信仰問答問45は、主のご復活

が私どもにもたらす利益について三つを数えてい

ます。

1、復活によって死に打ち勝ち、その死によって

獲得された義にあずからせて下さること。

　つまり、主のご復活を信じる者には、罪が赦さ

れ、義と認められ、聖なる者とされたことが確定

されたということです。父なる神は、御子を甦ら

せることによって、私たちの救いを揺るぎなきも

の、撤回不能なもの、公的なものとして宣言して

くださいました。逆に、もし復活の事実がなけれ

ば、私どもの信仰は空虚です。復活の事実は、私

どもの救いの確かさそのものとなります。「キリ

ストはまさに復活された！」と告げることは、「あ

なたの罪もわたしの罪も赦された！」と告げるこ

とと一つとなるのです。

2、主の復活の力によって、信じる者もまた新し

いいのちに生き返らされていること。

　復活は、ギリシャ語で「アナスタシス」と言い、

語源は「立ち上がる、起き上がる」ことです。つ

まり、信じる私たちが、新しい命、神のいのちを

注がれて、新しく生まれることです。それは単に

再び生まれるのではありません。死が生み出すも

ろもろの力に勝利する人間として生き返らされる

のです。したがって、復活の証人とは、単に主の

ご復活の目撃証人だけを意味していません。自分

自身に注がれた新しいいのちを自覚して生きる

者、つまりキリスト者の存在と生き方にかかって

きます。

3、私たちの体の復活の確かな保証となったこと。

　つまり、私たちもやがて必ず肉体の死を経験し

ます。しかし、希望と勝利の内に死ぬことができ

るようになったのです。また、すべての人間は、

主イエスの再臨の日、審判されるために肉体にお

いて復活させられます。信じる者は主の十字架の

故に罪赦されたのですから、永遠の祝福である

三一の神とキリストにある兄弟姉妹との交わりを

楽しみます。したがって、主のご復活を信じるか

否かで、永遠は決定してしまいます。

　何の疑問も覚えずに復活を信じることのできる

人は、例外でしょう。愛を込め、キリストが私た

ちの祝福のために救われた事実を説明しましょ

う。

〈子どもたちに対して〉

　問36で、死後の希望について明瞭に示されて

います。この目標と勝利に向けて、今を熱く生き

ることが、子どもたちに、本当は大人たちにこそ

必要です。キリスト者には、究極の決定的な勝利

が保証され、約束されています。だから、今ここ

で与えられた人生を神のために、神の国の拡大の

ために教会の形成のために熱く生きることができ

ることを、燃え上がる思いで伝えたいのです。復

活を信じることは、教理条項を単に納得すること

ではなく、へこたれないで生きることです。

　主イエスはご自身の死と復活を、語られました。

しかしほとんどの人々が、弟子たちですらも無視

し、否定し、取り合いませんでした。しかし、復

活の事実を証言した一握りの者たちによって、世

界中にこの福音の事実が告知され、教会が建てら

れて行きました。

　確かに現代の教会も、十字架と復活を信じ、こ

れにあずかって生かされています。しかし、わが

身を振り返りながら率直に申しますと、私どもは、

十字架と復活の力のすごさをまだ十分に知らない

のだと思います。主イエスが復活された事実を黙

想するとき、私どもは勇気と希望が湧いてくるは

ずです。キリスト復活のメッセージは、単に、聖

書にこう書いてあるとかその歴史性や信ぴょう性

を弁明することでなされるものではありません。

どこまでも信仰によってしか知ることができない

真理です。だからこそ、復活のメッセージを語る

人、証人の存在が問われます。未信者や未陪餐会

員がキリスト復活を本当のことなのだと心を開い

て受け入れ始めるきっかけには、復活の証人との

出会いが必要なのです。それは、常に明るく元気

に、やることなすこと上手く行っている人が求め

られているということではありません。困難と絶

望せざるを得ないような壁に喘いでいる教会の現

場、苦しみに悩まされる人生のただ中で、しかし、

へこたれないで生きている、生かされている証人

こそ必要とされ、用いられるのだと思います。子

どもたちに、燃え上がる思いで主の復活の恵みを

語りたいと思います。	 （相馬伸郎）
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　今日は、復活祭です。イエスさまは、死者の中

から復活されました。主の御名を心の底から賛美

いたします。

　今朝は、最初の復活祭、つまり、イエスさまが

復活された日曜日の朝の出来事について学んで、

復活されたイエスさまを礼拝いたしましょう。十

字架につけられた金曜日から三日目の日曜日の朝

早く、マグダラのマリヤたちはイエスさまが葬ら

れたお墓に駆けつけました。岩をくりぬいて造っ

た墓の入り口には、大きな石でふたがされていま

した。そればかりか、番兵たちが厳重に見張って

いました。ところが、マリアさんたちが墓につい

たとき、大きな地震が起こって、墓石は転がされ

てしまいました。すると、神さまから遣わされた

天使が、天から降って来て、大きな墓石の上にちょ

こんと座りました。

　天使は、復活されるイエスさまにお会いしたい

と願っているマリアたちに、言います。「十字架

につけられたイエスさまは、ここにはおられませ

んよ、前にイエスさまが仰っていたとおり、復活

なさったからです。空っぽのお墓を見て確かめて

ごらんなさい。イエスさまは、ガリラヤであなた

方を待っていてくださいます」。彼女たちは、大

喜びで、お弟子さんたちに伝えに走り出しました。

　ある人は言います。「私だって、復活されたイ

エスさまを見たなら信じるよ。でも、見ることも

できないのに復活を信じるなんて、馬鹿げている

よ」。でも、考えてください。マリアさんたちで

すらお墓の中で、どのようにイエスさまがお甦り

になられたのかを見ることはできませんでした。

彼女たちがイエスさまの復活を信じたのは、イエ

スさまの御言葉を信じ、空っぽの墓を見たからな

のです。

　逆に、もしも、ユダヤ教の指導者たちがそこに

いて、空っぽの墓を見たとしたら、イエスさまの

復活を信じたでしょうか。実は、彼らは「弟子た

ちが盗んだのだ」などと言って否定しました。つ

まり、信じようとしない人には、どうやっても信

じることはできないのです。ところが、マリアた

ちは、すぐに、完全にわかりました。復活された

イエスさまのお姿を見なくても、イエスさまとそ

の御言葉が確かであることは信じられるのです

し、わかるのです。

　皆さんも、復活されたイエスさまを見てみたい

と思うこともあるでしょう。でも、残念ですがそ

	 4月20日	 復活されたキリスト	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書	28章1～10節

	 子どもカテキズム	 問24，36

〔単元のねらい〕

　キリスト者とは、復活の証人です。復活によって主の教会は胎動を始めます。やがて、教会は復活の

教理を整えます。すばらしいことです。しかし、もしかすると現代の教会は、それに安住しているのか

もしれません。子どもたちをはじめこの世は、主イエスの復活をどこで知り、見ることができるのでしょ

うか。それは、困難の壁にぶつかり喘いでいる教会と人生の現場で、しかし、それにへこたれずに立ち

上がるキリスト者と教会の存在によってです。イエスさまは、ご自身を殺した人々や逃げ出した弟子た

ちに復讐するためではなく、赦しと平和を告げるため、つまり平和を造り出すために復活されました。

主は、彼らを徹底的に愛し抜かれます。教会は、復活に込められた神の愛に押し出されて出発しました。

復活のメッセージこそ、どんなに困難でくじけそうになっても、繰り返し教会を立ち上がらせる力です。

復活の福音をしらじらしいものとさせないため、復活の証人が用いられます。

見てごらん、空っぽになった墓を
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れは、できません。天に戻られたからです。当た

り前ですが先生も、復活されたイエスさまにお会

いしたことはありません。でも、イエスさまの復

活をこんなにまで信じています。何故信じること

ができたのでしょうか。

　第一に、神さまの愛、イエスさまの愛と聖書に

書いてあることを信じることができたからです。

第二に、先生もまた空っぽの墓を見たからです。

いえ、残念ながら先生はイスラエルに行ったこと

がありませんから、イエスさまのお墓を見たこと

はありません。けれども、空っぽの墓の代わりに

はっきりと見ることができるものがあるのです。

それは、何だと思いますか。先生にとっては、こ

の岩の上教会がそれです。建物のことではありま

せん。神さまに名前を呼ばれて集められた僕たち

私たちのことです。そこには、みんながいて、大

人の人たちもいて、実に、さまざまな人がいます。

毎朝、ニコニコしながら迎えてくれる先生たちが

います。でも、実は、いつでも喜びや感謝に溢れ

た生活を送っているというわけではありません。

ときに病気になったり、仕事がうまくいかなかっ

たり、家族に心配があったり、つらいこともあり

ます。ときには、倒れてしまうこともあります。

しかし、その度に、イエスさまは立ち上がらせて

くださるのです。つまり、イエスさまを信じる人

は、たといノックダウンされることはあっても

ノックアウトされることはないということです。

復活されたイエスさまが今も生きて働いて、私た

ちを起き上がらせ、しっかりと導いてくださるか

らです。

　皆さんの中で、お友だちから裏切られたり、嘘

を言われたりしたことのある人もいるでしょう。

どんな気持ちになりましたか。恨む気持ち、仕返

しをしたくなる気持ちが湧くと思います。イエス

さまは、お弟子さんたちから裏切られました。と

ころが、復活されたイエスさまは、裏切った弟子

たちにお姿を見せてあげて、赦し、癒してあげよ

うとされます。イエスさまは、マリアさんたちの

信仰を喜ばれましたが、しかし、不信仰な12人

のお弟子さんたちこそ、立ち上がらせたいのです。

　そのことを良く知るために、復活されたイエス

さまの、勝利の第一声を聴きましょう。イエスさ

まは、マリアさんたちに「おはよう」と挨拶され

ました。

　もとの言葉には、「おめでとう」という意味が

あります。イエスさまは、「わたしが甦ったのは、

あなたも甦るためです。わたしの復活は、あなた

の復活です。だから、おめでとう」と、私たちの

勝利を宣言をしてくださったのです。

　また、「喜びなさい」という意味もあります。「わ

たしが復活したからには、いつまでも悲しんでい

る必要はなくなりましたよ。あなたの悲しみは、

喜びに変えられるから、もう、一緒に喜んでしま

おう」という意味です。

　三番目には、「平和があるように」という意味

もあります。「わたしは復活したのだから、わた

しを裏切り、殺した人でもどんな人でも、もう、

神さまには、なんのわだかまりもなくなってし

まった。神さまとあなたの間には平和だけがある」

という意味です。

　そうです。もう、古い時代は終わりました。古

い人間の生き方も終わってしまいました。何故な

ら、もう誰の罪も赦され、神さまの敵はいなくなっ

て、平和が実現したからです。世界は、神の愛の

勝利によって救われたからです。もう、死ぬこと

すら恐れる必要がなくなりました。永遠に神さま

と、そして愛する仲間たちと共に生きることが定

まってしまったのです。死は、天国への門となり、

出発となったからです。もう、イエスさまを信じ

ない人は、古いです。今朝、改めて信じましょう。

それでも、イエスさまのご復活が良くわからない

と言うお友達がいれば、何度でも、イエスさまの

「おはよう」のご挨拶を聴いてください。そして、

先生やこの教会をしっかりと見てください。

	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書	28章5～6節

天使は婦人たちに言った。「恐れることはない。十字架につけられたイエスを捜しているのだろうが、

あの方は、ここにはおられない。かねて言われていたとおり、復活なさったのだ。
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	 4月20日	 復活されたキリスト	 幼稚科

〈ねらい〉

　復活してくださったイエスさまの命の確かさ

に、今、生かされていることを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　この世界において、命あるものはやがていつか

死んでしまうこと、消えてなくなってしまうこと

を幼いながらに知っています。大好きな家族の誰

かが死んでしまったり、大切に育ててしまった

ペットが死んでしまったり、あるいは大事にして

いたおもちゃをなくしてしまったり……。たとえ

具体的に「死」という経験をしてなくても、自分

にとって大切な何かを失ってしまい、それがもう

二度と戻って来ることはないということを知った

時の絶望感は何とも言えないものがあります。子

どもも大人も皆、言葉を失ってしまうのです。

　イエスさまの死もまた人々に悲しみをもたらす

ものでした。復活したイエスさまのことを天使か

ら聞いた婦人たちも最初は復活の知らせを信じる

ことができませんでした。だから、イエスさまの

遺体が納められていたお墓の中を捜し続けたので

す。まるで死という力を信じているかのように。

死とそれがもたらす悲しみだけは、どのような力

もかなわない。そう信じていたのです。

　でも天使は言います。「恐れることはない。十

字架につけられたイエスを捜しているのだろう

が、あの方は、ここにはおられない。かねて言わ

れていたとおり、復活なさったのだ。さあ、遺体

の置いてあった場所を見なさい……」。もうお墓

の中を捜し続けなくてもよいのです。お墓の中を

見て悲しみや空しさを覚える必要はないのだと言

います。空っぽのお墓を見て、あなたが見るのは、

そこにイエスさまはおられないという事実です。

つまりそこに、死も、悲しみも、恐れもないとい

う驚きの事実です。イエスさまの復活によって、

死の事実を見るときに、これまでの死に対する見

方がまったく変えられるのです。遺体の置いて

あった場所にイエスさまがいないということは、

そこに本来ならばあるはずの絶望や悲しみがなく

なってしまったということでしょう。これまで考

えもしなかったことが、今、目の前で起こってい

る。その不安と恐れを抱えながら、婦人たちは、

墓の外に出て、イエスさまの復活の知らせを伝え

たのです。

　私たちがこれまで信じていたことが、イエスさ

まの復活によって一つ一つ覆されていくというこ

とは、とても恐いことかもしれません。でもその

恐れを抱えながら、神さまの言葉を信じて、墓の

中から飛び出すとき、神さまの言葉を信じて歩み

始めるとき、復活のイエスさまは必ずあなたと出

会ってくださいます。復活のイエスさまの命に生

かされることがどれほど素晴らしいことであるか

を知るようになるのです。　

〈祈り〉

　私たちの周りには悲しいこと、辛いこと、恐い

ことがたくさんあります。自分が死んでいなく

なってしまうことを考えるととても恐くなりま

す。でも、イエスさまが復活してくださいました。

ずっとイエスさまと一緒に生きていくことができ

ることを感謝します。
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	 4月20日	 復活されたキリスト	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「天使は婦人たちに言った。『恐れることはない。

十字架につけられたイエスを捜しているのだろう

が、あの方は、ここにはおられない。かねていわ

れたとおり、復活なさったのだ。』」

・天使はここで何を知っていますか。そして、何

をしていますか。

→天使は、かねてからいわれとおり、イエス様が

復活したこと、そしてそのことをまだ分からな

い婦人たちに、教えています。

・「かねてからいわれたとおり」とありますが、

イエス様は以前から何といっていたのでしょう

か。（マタイ16:21以降、17:22以降、20:17以降。

参考：マルコ、ルカの平行箇所）

→十字架につけられて殺され、三日目に復活する。

・イエス様がかねてからいわれていたことを、お

弟子さんたちはわかっていましたか。

→分かっていませんでした。

・ここにはおられない。とはどういうことでしょ

うか。

→イエス様は死人の中にはいない。復活したとい

うこと。

2. 説教を分かち合う。

2-1. イエス様のことを考えよう。

・今日のお話でイエス様は何をなさいましたか。

→イエス様は復活しました。そして、イエス様は

死人の中にいないということを示してください

ました。そして、イエス様は、かねてからいわ

れたとおりことをそのとおりしてくださいまし

た。

・あなたは復活した人に会ったことがあります

か。噂話ではなく知っている人で。

→イエス様の出来事をもとにして考えてみましょ

う。これまでイエス様の言われたことは全部実

現しました。そして、死の力に優って、イエス

様の言葉は力強いのです。　

2-2. 婦人たちのことを考えよう。

・婦人たちは、イエス様がどこにいると思ってい

ますか。

→お墓の中。死人の中。お弟子さんたちだけでな

く、婦人たちも以前イエス様が言われたことが

わかりませんでした。私たちも、イエス様の言っ

ていることがわからないと、おられないところ

を探してしまうことがあります。

・イエス様が復活したことをどうやって理解でき

ましたか。

→天使が、婦人たちにイエス様の言葉を思い返さ

せたことによって理解できました。

2-3. わたしたちのことを考えよう。

・私たちはイエス様の復活を信じていますか。

　　では、なぜ信じられるのですか。教会で教え

てもらったから？	牧師さんが言ったから？

→それらも大事です。でも、最初に復活を語った

お方はだれでしょうか。イエス様ですね。そし

てイエス様は語った事を必ず実現された方でし

た。だから、第一にイエス様が言っていたとい

うことを大事にしましょう。

・イエス様が復活した事は、私たちにどんな良い

ことをもたらしますか。

→イエス様を本当に信じているなら私たちも同じ

恵みが与えられます。復活がなければ、イエス

の物語は十字架で終わりです。でも、復活され

たので天で生きて働かれておられます。復活が

あるから、神様の言うことを、苦しい時も恐い

時も従えるようにさせてくれます。苦しい時、

恐い時、そこから逃げたくなることがあるで

しょう。でも、復活があるから、神様の言うと

おりに生きる力がもらえます。神様からの特別

な力、特別な希望。それが、復活です。

3. おやつ

　小さなお芋をそのままオーブンで焼いておく。

食べる前にお友達に祈ってもらう。

食べながら、分ち合いもよい。
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1．御言葉に従って（1～11節）

　復活された主イエスがティベリアス湖畔で、七

人の弟子たちと出会ってくださる。そして、大漁

の奇跡を見せてくださる。このことが、これから

使徒として福音宣教の働きへと派遣されていこう

としている彼らにとって、決定的な意味をもつこ

とになるのである。

　彼らは漁のプロであったが、夜通し働いても何

ひとつ収穫を得ることができなかった。しかし、

主イエスは彼らに仰せになる。「舟の右側に網を

打ちなさい。そうすればとれるはずだ」（6節）

彼らがそのとおりにすると、おびただしい魚が網

にかかった。

　ここには、人間を漁る漁師として召され、伝道

の働きにたずさわる者たちがわきまえるべき、き

わめて重要な原則が示されている。教会が伝道の

わざを担おうとするさいに、時代をこえて覚えら

れるべき真理である。すなわち、伝道のわざは主

の御言葉に従ってなされることによって実を結ぶ

ということである。

　伝道の困難ということがしばしば話題となる。

ともあれ、教会は自身の経験や技術を頼りにして、

小手先で事に当たるべきではない。御言葉に従う

とき、わたしたちは聖霊を受ける。聖霊が新しい、

根源的な力を与えてくださる。そのとき、福音宣

教の働きは豊かに祝福されるのである。

　伝道は神のわざであり、霊の収穫は御言葉への

服従の報いとして与えられる。神のわざは神ご自

身において始められなければならない。人間が神

に代わって主導権を握ることができるかのように

考えるとき、そこでは網いっぱいの収穫を期待す

ることはできないであろう。真に人の魂をすなど

る働きを担うこともできないであろう。御言葉に

従うとき、主はわたしたちとともにおられる。何

事をなすにしても、それが最も重要なことなので

ある。

　このことは伝道のわざにとどまらず、信仰者の

担うあらゆるわざに妥当するであろう。信仰者の

生涯は御言葉に従い、御言葉に賭ける生涯である

（ただ信仰によって、御言葉に従って旅立ったア

ブラハムのことが思い起こされる）。地上の歩み

のおりおりに御言葉に従って生きることで、主は

わたしたちの生涯を豊かに祝福し、ととのえ、導

いてくださる。わたしたちが自身の手の中で自分

の人生を操るというのではない。神が語られ、わ

たしたちが信仰をもって従う。この単純素朴ない

となみが信仰者の人生に美しい軌跡を描くのであ

る。教会も、キリスト者も、そのようにして生き

るのである。

　わたしたちは日々の生活において、人の言葉を

優先させているだろうか。それとも神の言葉を優

先させているだろうか。わたしたちが最後に聞き

従うべきはこの世の、あるいはわたしたち自身の

言葉ではなく、神の言葉であることを覚えたい。

2．主がともにおられる（12～14節）

　よみがえられた主イエスは、陸に上がった弟子

たちと食事をともにしてくださる。ここでわたし

たちは、主の日の礼拝における聖餐の礼典を想起

することができるであろう。

　主イエスは、わたしは命のパンであると仰せに

なる。主イエスはわたしたちが生きるために、ご

自身の復活の命を分け与えてくださる。主の食卓

につらなる者たちは主に結ばれ、文字どおり主と

ひとつにされる。生ける主が聖なる食卓に臨在し

たもう。

　それゆえ、わたしたちはもはや主はどこにおら

れるのかと探し回る必要はない。復活の主が、わ

たしたちの霊の目を開いてくださったゆえに、わ

たしたちにはわたしたちとともにおられる主のお

姿が見えるのである。最後の晩餐の食卓にあって

は、なお弟子たちの目は閉ざされていた。しかし

この朝の食卓では「弟子たちはだれも、『あなた

はどなたですか』と問いただそうとはしなかった。

主であることを知っていたからである」（12節）。

　わたしたちには、復活の主を見る幸いが与えら

	 4月27日	 弟子たちを慰めるキリスト	 教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 ヨハネによる福音書	21章1～14節
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れている。主を見るとはどういうことか。主とと

もに生きることである。主の命を受け、主との生

命的な交わりに生きることである。わたしたちを

罪から救い、わたしたちの命を生かすために十字

架に死なれ、よみがえられ、永遠に生きておられ

る救い主がわたしたちともにおられる。わたした

ちを愛し、わたしたちを慰め、励まし、力づけ、

いかなるときにもわたしたちの命を守り支えてく

ださる。その幸いに生かされて生きることである。

　加えて、もうひとつのことがある。わたしたち

は主を仰ぎ見る祝福にあずかるのみならず、兄弟

たちをも霊の目をもって見ることができる。主に

結ばれ、主のもとでともに生きるおたがいを、よ

みがえられた主イエスの光のもとで見ることがで

きる。兄弟姉妹たちの一人一人を主イエスによっ

て贖われ、主イエスにあって復活し、主のものと

され、主イエスに合わせられて生きる存在として

見ることができる。聖なる人間として、いわば終

末的なまなざしをもって見ることができるのであ

る。

　聖徒の交わりはそうしたまなざしのもとで築か

れていく。そしてそこでは罪の赦しの恵みが、さ

らにおたがいが主にあって仕え合う兄弟愛の祝福

が、現実のものとなってあらわれるのである。復

活の主がともにおられることの確かな慰めが豊か

に分かち合われるのである。	 （木下裕也）
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　十字架に死なれたイエスさまは、三日目に墓を

やぶってよみがえられました。よみがえられたイ

エスさまは、弟子たちにもそのお姿をあらわして

くださいました。

　よみがえられたイエスさまにお会いしたとき、

弟子たちはどんなにうれしかったことでしょう

か。イエスさまが十字架につけられたとき、彼ら

はイエスさまを見捨てて逃げてしまいました。ど

んなことがあってもイエスさまに従っていくと

言っていたのに、怖くなって逃げてしまったので

す。イエスさまを裏切った罪に打ちのめされて、

彼らは生きる望みを失っていたのです。

　その弟子たちに、復活のイエスさまはみずから

出会ってくださいました。そしてそのお体に刻ま

れた十字架の傷あとを示して、これはあなたがた

の罪が贖われ、赦されるためにつけられた傷なの

だと、わたしはあなたがたのために死ぬほどにあ

なたがたを愛しているのだと、そしてわたしがよ

みがえったことを信じるなら、あなたがたは罪赦

されて永遠に生きるのだとおっしゃったのです。

これほどに喜ばしい知らせはありません。復活の

イエスさまを仰いで、弟子たちはもう一度息を吹

き返したのです。命の希望に満たされたのです。

そして、この赦しと命の喜びを人々に語り伝える

ために、これからは伝道者となって召されていく

のです。

　今朝の聖書の箇所には、よみがえられたイエス

さまが、湖のほとりで弟子たちとふたたび出会っ

てくださったときのことが書かれています。彼ら

は漁をしていました。けれども、夜通し漁をして

も何もとれませんでした。

　イエスさまは彼らに近づいて言われました。舟

の右側に網を打ちなさい。そうすれば魚がとれる。

弟子たちはイエスさまがおっしゃったとおりにし

ました。すると、網を引き上げることができない

ほどにたくさんの魚がかかったのです。

　この大漁のみわざによって、これから伝道者と

して、人間を漁る漁師となってこの世に遣わされ

ていこうとしている弟子たちに、イエスさまはと

ても大切なことを教えてくださいました。それは、

福音をのべ伝える働きはイエスさまの御言葉に聞

き従うときにこそ豊かに祝福されるということで

す。

　この世に救いと命の知らせをのべ伝える。それ

は、神さまご自身がなしていかれるお働きです。

もちろん人間もその働きに仕えます。わたしたち

も福音をのべ伝えます。でも、わたしたち自身の

知恵や力や計画によっては、そのわざはなし得ま

せん。弟子たちは漁のプロでしたが、自分たちの

経験やわざに頼って夜通し働いても、魚は一匹も

網にかかりませんでした。イエスさまの御言葉に

従って網をおろしたとき、おびただしい魚がか

かったのです。

　多くの魚は、御言葉に従う信仰の実りとして与

えられました。わたしたちは覚えておりたいので

す。わたしたちのすべてのわざは、イエスさまを

信じる信仰によって意味をもち、実を結びます。

	 4月27日	 弟子たちを慰めるキリスト	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨハネによる福音書	21章1～14節

〔単元のねらい〕

　復活された主イエスがティベリアス湖畔で、七人の弟子たちと出会ってくださったことを記す箇所で

ある。ふたつの場面が描かれる。大漁の奇跡を見せてくださった場面と、朝の食事をともにしてくださっ

た場面である。「単元の目標」にあるように、いずれの場面においても弟子たちとともにおられ、彼ら

を慰めてくださる主イエスのお姿を見たい。そしてわたしたちも主にある慰めにあずかりたい。

ともにおられるイエスさま
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御言葉に従って生きるとき、わたしたちの命のい

となみは豊かに祝福されます。

　イエスさまはわたしたちに問いかけておられま

す──あなたは人の言葉を優先させますか。それ

とも、わたしの言葉に従いますか。イエスさまの

御言葉に聞き従って歩むとき、イエスさまはわた

したちとともにおられます。そして、新しい力を

与えてくださいます。死に勝利してよみがえられ

たイエスさまに結ばれて、わたしたちも永遠の命

に生かされて生きるのです。これほど心強いこと

はないのです。

　さて、イエスさまは陸に上がった弟子たちとと

もに、朝の食卓を囲んでくださいます。みずから

パンと魚を分け与えてくださるのです。イエスさ

まが、信じる者たちとともに食事をしてくださる。

このことについて、わたしたちは主の日の礼拝で

の聖餐の食卓を思い起こすことができます。

　聖餐の食卓において、イエスさまは信じる者た

ちにご自身の命を分け与えてくださいます。そし

て、なんとすばらしいことでしょうか。そこでは、

もう主はどこにおられるのかと探しまわる必要は

ないのです。この食卓に集まる者たちには、イエ

スさまのお姿が見えるのです。今ここでイエスさ

まはわたしたちとともにおられる──そのことが

わかるのです。イエスさまがわたしたちの霊の目

を開いてくださるからです。

　イエスさまを見る。肉の目ではなく、開かれた

霊の目をもって復活のイエスさまを見る。それは、

イエスさまの命を受けるということです。イエス

さまとともに生きるということです。イエスさま

を信じること、イエスさまを愛すること、その喜

びと恵みとをあふれるほどに身に受けて生きると

いうことです。

　どんなにつらいときも、苦しいときも、悲しい

ときも、イエスさまがともにおられます。わたし

たちを罪から救い、わたしたちの命を生かすため

に十字架に死なれ、よみがえられ、永遠に生きて

おられる救い主がともにおられます。わたしたち

を愛し、わたしたちを慰め、励まし、力づけ、わ

たしたちとともに歩んでくださるイエスさまに結

ばれて、わたしたちもおたがいに愛し合い、赦し

合い、イエスさまの命を分かち合って生きること

ができるのです。

　そのことを思うとき、わたしたちの心は喜びに

満たされます。よみがえられたイエスさまを信じ、

イエスさまに従って生きるとき、はかり知れない

命の恵みがわたしたちに注がれるのです。イエス

さまから来る確かな慰めがわたしたちの命の歩み

を支えるのです。

　ティベリアス湖畔の七人の弟子たちは、そのこ

との証人です。わたしたちの一人一人も、そのこ

との証人です。	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書	28章20節（b）

わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。
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	 4月27日	 弟子たちを慰めるキリスト	 幼稚科

〈ねらい〉

　イエスさまを信じることができるために、復活

のイエスさまはいつも私たちをもてなしてくださ

るお方であることを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　今回の御言葉の終わりの方に、こういう言葉が

記されています。「弟子たちはだれも、『あなたは

どなたですか』と問いただそうとはしなかった。

主であることを知っていたからである」（ヨハネ

21:12）。読んでいて何だか嬉しくなるような、あ

るいはホッとするような言葉です。いや、私たち

以上に、イエスさまご自身が安心しておられるこ

とでしょう。やっとここまで辿り着いたのだね。

わたしのことがやっと分かったのだね。

　子どもたちは、福音書に描かれている弟子たち

の様子を見ながら、どのような思いを抱いている

のでしょう。実際にイエスさまを見ることが弟子

たちをうらやましいなと思っている子もいるかも

しれません。私もペトロさんみたいにこれまで大

事にしていたことを捨てて、イエスさまに従いた

いなと憧れの思いを持っている子もいることで

しょう。でも、子どもたちの心に残る弟子たちの

姿は、格好よくて立派な姿ばかりではないでしょ

う。イエスさまのお語りになることやなさること

を十分に理解することができず、叱られてばかり

います。イエスさまが捕まったときも、助けずに、

自分だけ逃げ出しました。復活したイエスさまが

目の前にいるのに、まだ疑っている。他にも色々

数えてみると、多くの失敗や罪を重ねる弟子たち

の姿があります。その度に、まだこの人たちはイ

エスさまを信じられないのか。情けないなと思う

子たちもいるかもしれません。今日も箇所でも、

湖の岸に立っておられるイエスさまのことが、い

まだによく分かっていないようです。

　その日の夜、何も獲れず疲れ果てている弟子た

ちに、イエスさまは語りかけます。そして、その

お言葉どおりに、もう一度網をおろしてみると、

大漁の魚が網に入っていたのです。この出来事を

とおしてある弟子が、私たちに語りかけてくだ

さったお方は「主だ」ということに気付きます。

まだイエスさまのことが分からない自分たちのこ

とを叱ることなく、分かるようになるまで忍耐強

く御言葉を語ってくださいます。その言葉に従う

とき、イエスさまのことが分かるようになるので

す。またイエスさまは漁から帰って来た弟子たち

をもてなすために朝食の準備をしてくださいまし

た。弟子たちは、イエスさまが用意し、もてなし

てくださった食事を共にしたのです。その豊かな

もてなしの中で、もうイエスさまについて疑い深

い問いを抱く弟子たちは誰もいませんでした。

　またこのことは、「漁師」という言わば日常の

働きの中で、イエスさまが共にいてくださり、イ

エスさまのお姿が見えなくなっている弟子たちを

もてなしてくださった出来事でもあります。教会

の礼拝でお会いするイエスさまは、家庭や学校で

起こる一つ一つの歩みの中にも共にいてくださる

お方です。そのお姿はすぐには見えないかもしれ

ません。でも、そこでイエスさまが語りかけてく

ださるお言葉に耳を傾けてみましょう。きっとイ

エスさまのことが分かるはずです。

〈祈り〉

　イエスさまのことが分かるようになるために、

いつも私たちのこと見ていてくださり、待ってい

てくださることを感謝します。
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	 4月27日	 弟子たちを慰めるキリスト	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがた

と共にいる。」マタイ28:20b

・わたしとは誰でしょう。

→イエス様。

・世の終わりまで、とはいつでしょう。

→百年後か千年後か、いつかわかりません。明日

かもしれません。将来、イエス様がまた来られ

る時が世の終わりの時、世の完成の時です。そ

の時までずっとということです。

・「あなたがたと共にいる」とはどういう意味で

しょう。

→イエス様が教えてくれた戒めや勧めなど、私た

ちにこうしなさいと教えたことをしようとする

ときに、それができるようにイエス様がいつも

守り、助け、導いてくださいます。例えば、旧

約聖書では、神様が共にいるということは、困

難の中でももうだめだという時にも神様が救っ

てくれたり、圧倒的に不利な戦いにも勝利し、

神様が働いていて下さいました。それはいつも、

律法（神の言葉）を守るなら、神様は共にいる、

ということでした。イエス様が命じたことを成

そうとするとき、イエス様が支え、助け、力を

与えてくださいます。共におられます。だから

勇気が与えられます。

2. 説教を分かち合う。

2-1. イエス様のことを考えよう。

・復活したイエス様は、何をしたかったのだと思

いますか。

→イエス様の言葉が本当だと、お弟子さんたちに

信じさせようとなさいました。十字架につけら

れる前のイエス様本人がよみがえったことを教

えるためです。それは、聖書がイエス様につい

て証しいてることを伝えるためでした。イエス

様は復活した後、誰にも会わないで天に昇ろう

となさらず、ちゃんと弟子たちにお会いになっ

たのです。

・イエス様は今日の箇所で復活したことを証しす

るために、何をしましたか。

→網を右側に打つこと、食事を共にすること。　

2-2. お弟子さんのことを考えよう。

・お弟子さんたちは、イエス様に会っても最初は

わかりませんでしたが、やがて分かりました。

それはどうしてですか。

→以前、イエス様がなさっていた御業、御言葉の

力を経験したから。それは、イエス様が言われ

たとおり、網を右に下ろして大漁となったから

です。もし、イエス様の言葉を優先せず、自分

の言葉（もう魚はとれない）を優先させていた

らイエス様が共にいると気が付かなかったこと

でしょう。

・お弟子さんたちはイエス様が共にいることに気

付いていましたか。

→気付いていませんでした。しかし、イエス様の

言うとおりにして、その言葉の力を知ったとき

に、共にいることに気付きました。でも、イエ

ス様はお弟子さんたちが気付く前から共にいま

した。

・お弟子さんはイエス様と食事をしましたが、前

回食事をしたときはいつでしたか。

→主の晩餐。

2-3. 私たちのことを考えよう。

・私たちは、天におられるイエス様を見ることが

できませんが、共におられることをどこで知り

ますか。

→イエス様の言葉と共に、神様の力が表れること

を通して。そして、聖餐式において、臨在して

くださいます。

3. ゲーム

　しんぶんじゃんけん。ただし、じゃんけんに勝っ

たら、たたんである新聞を一回分広げる事ができ

る。一番大きく開いているなら、そのまま。
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〈ペトロの前に立ってくださる復活の主イエス〉

　十字架の死から復活された主イエスは、離反を

予告（マルコ14:27～31）しながらも、主イエス

が逮捕された時に、主イエスのことを三度「知ら

ない」と語ったペトロ（同14:66～72）の前に立ち、

声をかけられる。

　主なる神さまは、事前に忠告したにもかかわら

ず、失敗した者に対して、冷たくあしらわれるこ

とはない。主はペトロを愛し、ペトロの罪を赦し

て下さった。

　主イエスは、シモンに対して「あなたはペトロ。

わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てる」（マ

タイ16:18）とお語りくださり、「ペトロ」の名

をお与えくださり、新約の教会の指導的立場に立

たせてくださった。人の上に立ち、指導的な立場

に立つ者は、他の人々より、より罪の悔い改めと、

主による救いを確信しなければならず、そのため

に主の愛を確認することが求められた。

　そのため、ペトロにとって、復活の主イエスと

出会うこと、そして自らの罪を顧み、悔い改める

こと、主の愛を確認することは、非常に大切な作

業であった。

　しかしこの時、ペトロは自らの意志で、主イエ

スの御前に行き、罪の悔い改めを行うことはな

かった。むしろ主イエスの方が、ペトロの前に立

ち、声をかけてくださった。信仰とは、私たちの

意志によって確立されるものではなく、主なる神

さまのご計画と愛、摂理の御業が成し遂げられる

ことにより、私たちに有効とされる。そのことが、

ペトロの前に、主イエスが立ってくださることに

よっても示されている。

　教会には、神さまを求め、喜んで教会に来てい

る子どもたちもいるが、家族の信仰の故に、無理

に来させられている子どもたちもいる。ペトロに

とって、本当の意味で、悔い改めなければならな

いこと、主イエスの愛を受け入れることを必要と

していない中、復活の主イエスはペトロの前に

立ってくださり、声をかけてくださった恵みは大

きい。今、教会に来ることの意味を理解できず、

救いの喜びに満たされていない子どもたちに対し

ても、今、主イエスが一緒にいてくださり、愛を

もって声をかけてくださり、神に立ち帰る時を

待ってくださっていることを伝えたい。

〈三度繰り返される主イエスの問いかけ〉

　ペトロは、逮捕された主イエスのことを、三度

「知らない」と否定した。完全否定である。

　それに対して主イエスは「ヨハネの子シモン、

わたしを愛しているか」と三度、ペトロに対して

問いかけてくださった。主イエスは、ペトロの思

いをすべてご存じの上で、繰り返し確認されまし

た。ペトロはそのことを十分承知の上で、「はい、

主よ、わたしがあなたを愛していることは、あな

たがご存じです」と答える。そして三度目に、ペ

トロは「悲しくなった」。この悲しみは、主イエ

スがペトロの思いを疑いつつ繰り返して問いかけ

られていると感じての悲しみではない。すべてを

ご存じの方が、繰り返し繰り返し、ペトロの心を

確認し、その意志を強めてくださったのであり、

ペトロ自身は、自らの犯した罪の大きさを改めて

確認し、そしてその罪に対する恥じらいによって、

悲しくなったのである。そしてペトロにとっては、

自らの罪の大きさが示されれば、示されるほど、

主イエスが無条件に受け入れてくださり、愛して

くださっていることを理解することができたので

あり、失敗を繰り返さない決意と献身の思いを強

めるのに、必要な繰り返しであった。

　そして主イエスは「わたしの小羊を飼いなさい」

と三度語ってくださる。ペトロにとっては、自ら

の罪と向き合い、悔い改めることから、一歩進み、

主イエスの弟子となること、さらには天に昇られ

	 5月4日	 弟子たちを立ち上がらせるキリスト	教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 ヨハネによる福音書	21章15～19節

	 参照教理問答　　　子どもカテキズム　問66,	67

	 	 	 ウェストミンスター信仰告白	5章5節
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る主イエスに代わって、牧者・宣教者としての使

命が与えられていく。

　この御言葉は、牧師や伝道者として召される者

たちが、復活の主イエスと出会い、献身の心を確

認することに用いられる。しかしこの御言葉は同

時に、教会に集う一人一人、そして子どもたち一

人一人が、主の御前に立ち、神の愛、神とのつな

がり、神による救いを、じっくりと確認し、神の

子どもとして立つことができるように導くもので

ある。そのために、三度の繰り返しを、ゆっくり

と一言ひとこと確認するように語ることにより、

子どもたちにとっても、主イエスの愛を理解でき

るように伝えていきたい。

〈わたしに従いなさい〉

　主イエスは、ペトロの献身を確認した上で、最

後に、主イエスに従うキリスト者としての歩みを

示される。キリスト者として生きることは、天国

における永遠の生命の希望に生きることである。

しかし同時に、地上においては、ノン・クリスチャ

ンに囲まれ、キリスト教を蔑視する人々に囲まれ

て生きることでもある。キリスト者として、信仰

を貫くこと、神の民として、主の御言葉に従った

歩みをすることは、たやすいことではない。自分

の意に反して、茨の道を歩むことも求められる。

　しかし、主イエスは、そのような茨の道であっ

ても、主イエスの愛に満たされ、献身の思いを確

認したペトロが、神への信仰を貫き、神の栄光を

あらわす者として殉教していくことを預言してく

ださった。

　子どもたちにとっては、日曜日になれば、クラ

スで自分一人だけが教会に行っている人たちも少

なくない。子どもたちにとって、日曜日の朝に、

お友だちと一緒に遊ぶことを断り、教会に来るこ

とも、大きな信仰の闘いとなる。いじめの対象と

なるかもしれない。中学・高校になるとクラブ活

動の誘惑もある。こうした一つひとつの信仰の誘

惑、信仰の闘いを経験することにより、信仰が養

われ、神の栄光を称える生活を行うことができる

ことこそが、キリスト者としての喜びであること

を、子どもたちに伝えたい。

　主イエスは、ペトロが主イエスを裏切り、主イ

エスを否定したにもかかわらず、ペトロを愛し、

ペトロを受け入れてくださったように、私たちが、

失敗を繰り返したとしても、主イエスはいつも目

の前に立っていてくださり、愛をもって受け容れ

てくださる。だからこそ、自分にはそんなことで

きないと、後ろ向きになるような子どもたちがい

たとしても、愛を持って受け入れ、神の愛を伝え

ていきたい。	 （辻　幸宏）
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　みんなは、悪いことをしてしまったりしたとき、

後から、「あの人とは会いたくないな」と思った

ことはありませんか？	悪いことをしたから、怒

られるかもしれません。嫌われるかもしれません。

絶交だと言われるかもしれません。その場にいた

くなくて、逃げ出したいと思ってしまうこともあ

るかもしれません。

　実は、ペトロさんも、そうでした。他の弟子た

ちは、十字架に架かって死なれたイエスさまが、

復活されたことを、心から喜んでいました。ペト

ロさんも嬉しかったに違いありません。一緒に食

事をとってくださったことが、嬉しくて嬉しくて

仕方がありません。しかし、ペトロさんは、イエ

スさまと目と目を合わせることができなかったと

思います。自分がとんでもない罪を犯したことを

知っていたからです。

　イエスさまは、逮捕されて十字架に架けられる

前の夜、ペトロさんに、「あなたは今晩、鶏が鳴く

までに、わたしのことを知らないと三度言う」と

お語りになったのです。ペトロさんは、「そんなこ

と決してありません」とイエスさまの忠告を否定

しましたが、実際に、イエスさまが逮捕され、裁

判にかけられている状況を見ると、自分も逮捕さ

れるのではないかと怖くなり、「あなたもイエスの

仲間ではないか」と問われたとき、「イエスさまの

ことなど知らない」と答えてしまったのです。そ

れも一度や二度ではなく、三度もです。「絶対にそ

んなことありません」と語ったのと同じです。逮

捕され、裁判にかけられていたイエスさまも、ペ

トロさんがそのように答えているのを、遠くから

見ていたことでしょう。ですから、ペトロさんは

自分が語ったことを否定することもできません。

　ですから、イエスさまが十字架の死から復活さ

れ、一緒にご飯を食べることができるのは、とっ

ても嬉しいけれども、しかしイエスさまの前に行

き、喜びを分かち合うことなどできないでいまし

た。

　しかし、そんなペトロさんの前に、イエスさま

が来てくださり、声をかけてくださったのです。

ペトロさんは嬉しい反面、隠れたかったことで

しょう。ペトロさんは、イエスさまは何を語られ

るのだろうか？	怒られるのだろうか？	そのよう

なことを考えたかもしれません。しかしイエスさ

まがペトロさんに語られた言葉は「ヨハネの子シ

	 5月4日	 弟子たちを立ち上がらせるキリスト	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨハネによる福音書	21章15～19節

	 子どもカテキズム	 問66，67

	 	 	 ウェストミンスター信仰告白	5章5節

〔単元のねらい〕

　罪を犯したペトロに対して、主イエスは前に立ち受け容れてくださった。私たちにとって、毎週教会

に来ている子どもたちであっても理解できないことがあり、どのように接したら良いのかわからないと

きもあるかと思う。しかし、主イエスは、ペトロのことをすべてご存じであるように、子どもたちのこ

ともすべて知っておられる。悪いことをしたことも、毎日の生活もである。その上で、主は、愛をもっ

て、一人一人を覚え、声をかけてくださり、受け入れてくださっている。

　その上で、主イエスは、罪の悔い改めと献身の思いを言葉にしたペトロに対して、キリスト者として

信仰を貫くことの厳しさをお語りになった。日本においてキリスト者として信仰を貫くことは、簡単な

ことではない。しかし信仰にこそ、喜びがあり、神の祝福があることを伝え、キリスト者として生きる

決断を語りかけていきたい。

目の前に立って下さるイエスさま
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モン（ペトロさんのこと）、この人たち以上にわた

しを愛しているか」ということでした。復活を遂

げられたイエスさまは、神さまだから、ペトロさ

んの行ったことばりか、心の中で考えていること

もすべて知っていました。それも、一度ではなく、

二度目、三度目もイエスさまは、ペトロに繰り返

して問いかけられました。ペトロさんは最初、「は

い、主よ、わたしがあなたを愛していることは、

あなたがご存じです」と答えましたが、三度目に

なると、悲しくなりました。「イエスさま、なん

でわかってくれないんだ」という思いではありま

せん。イエスさまが、これだけ自分のことを愛し

ていてくださっているにもかかわらず、自分はイ

エスさまに対して何を行ったのだ、と自分の行っ

た罪がどれほど大きいものであったのかが、わ

かったのです。

　主なる神さま、そしてイエスさまは、罪を犯し

たからといって、怒ったり、破門したりはしませ

ん。なおも愛をもって受け容れてくださり、罪を

赦してくださいます。だからこそ、ペトロさんは、

自分は大きな罪を犯したから、もう決して罪を犯

さないようにしよう、どんなことがあっても、イ

エスさまを信じて、イエスさまを証しして生きて

いこうと思ったのではないでしょうか。

　今、イエスさまは、ここにいる皆さんに対して

も、「あなたはわたしを愛していますか」と問い

かけてくださっています。一度ならず、二度、三

度、繰り返し繰り返し語りかけてくださっていま

す。いつもイエスさまは、皆さんと一緒にいてく

ださいます。先生は皆さんが、学校や家でどのよ

うな生活をしているか知りませんが、イエスさま

は、みんな知っておられます。悪いことを行った

こと、隠れた所でいたずらしたこと、他人には知

られたくないこともあるでしょう。イエスさまは、

みんな知っています。それでも、イエスさまは、

ここにいる一人ひとりの名前を呼び、「わたしは

あなたを愛している」とお語りくださっています。

だからこそペトロさんのように「わたしがあなた

を愛していることを、あなたはよく知っておられ

ます」と告白していきたいと思います。

　しかし、イエスさまは、ペトロさんが「あなた

を愛しています」と語られたとき、さらに「わた

しの羊を飼いなさい」と語られました。今までは、

イエスさまのことを信じて、イエスさまの命じら

れることを守っていれば良かったのです。しかし、

イエスさまは、これから天の昇って行かれ、地上

からはいなくなります。その時にこそ、あなたが

教会を導きなさいと、イエスさまは命令されたの

です。イエスさまを信じるとは、イエスさまが愛

してくださっているから、喜んで私たちもイエス

さまを信じることだけに留まりません。イエスさ

まに愛されている人は、キリスト教会において、

とっても大切な人です。みんながそろうからこそ、

教会になるのです。誰一人欠けても成り立ちませ

ん。だからこそ、みなさんも、イエスさまを信じ

ること、教会の一員になることを、神さまは求め

ておられます。

　正直言って、クリスチャンになれば、何でも楽

しいわけではありません。日曜日には、何で自分

だけ教会に行かなければならないのだろう、と思

うこともあるでしょう。神社やお寺で参拝を行わ

なかったりすれば、不思議に思われることがある

かもしれません。自分だけ格好が悪いと思ってし

まうかもしれません。イエスさまは、ペトロさん

に対して、クリスチャンであると、行きたくない

所に連れて行かれることもあるよ、嫌なことをや

らされることもあるよ、とお語りになっています。

クリスチャンであることは、辛い時もあるかもし

れません。しかし、あなたがクリスチャンである

ことを、イエスさまは喜んでくださいます。そし

てとっても素晴らしいことです。だからこそ、皆

さんも、今も目の前にいて、見守っていてくださ

るイエスさまを神さまとして信じ、喜んでクリス

チャンとして、歩んでいっていきたいと思います。

	 （辻　幸宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヨハネによる福音書	21章17節

「主よ、あなたは何もかもご存じです。

わたしがあなたを愛していることを、

あなたはよく知っておられます。」
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	 5月4日	 弟子たちを立ち上がらせるキリスト	 幼稚科

〈ねらい〉

　復活のイエスさまからの愛の呼び掛けを聞い

て、こんな私でもイエスさまを好きになってよい

のだということを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　「イエスさまがいちばん」という子ども賛美歌

があるのをご存知でしょうか。その一部を紹介し

ます。

　　どんなに　さびしいときにも

　　どんなに　かなしいときにも

　　イエスさまがいちばん

　　イエスさまがいちばん！

　　たとえそれが　どんなばあいでも

　　イエスさまがいちばん

　　イエスさまがいちばん！（なあぜ？）

　　だって　イエスさまは　かみさまだもの

　　だって　イエスさまは　かみさまだもの

　私たちがどのような状況に置かれていても「イ

エスさまがいちばん」と賛美するのです。寂しい

時、悲しい時、泣きたい時、叫びたい時、いじめ

られる時、苦しめられる時、お腹が空いた時、貧

しい時、どんな時でも「イエスさまがいちばん」

と子どもたちが神さまを賛美することができれ

ば、こんなに素晴らしいことはないのではないで

しょうか。信仰について、子どもたちに色々と語

り伝える言葉を教師たちは持っていることでしょ

う。でも結局のところ、子どもたちが心から「イ

エスさまがいちばん」「イエスさまがいちばん大

好き」と言ってくれたらそれでよいのではないか

なと思うのです。

　今回の箇所は、復活のイエスさまとペトロの「愛

の対話」と呼ばれる箇所です。ペトロは、イエス

さまを裏切ってしまったという罪の中で、なお苦

しんでいました。イエスさまから「わたしを愛し

ているか」と問われても、「はい、誰よりも私は

イエスさまを愛しています」などと自信を持って

言うことなど到底できませんでした。イエスさま

に対する自分の愛が如何に貧しく、また罪深いも

のであるのかを十字架の出来事をとおして思い知

らされたからです。でもペトロはイエスさまのこ

とが大好きでした。自分の口では「大好きです」

と言えないけれども、自分のイエスさまに対する

愛は弱いのだけれども、イエスさまがそんな私の

思いをすべて知っていてくださるということに全

てを委ねたのです。そして、ペトロは「わたしの

羊を飼いなさい」というイエスさまの言葉を繰り

返して聞くなかで、こんな私でもイエスさまは愛

していてくださるのだ。赦していてくださるのだ

ということを知ったのです。

　私たちは自分のことをそれなりに深く知ってい

ます。自分がどういう性格で、どういう人間であ

るのかを。自分がいかに惨めで、また残酷な人間

であるのかということも知っていることでしょ

う。だから、イエスさまを愛するに相応しくない

のではないかと思っている子どもたちがいるかも

しれません。本当はイエスさまを愛したいのに愛

することができない自分の愛の貧しさや矛盾を覚

えています。しかし、それでもイエスさまはあな

たを受け入れてくださっているという、新しい自

分の姿をここで見つけることができたら幸いで

す。

〈祈り〉

　神さまを悲しませてしまうことの多い私です

が、それでもイエスさまのことが大好きです。もっ

とイエスさまのことが大好きになれますように、

これからも神さまの大きな愛を教えてください。
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	 5月4日	 弟子たちを立ち上がらせるキリスト	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「主よ、あなたは何もかもご存じです。わたし

があなたを愛していることを、あなたはよく知っ

ておられます。」（ヨハネ21:17）

・あなた、とは誰で、わたしは誰ですか。

→あなたはイエス様。わたしはペトロ。

・以前ペトロが3回語った事は何ですか。

→3回イエス様を知らないと言った。

・今回イエス様はペトロに3回何と尋ねましたか。

→「私を愛しているか」。

・今日の暗唱聖句のペトロの答えは、何回目に尋

ねられた時の答えですか。

→3回目。

2. 説教を分かち合おう。

2-1. イエス様のことを考えよう。

・イエス様はペトロに、「三度知らないと言われ

てとても傷ついたよ。どうしてそんなこと言っ

たの？」と聞かなかったのはどうしてでしょう。

→三度知らないとペトロが言ってしまう弱さを、

イエス様はすでにご存じだったからです。そし

てペトロは自分の弱さを、イエス様がすでにご

存じであったことを知りました。

・聖書では、「愛する」という言葉は「従う」と

か「仕える」という意味を含むことがあります。

イエス様の語った、「あなたは私を愛している

か」を、「あなたは私に従うか」に置き換えて

読み直してみましょう。

　

2-2. ペトロのことを考えよう。

・復活したイエス様のことを3回知らないといっ

たのはついこのあいだの話でした。イエス様に

会った時はどんな気持ちになったでしょうか。

→復活なさったことの驚きと嬉しさ、そして3回

知らないと言った罪悪感。

・ペトロがイエス様とお話しできたのは、どちら

から話しかけたからですか。

→イエス様。イエス様が歩み寄って下さいました。

・「あなたはわたしを愛しているか（わたしに従

うか）」と聞かれた時、ペトロはどんな気持ち

になったと思いますか。

→従えなかったことを悔い改めようという思い

と、これから従おうという決心。そして、もう

罪を犯さず、どんなときもイエス様を信じて、

証ししていこうという思い。

2-3. 私たちのことを考えよう。

・ペトロは、イエス様に「まぁ、無理もないさ、

気にするな。いいよいいよ」と罪を気にしない

ようには言われず、「もうお前はダメだ。バカ

じゃないか」と裁かれることも言われませんで

した。ペトロが言われたように、「あなたは私

を愛しているか（従うか）」と、私たちが同じ

ようにイエス様に言われたらどう思いますか。

→イエス様に罪を赦してもらえた感謝と、従いた

いという気持ち。

・今日のお話から、イエス様はクリスチャンをど

うなさろうとしていますか。

→クリスチャンが自分の弱さのためにイエス様に

大きな罪を犯しても、イエス様はペトロを励ま

したように、クリスチャンがイエス様に従える

ように励ましてくださるということ。

・ペトロは自分の罪を恥じてイエス様の前から逃

げましたか？

→逃げませんでした。イエス様と向き合って語り

続けました。私たちも、罪のために恥ずかしく

てイエス様から離れていくのではなく、一緒に

いようとするなら必ず罪は赦され、イエス様に

従えるように励まされます。

3. おやつ

　小さなお芋をそのままオーブンで焼いておく。

食べる前にお友だちに祈ってもらう。



─ 61 ─

〈聖書テキストの解説と黙想〉

①大宣教命令

　マタイによる福音書の最後の段落は「大宣教命

令」とよばれる箇所である。キリスト教会はイエ

ス・キリストの昇天から2000年以上にわたって

宣教活動をしてきた。キリスト教会が宣教（伝道）

を行うのは自らが救われた恵みを人々に伝えたい

という内的な動機に基づくことはもちろんである

が、その一方でイエス・キリストの厳粛なご命令

であることを忘れてはならない。命令というと重

く感じるかもしれないが、「すべての民をわたし

（キリスト）の弟子に」（19節）することはキリ

ストの願いである。弟子になるための具体的な方

法として、洗礼を授けることをキリストは定めた

もうた。その洗礼は、父と子と聖霊の名によって

授けられる。この三者（三位格）による神の存在

形態を教会では長い間、三位一体と呼んできた。

聖書によって啓示されている神様は三位一体の神

である。そして、三位一体なる神はご自身におい

て交わりを持っている。言い方を変えるならば、

神は決して孤独ではないのである。父・子・聖霊

なる神は交わりを持っておられ、人間に対しても

交わりを求めておられる。洗礼を受け、弟子にな

るということは一方的な上下関係に入れられるの

ではなくて、神様との交わりに入れられるという

ことにほかならない。こうして、「わたしは世の

終わりまで、いつもあなたがたと共にいる」とい

うキリストの約束が現実のものとなる。このよう

に、大宣教命令とは、ただ一方的に神を信じるよ

うに人々に伝えなさいという扇動ではなく、父と

子と聖霊なる神の交わりの中に入りなさいという

恵みの招きなのである。そして、交わりに入れら

れたものは聖霊がキリストによって送られたよう

に、この世界へと派遣される。使徒言行録は、い

うなれば聖霊によって派遣された弟子たちの物語

であり、その物語は今現在も教会の物語として紡

ぎだされている。

②聖書解説

○16節

　16節によれば、11人の弟子たちは復活の主に

会うためにガリラヤに集合していた。これは、主

イエス自ら最後の晩餐の後に弟子たちに向かって

「わたしは復活した後、あなたがたより先にガリ

ラヤへ行く」（マタ26:32）と予告していたこと

を受けてのことであろう。そして、ガリラヤの山

に登った。山はマタイ福音書において重要な言葉

である。イエス・キリストがご自身の権威（7:29）

によって教えた説教は山の上からなされたもので

あった。また人々を癒し、四千人に食べ物を与え

たのも山の上からであった（15:29）。栄光の姿に

変貌されたのもまた山の上であった（17:1）。こ

のように、主イエスは山の上からご自身の栄光を

あらわされた。山は一つのしるしである。そして、

主イエスは天に昇られる前にまたしても山の上か

ら弟子たちに語りかけた。それは、山上の説教の

ように、弟子たちに与えられた主イエスからの権

威ある教えであった。主なる神は、モーセにシナ

イ山から契約の書（十戒）を授けた（出19:3）。

どうように、キリストもまた弟子たちに神の約束

を授けたのである。

○17節

　不思議なことに、山にまできてそして実際に復

活のキリストと面会してひれ伏して（礼拝して）い

るのに疑うものがいたという。もちろん11人の

弟子たち全員が疑っていたと考えることはできな

いが弟子たちの中に疑いの心を持っていた者がい

たことは間違いない。疑うとは、「2つ」という

意味の言葉であり、心が半信半疑の状態のこと。

生前自らの復活について弟子たちに3回にわたり

予告してきたが、そうした弟子たちでさえ復活を

信じることは容易ではない。

	 5月11日	 弟子たちを派遣するキリスト	 教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 マタイによる福音書	28章16～20節

	 参照教理問答	 子どもカテキズム　問10

	 	 	 ウェストミンスター小教理問答　問6，94
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○18節

　疑う弟子たちもいたが、そのような弟子たちに

主イエスご自身が近づいてくださった。疑いの中

にいたとしても、キリストがいつも近づいてくだ

さり、助けてくださる（マタ14:22～33参照）。

疑うとは、キリストを完全に信じることができな

いことである。これは、キリストと距離があると

いうこと。その距離を埋めることができるのはキ

リストがこちらに近づいてくださり、手を差し伸

べてくださるからである（14:31）。キリストは疑

う弟子の近くによってくださり、厳かに宣言なさ

る。「わたしは天と地の一切の権能を授かってい

る」。天と地とはヘブライ的表現である。2つの

極端を並べて、一つの概念をしめす（天と地、善

と悪など）。天と地という言葉であらわすのは全

世界ということであろう。天と地という言い方は

マタイ福音書では16:18以下及び18:18に登場す

る。権能は力であり、ことがらを実現させる力で

ある。主イエスは権威あるものとして教えた

（7:29）。律法学者やファリサイ派がいわば律法の

権威にしばられていたのに対して、キリストはご

自身の権威で人々に教えたのである。そして、主

イエスは地上で罪を赦す権威を持つ（9:6）。キリ

ストの権威の上に建てられた教会は陰府の力（死）

も対抗できない。このように、マタイ福音書はイ

エス・キリストというお方が、天と地の一切の権

能を持っているお方であると証ししている。それ

はご自身の権威で教え、罪を赦し、死に打ち勝つ

力である。

○19節

　「すべての民」とは諸国民のこと。全世界の権

能をお持ちのイエス・キリストから、全世界に派

遣されるのである。「父と子と聖霊の名による洗

礼」の意味については本稿①を参照されたい。こ

の文言は新約聖書中においてこの箇所しか見られ

ない言い方である。プロテスタントでは、礼典と

よばれる儀式を洗礼と聖餐の2つに定めた。洗礼

の制定句としてもこの箇所は重要である。

○20節

　「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがた

と共にいる」という句に注目する。マタイ福音書

においては冒頭の1章23節で「神は我々とともに

おられる」すなわち「インマヌエル」の誕生が予

告されている。さらに、キリストはご自身の名に

よって集まる時には共におられると約束してくだ

さり（18:20）、そして最後に世の終わりまでキリ

ストが共にいてくださると語られた。こうしたイ

ンマヌエルの出来事が、神との交わりに生かされ

るときに起こるのである。

〈子どもたちに対して〉

　教会学校に集う子どもたちの多くはクリスチャ

ンホームの子弟として育っていると思われる。そ

うした子どもたちにとって、神様がいるというこ

とは当たり前のことかもしれない。しかし、幼児

洗礼を授けられ、教会において育てられていると

いうことは父・子・聖霊なるお方との交わりに入

れられていることを忘れてはならない。このお方

との交わりに生かされ、世界へと派遣されていく。

それが、キリストの弟子としての使命である。

	 （小宮山裕一）
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　今日は、復活されたイエス様のお話しをしたい

と思います。

　イエス様は、十字架につけられて3日後に復活

しました。新しい肉体をもって、再びお弟子さん

たちの前にあらわれたのです。お墓のそばで2人

の女性の前に現れ、部屋の中に現れてくださった

のです。そして、40日間お弟子さんたちと過ご

しました。そして、最後にイエス様はお弟子さん

たちをガリラヤに集めて、とても大切な約束をお

弟子さんたちにあたえたのです。そして、イエス

様は天に昇られました。実は、イエス様は前もっ

てはっきりとガリラヤでお弟子さんたちに会うこ

とをお語りになっていたのです。「わたしは復活

した後、あなたがたより先にガリラヤへ行く」

（26:32）。さらに、復活なさったとき、み使いによっ

ても同じことが告げられています。「あの方は死

者の中から復活された。そして、あなたがたより

先にガリラヤに行かれる。そこでお目にかかれる」

（28:7）。

　お弟子さんたちは約束を信じて、ガリラヤの山

に登ります。そして、復活されたイエス様が目の

前に来てくださったのです！	お弟子さんたちの

反応はどうでしょうか。3つの反応があると思い

ます。復活したイエス様と会うことができたとい

う喜びの反応。本当にこのお方が復活したイエス

様だろうかという疑いの反応。そして、イエス様

の弟子だという理由で人々から迫害されないだろ

うか、という不安に思う反応。この3つです。そ

れぞれのお弟子さんたちが、心の中で、喜びや不

安を持っていたのです。お弟子さん達が不安に

思っていたのも無理はありません。エルサレムに

入られてから、逮捕、逃亡、裁判、十字架という

死刑、そして復活と、短い間にさまざまなことが

起こっていたからです。頭の中は混乱していたで

しょうし、生きた心地がしなかったのではないで

しょうか。そのようなお弟子さんたちに、イエス

様はご自分から近づいてくださったのです。

　イエス様は、お弟子さんたちに最後のメッセー

ジを語ります。そのメッセージはお弟子さんたち

の心をうれしくさせました。そしてお弟子さんた

ちの心を温かくするものです。それは、イエス様

が「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがた

と共にいる」とお語りになったからです。この言

葉をどこかで聞いたことがないでしょうか。それ

はクリスマスの時のお話です。「『見よ、おとめが

身ごもって男の子を産む。その名はインマヌエル

と呼ばれる。』この名は、『神は我々と共におられ

る』という意味である」（マタイ1:23）。聖書は最

初から、イエス様がこの地上に来てくださったの

は神様がいつも私たちと共にいてくださるという

ことのしるしだと伝えています。人間は神様から

離れてしまうこともある。しかし、神様は決して

〔単元のねらい〕

　いわゆる大宣教命令の箇所であり、マタイによる福音書の締めくくりの箇所である。弟子たちは復活

のキリストにまみえ、聖霊をうけ、世界へと散らばった。これは罪の赦しのためにこの世界にキリスト

が派遣されたこと、救いの実現のために聖霊が派遣されたことに通じるものである。キリスト者はこの

世界に派遣される。それは狭い意味での伝道をするためではない。この世界においてキリストの証人と

して世の終わりにいたるまで歩むのだ。子どもたちには、そうした派遣意識の根底にあるいつも共にい

るキリストというメッセージを心に刻んでもらいたい。

いつも共にいてくださるイエス様

	 5月11日	 弟子たちを派遣するキリスト	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書	28章16～20節

	 子どもカテキズム	 問10
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信じるものから離れることがない。いつも共にい

る。これが神様からの約束です。

　さて、お弟子さんたちこのイエス様の言葉を受

けてあちこちに出かけていってイエス様のことを

宣べ伝えました。それは、使徒言行録を読むと、

お弟子さんたちが大変な目に遭いながらも一生懸

命イエス様を伝えていたことがわかります。お弟

子さんたちはイエス様のことを知らないといった

り、イエス様の言葉をちゃんと理解できなかった

り、決して完璧なお弟子さんではありませんでし

た。そんなお弟子さんたちが、あちこちに出かけ

ていっていろんな人からいじわるをされてもあき

らめることなくイエス様を伝えたということは驚

くべきことです。どうしてお弟子さんたちはそん

なにかわってしまったのでしょうか。それは、イ

エス様が復活してくださり、いつも一緒にいると

いう約束を心から信じたからです。だからこそ、

イエス様のことを大胆に宣べ伝えることができた

のです。そして、実際に、イエス様はお弟子さん

たちに必要な助けをいつもくださったのです。

　私たちは実際にこの目でイエス様を見たわけで

も、イエス様から直接に御言葉を頂いたわけでも

ありません。しかし、いつもイエス様が一緒にい

てくださるという約束は今を生きる私たちにとっ

ても重要です。イエス様は、天に昇られて、そし

て聖霊なる神様を私たちに送ってくださいまし

た。

　聖霊は私たちといつも一緒にいてくださり、イ

エス様と一人一人をつなげてくださるお方です。

このお方が助け主として私たちに与えられていま

す。

　お弟子さんたちが力強くイエス様を証ししたよ

うに、この聖霊なる神様にあってイエス様の約束

は実現したのです。そして、聖霊なる神様の力に

よって私たちもまたキリストの弟子として歩むこ

とができるのです。

　イエス様は天と地の一切の力をもっているお方

です。このお方がいつも私たちと一緒にいてくれ

る。この約束を心から信じましょう。そしてお弟

子さんたちがイエス様から遣わされたように、学

校や友だちのところに、遣わされたいと思います。

	 （小宮山裕一）	

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書	28章20節

わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。
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	 5月11日	 弟子たちを派遣するキリスト	 幼稚科

〈ねらい〉

　イエスさまは、いつも私と共にいてくださるお

方であることを知る。

〈展開例〉

　「神さまはあなたと共にいる」という言葉は、

教会の中でよく聞く言葉の一つです。また、「私

と共にいてください」というふうにお祈りの言葉

にしている人も多いことでしょう。大きくなるに

つれて、大人たちから「このくらい一人でやりな

さい」「甘えるな」と厳しい言葉をかけられるこ

とがありますが、そのような中で「あなたはひと

りぼっちではないよ。イエスさまがいつも一緒だ

よ」と聞くと、「自分は見捨てられていないのだ」

「一緒に手を取って歩んでくださる方がいるのだ」

と思って安心することができるのです。

　このとき、弟子たちは皆、イエスさまの復活を

信じることができていたわけではありませんでし

た。復活したイエスさまにお会いし、ひれ伏して、

礼拝を捧げながらも、なお「疑う者もいた」とい

うのです。でもそういう弟子たちのもとに、ここ

でもイエスさまご自身の方から「近寄って来て」

くださったのです。かつて弟子のひとりペトロは、

ガリラヤ湖の上で、「信仰の薄い者よ、なぜ疑っ

たのか」とイエスさまから叱られました。「安心

してわたしのもとに来なさい」というイエスさま

の言葉を信じて湖の上を歩いて渡り切ることがで

きなかったのです（マタイ14:22～33）。イエス

さまの招きの声を聞いて、イエスさまのもとに向

かうその道の中で、様々なことが起こります。ペ

トロが湖の上で、強い風が気になって沈みそうに

なったように、私たちも自分を支配しようとする

大きな力が気になって溺れそうになるのです。ど

れだけイエスさまの恵みを知っても、なかなか自

分の足でイエスさまのところに行くことができな

い自分にがっかりすることも少なくないでしょ

う。

　でも、そんな私たちに手を伸ばしてくださる方

がいます。近寄って声を掛けてくださる方がいま

す。それがイエスさまです。私がイエスさまのと

ころに行けなくても、イエスさまの方から私のと

ころへ近づいてくださる。だから私たちはイエス

さまと共にいることができるのです。そしてイエ

スさまは宣言されます。「わたしは天と地の一切

の権能を授かっている」と。「神さまがお造りに

なったこの世界の中でいちばん力を持っているの

はわたしだ」とそうおっしゃるのです。

　私たちが生きている世界には色んな力や権威が

あり、その下で生きています。自分のコンプレッ

クスや悩み、あるいは神さまのことがなかなか信

じられないという思いなども、私たちを支配する

力の一つでしょう。でも、この世のどんな力も、

自分の中にあるどんな力も、罪も死も、イエスさ

まの力に勝つことはできません。

　この復活のイエスさまの力に支えられて、歩む

ことができます。その中で疑うことがあるかもし

れません。でもがっかりしないでください。こん

な自分では、きっとイエスさまに叱られるから、

「もう教会なんか行かない」なんて言わないでく

ださい。信じられなければ、信じられないままで

よいのです。疑ってもよいのです。その自分の心

のままで、「教会で会おう」と招いてくださるイ

エスさまのもとに来てください。そうやって、イ

エスさまの招きの声を聞き続ける時に、「イエス

さまは共にいる」ということが分かります。それ

も教会に行く日曜日だけではなくて、学校や家で

の生活の中にも、イエスさまが共にいてくださる

ことを知るようになるのです。

〈祈り〉

　どのようなときも、イエスさまが共にいて、助

けてくださることを感謝します。これからも、神

さまの声を聞き続けることができますように導い

てください。



─ 66 ─

	 5月11日	 弟子たちを派遣するキリスト	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがた

と共にいる。」マタイ28:20b

・4月27日の分級展開例の「1. 今週の暗唱聖句

を一緒に読みましょう」参照。

2. 説教を分かち合う。

2-1. イエス様のことを考えよう。

・イエス様は天に昇りました。天に昇ったという

ことは死んだということですか？

→イエス様は生きたまま、天に昇られました。今

も天において生きて働かれておられます。

・イエス様が天に昇る前にお弟子さんたちに最後

に命じたことは何ですか。

→すべての民をイエス様に従う弟子とすること。

そのために、父と子と聖霊の名によって洗礼を

さずけ、お弟子さんたちに命じていたことをす

べて守るように教えること。

・イエス様が地上にいる間にお弟子さんたちに命

じておいたことは何がありましたか。

・イエス様は、「世の終わりまでいつもあなたが

たと共にいる」と言ったのは、大丈夫だよ、と

言っているんですね。じゃあ、何が大丈夫だよ

といっているんでしょうか。

→それは、世界へ出て行ってイエス様をお伝えす

ることです。そのことを、「すべての民をわた

しの弟子にしなさい。彼らに……教えなさい」

と言っているんですね。そうできるようにイエ

ス様は、「大丈夫だよ、わたしがついているよ」

と教えてくださっています。

・先生は幼稚園の頃、スイミング教室で、足の届

かない深いところに、一人ずつとびこまないと

いけない時がありました。先生がプールの中か

ら「ちゃんと助けるから大丈夫」といってくれ

たので、恐かったけど勇気をもらって思い切っ

て飛び込みました。足はつかないけども、ちゃ

んと水から引き上げもらいました。繰り返して

飛び込む内に、「ちゃんと助けてくれる」とい

う信頼感がどんどん強くなっていきました。

　　みんなは、どうでしょう。自分では恐いと思っ

たけれどそばにいた大人や友達だちが助けてく

れたことはありますか。

2-2. お弟子さんたちのことを考えよう。

・お弟子さんたちは、すべての民を自分の弟子で

はなくイエス様の弟子にしなさい、と言われま

した。この違いは、どんなところに表れますか。

→自分の言葉を伝えるか。イエス様の言葉を伝え

るか。

・イエス様が天に昇られてしまいましたが、その

後、お弟子さんたちはイエス様の力強い働きを

経験しました。それは何ですか。

→イエス様が送られた聖霊が注がれて、イエス様

の御業を力強く語ることができるようにされま

した。

2-3. 私たちのことを考えよう。

・イエス様のことを誰かにお伝えしたくても、不

安になることがあるかもしれない。どうしたら

いいだろうか。

→お弟子さんたちのように、私たちも聖霊に満た

されるように祈りましょう。聖霊は、イエス様

がなさったことや教えてくださったことを私た

ちも力強く語れるように励ましてくださいま

す。

・イエス様は私たちと共にいるのですか。

→イエス様は、送られた聖霊を通して私たちと共

におられます。イエス様の力が聖霊を通して私

たちに注がれるのです。だから聖霊の導きを求

めて祈りましょう。聖霊はイエス様の言葉を思

い出させてくださいますし、その意味が分かる

ように助けてくださいます。

3. ゲーム

　100円均一のダーツ。点数の付け方を大人は

ちゃんと勉強してきちんと教えて上げる。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　36節「こういうことを話していると」の主語

は弟子たち。話していた内容は、直前の32～35

節に記されている。「道で話しておられるとき、

また聖書を説明してくださったとき、わたしたち

の心は燃えていたではないか」、「本当に主は復活

して、シモンに現れた」、「道で起こったことや、

パンを裂いてくださったときにイエスだと分かっ

た」という人の話を聞いて話し合っていたのだが、

その彼らの真ん中にイエスご自身が立たれると、

「彼らは恐れおののき、亡霊を見ているのだと思っ

た」（37節）。人は、聖書の説き明かしを聞いて

心が燃える体験をした人の話、復活の主が現れて

くださった人の話を、自分の救いと関係なく聞い

ているときには、生きておられるイエス・キリス

トに直接現れられると、恐れおののいてしまうも

のだ、ということに気づかされる。

　イエス・キリストは「わたしの手や足を見なさ

い」（39節）、「手と足をお見せになった」（40節）、

「彼らの前で（彼らの目の前で）食べられた」（43

節）とあるように、生きた人間としてのリアリティ

をもつ姿を、弟子たちの目の前に示された。イエ

ス・キリストは、私たちが主とそのようにリアル

に出会うことを望んでおられる。

　同時代に生きていない私たちには、イエス・キ

リストはどのようにご自身をリアルに現してくだ

さるのだろうか。それが44節に書かれている。「わ

たしについてモーセの律法と預言者の書と詩編に

書いてある事柄は、必ずすべて実現する」とは、「わ

たしのことは旧約聖書に全て記されているから、

読んで悟りなさい」との促しであることは、45

節で、イエス・キリストが「聖書を悟らせるため

に彼らの心の目を開いて」くださっていることか

らわかってくる。

　48節に「あなたがたはこれらのことの証人と

なる」とあるが、私たちがキリストの証人となり

うるのは、弟子たちのように目撃したからではな

く、旧約聖書に書かれているイスラエルの救いが

イエス・キリストにおいて全て成し遂げられたと

いうことを、心開かれてはっきりと知ることによ

る。イスラエルの救いが記されている旧約聖書を、

自分の物語として読むことによって、私たちは一

人一人、自分たちの罪深さを知り、悔い改めへと

導かれ、イエス・キリストにおいて成し遂げられ

た救いの道を示される。47節の「罪の赦しを得

させる悔い改め」という言い回しは3:3でも出て

きており、ルカ福音書が初めから終わりまで「罪

の赦しを得させる悔い改め」を宣べ伝えようとし

て書かれたことがわかる。

　旧約聖書を読んで理解することは、自力ではで

きない。そのために49節でキリストは聖霊を送

るという約束をくださった。49節は原文を見る

と、「見よ、わたしが送る」と書きだされている。

そしてそれに対比させるようにして「あなたがた

は都にとどまっていなさい」となっている。13～

35節に出てくる二人の弟子は、イエス・キリス

トが死んでしまったので、都エルサレムを離れて、

故郷であるエマオに戻ろうとしていたのではない

かと言われている。そのように、エルサレムを離

れようとしていた弟子たちに対して、「都にとど

まっていなさい」と言われている。弟子たちは、

この先、生まれ故郷に戻って、元のように生きる

のではなく、キリストの証人として「あらゆる国」

に遣わされようとしているからである。

　「あなたがたに平和があるように」（36節）と

いう言葉から始まった復活のイエス・キリストと

の「出会い」は、弟子たちの心を、「恐れおののき」

（37節）から「喜び」（41節）を通り越して、「大

喜び」（52節）の状態に変えた。イエス・キリス

トに旧約聖書を示されて、リアルにイエス・キリ

	 5月18日	 キリストの証人となる	 教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 ルカによる福音書	24章36～49節

	 参照教理問答	 ウェストミンスター大教理問答　問2～5（特に問4）

	 	 	 ハイデルベルク信仰問答　問21

	 	 	 ジュネーブ教会信仰問答　問300～308（特に問303）



─ 68 ─

ストに出会うと、このような喜びにあふれさせて

いただけて、平和のうちに歩むことがゆるされる。

ここでイザヤ書55章の全体を開いて読んでいた

だきたい。そうすれば、「主に立ち帰るならば、

主は憐れんでくださる。わたしたちの神に立ち帰

るならば、豊かに赦してくださる。（中略）わた

しの思いは、あなたたちの思いを、高く超えてい

る。（中略）わたしの口から出るわたしの言葉も、

むなしくは、わたしのもとに戻らない。それはわ

たしの望むことを成し遂げ、わたしが与えた使命

を必ず果たす。あなたたちは喜び祝いながら出で

立ち、平和のうちに導かれて行く」と書かれてい

ることが、弟子たちの姿、ひいては私たち自身の

姿に重なってくることがわかるだろう。

　このように私たちは、「聖書に書かれているこ

とは本当だ」ということを証しするように召され

ているのである。こののち弟子たちは、約束され

ていた聖霊をいただいて、大胆にイエス・キリス

トを証ししはじめる。そのときに旧約聖書にもと

づいて語っていることを無視してはならない。

〈参照教理問答について〉

ハイデルベルク信仰問答問21は次のとおり。

問21　まことの信仰とは何ですか。

　答　それは、神が御言葉において

　　　わたしたちに啓示されたことすべてを

　　　わたしが真実であると確信する、

　　　その確かな認識のことだけでなく、

　　　福音を通して聖霊がわたしのうちに起こし

てくださる、

　　　心からの信頼のことでもあります。

　　　それによって、他の人々のみならずこのわ

たしにも、

　　　罪の赦しと永遠の義と救いとが神から与え

られるのです。

　　　それは全く恵みにより、ただキリストの功

績によるものです。

　ジュネーブ教会信仰問答では、「信仰者の交わ

りの中で救いの教理が説き明かされる集い」で御

言葉が聴かれること（問答304）、「彼ら（牧師）

の口を通して」（問答307）ということが記され

ている。礼拝の場で聖書の説き明かしを聴くこと

の重要性が確認されていることは、大変興味深い。

〈子どもたちに対して〉

　たとえ子どもであっても、聖霊なる神は、その

心に働きかけて、罪を自覚させ、悔い改めへと導

かれる。イエス・キリストを救い主として受け入

れさせてくださる（私は7歳の時にそれを経験し

ている）。

　また聖霊なる神は、啓明の光を子どもにも与え

てくださり、それまで何度となく聞いてきた聖書

の話の本当の意味（奥義）を知らせてくださる（私

は14歳の時からそれを経験している）。そのとき

の気持ちはまさに、「聖書を説明してくださった

とき、わたしたちの心は燃えていたではないか」

（ルカ24:32）とあるとおりだった。

　契約の子は、明確な回心の体験を持たないまま

成長するかのように言われており、実際そのよう

に感じている人が多いようだが、私に関して言え

ば、7歳の時だけでなく、信仰告白後しばらく経っ

て30代のときに、ペトロが泣き崩れるように、「主

を裏切ってしまった」と激しく涙する体験を与え

られたし、また、長い信仰生活の歩みを経て、70

歳を超えてから、涙の体験を与えられた方をも

知っている。だから、契約の子であるかないかに

かかわらず、人は必ず、涙の体験を持ってイエス・

キリストに出会うことになっていると思う。

　大人になってから信仰を持った人には理解し難

いことかもしれないが、子どもの信仰・子ども自

身とキリストの関係は存在している。

　子どもたちには、字が読めるようになる前から、

旧新約にわたる聖書の物語を何度も聞いてほしい

し、また、自分でも読んでほしいと思う。子ども

のときほど、悪いことをして叱られる、というこ

とがあると思うが、そのなかでイエス・キリスト

の眼差しを感じ、赦しを体験してほしいと思う。

中学になると、日曜学校から離れるケースが多い

と思うが、10代の時にこそ、聖書の本当の意味

が知らされるので、教会に通い続けてほしいと思

う。それらの営みの中に聖霊なる神が働かれて、

子どもたちは、立派なキリストの証人になってい

く。	 （赤石めぐみ）
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　エマオから帰ってきた二人の弟子や、エルサレ

ムに残っていた11人の弟子たちが、イエスさま

が復活なさって自分たちに現れてくださった、と

いうことを話し合っていました。イエスさまは、

十字架の上で死んでしまわれ、お墓に葬られたの

に、イエスさまが現れたって、どういうことなの

かなぁ、すぐに見えなくなっちゃったけど、ほん

とうに生きていらっしゃるのかなぁ、と、弟子た

ちはよくわからなくて、話し合っていました。

　そうやって話し合っているときに、イエスさま

が本当にそこの場所に現れられました。急に真ん

中に立たれたからでしょうか、弟子たちは、イエ

スさまのことについて話し合っていたのに、本当

にイエスさまが現れると、驚いて、恐ろしくなっ

てしまいました。

　怖がっている弟子たちに、イエスさまは、「わ

たしの手や足を見なさい」とおっしゃって、見せ

てくださいました。「何か食べ物はあるか」とおっ

しゃって、差し出された焼き魚を、みんなが見て

いる前で食べられました。このようなイエスさま

の姿を見て、弟子たちはみんな、本当にイエスさ

まは復活して、生きておられるんだ、ということ

がよくわかりました。

　イエスさまは、ご自分が弟子たちの前に姿を現

したときに、弟子たちが怖がった理由を知ってい

ました。弟子たちは、イエスさまがおっしゃった

言葉がわからないと、すぐ議論（話し合い）をす

るのです。イエスさまはもうずっと前に、「わた

しは必ず多くの苦しみを受け、殺され、三日目に

復活する」と弟子たちに話してくださっていまし

た。でも、弟子たちは何度聞いても、そのことが

わかりませんでした。本当にそのことが起こった

その日、イエスさまが現れてくださったこのとき

も、弟子たちは話し合っていましたね。イエスさ

まの言葉は本当だ、必ずその通りになる、という

ことを、弟子たちはちゃんと信じていなかったの

で、本当にイエスさまが生きて現れられたとき、

怖くなってしまったのです。

　今みんなも、ここで聖書のお話を聞いています。

イエスさまが急にみんなの真ん中に立たれたらど

うでしょう？	びっくりするかな？	うれしいか

な？

　イエスさまは、弟子たちに、ちゃんと聖書を読

むように、と教えられました。44節に「モーセ

の律法と預言者の書と詩編」とあるのは、旧約聖

書のことです。「旧約聖書には、わたしのことが

書いてあるんですよ。そして、わたしについて旧

約聖書に書いてある事柄は必ずすべて実現するん

ですよ」と言われました。新約聖書にイエスさま

のことが書いてあるのはわかりますが、旧約聖書

〔単元のねらい〕

　次の3点を子どもたちに伝えたい。

　・	復活して今も生きておられるイエス・キリストは、私たち一人一人に、はっきりと出会ってくださ

るということ。

　・	そのためには、聖書（とりわけ旧約聖書）にイエスさまのことが書かれているのを読んで知ること

が大切だということ。それを知るには、聖霊の助けが必要であること。また、礼拝の場での説き明

かしを聞く必要があること。

　・	「キリストの証人となる」とは、イエスさまについて、また自分の救いについて、聖書に書いてあ

ることは本当だ、ということを人に伝えること。

メシア（キリスト）について、聖書に書いてあることは本当です

	 5月18日	 キリストの証人となる	 説教展開例

	 テキスト	 ルカによる福音書	24章36～49節
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のどこにイエスさまのことが書いてあるのか、わ

かりますか？	それは、イエスさまが弟子たちに

教えてくださったように、私たちも、イエスさま

のように聖書を知っている人から教わらなければ

なりません。だから、礼拝の場で、牧師先生が聖

書の説き明かしをしてくださるのを聞く必要があ

ります。また、自分でも、旧約聖書を何回も何回

も読んでみてください。そうすると、神さまがど

れだけご自分の民を愛して、救おうとされている

か、また預言者たちがどれほど、その救い主（メ

シア）を待ち望んでいるかがわかってきます。そ

して、イエスさまこそが、神さまが遣わそうとし

ている救い主、預言者たちが待ち望んでいた救い

主だったんだ、ということがわかってきます。

　小さいときには、神さまが世界を造られた物語、

ノアの箱舟の物語、アブラハムの物語、イサクや

ヤコブ、ヨセフの物語、出エジプトの物語、ギデ

オンのお話、サムソンのお話、ダビデ王のお話、

ソロモン王のお話、エリヤやエリシャの物語、ダ

ニエルの物語……というふうに、別々の物語がいっ

ぱい入った本のような気がするかもしれません。

初めはそれでよいのです。一つひとつの物語をよ

く覚えていてください。そのなかで神さまがその

人たちとどんな約束をされたか、覚えていてくだ

さい。やがて、小学校6年生くらいになって歴史

を習い始めたら、全部のお話がつながっているこ

とがわかってきます。また、聖霊なる神さまがみ

んなの心に働きかけてくださって、聖書の意味が

もっと深くわかって、旧約聖書に書いてある事柄

全部がイエスさまとつながっていることがわかる

ようになります。「ああ、そういうことだったの

か！」という発見をたくさんできるようになりま

すから、「その話はもう何度も聞いたからいいや」

などと思わないで、大きくなっても、教会に来て

聖書のお話を聞くことをやめないでください。

　イエスさまが、旧約聖書の中で神さまが約束さ

れていた救い主、預言者たちが待ち望んでいた救

い主だ、ということがみんなにわかってくる頃、

イエスさまは、必ず、弟子たちにご自分の手や足

や魚を食べるところをお見せになったのと同じよ

うな実感を、私たち一人一人に味わわせてくださ

います。イエスさまの手や足には十字架につけら

れたときの釘の跡があったはずです。それを見せ

られたら、みんなはどう思うでしょう？	その釘

の跡は、みんなの罪の身代わりになって十字架に

かかってくださったから残ってしまった釘跡で

す。それを知ったら、みんなはきっと、「あぁ、

イエスさま、ごめんなさい」と思うでしょう。

　弟子たちもそうでした。弟子たちはイエスさま

が十字架にかけられるとき、みんなイエスさまを

見捨てて逃げてしまいましたから、「ごめんなさ

い」と言いたかったのでした。よみがえって弟子

たちの前に現れてくださったとき、イエスさまは、

弟子たちのことを責めませんでした。そうではな

くて、「あなたがたに平和があるように」と言っ

てくださいました。「あなたは赦されていますよ。

だから安心していいんですよ」と言ってくださっ

たのです。「悪いことをしてしまったなぁ」と思っ

ているときに、こうやって赦してもらえると、本

当にほっとします。イエスさまは、私たち一人一

人に、この赦しを与えてくださいます。イエスさ

まがこのように赦してくださることを信じた人

は、安心して、元気いっぱいに生きていくことが

できるのです。

　みんなは、聖書を読んでこのことを知ります。

そして、イエスさまについて、また、自分の救い

について、聖書に書いてあることは本当ですよ、

ということを、お友だちや家族の人にも伝えたく

なると思います。ぜひそうしてください。

　聖霊なる神さまが、小さい時から、みんなの心

に働きかけてこられます。教会に行こうという気

持ちにさせて、聖書に書いてあることがわかるよ

うにしてくださいます。みんなの心の目を開いて、

イエスさまの手足の釘跡が見えるようにしてくだ

さいます。教会の皆の前で「イエスさまをわたし

の救い主と信じます」と告白することができるよ

うにしてくださいます。他の人にイエスさまのこ

とを伝えるときに、言うべき言葉を教えてくださ

います。聖霊なる神さまの働きかけがあるかどう

か、いつも気にしてみてください。	（赤石めぐみ）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ルカによる福音書	24章48節

あなたがたはこれらのことの証人となる。
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	 5月18日	 キリストの証人となる	 幼稚科

〈ねらい〉

　イエスさまは、私たちの心を開いてくださり、

聖書が語ることが分かるようにしてくださること

を知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　ここでイエスさまがしてくださったことは何で

しょうか。「そしてイエスは、聖書を悟らせるた

めに彼らの心の目を開いて、言われた」（ルカ

14:45）とあるように、私たちの「心の目」を開

いてくださり、聖書のことがよく分かるようにし

てくださるということです。「肉の目」ではなく、

「心の目」で聖書を見て、聞いていくことが求め

られています。

　しかも、私たちが心を開くことができるのは、

自分の力ではなく、神さまご自身が開いてくださ

るのです。だからこそ「神さま、私の心の目を開

いてください」「イエスさまのことが分かるよう

にしてください」という祈りの言葉を、幼い頃か

ら覚えることができたら幸いです。教会学校で、

聖句はよく暗唱しますが、「主の祈り」を除いて

あまり「祈りの言葉」を教えて、それを覚え、一

緒に祈るということがあまりないのではないかと

自分自身のことを含めて反省しています。神さま

との交わりに生かされている私たちにとって、御

言葉を聞くことと共に、私たちもまた神さまに語

りかけ、対話をしていくことなしに健やかな信仰

を歩んでいくことはできません。そのような意味

で、今日の箇所は、神さまに祈り、語りかけるべ

き大切な言葉がここにも示されているのではない

でしょうか。「私の心の目を開いてください！」。

　また、私たちが神さまと対話するということは、

神さまにお会いするということでもあります。

いったいどうしたらイエスさまにお会いすること

ができるのでしょうか。子どもたちの中には、直

接イエスさまのお姿を見てみたい。そのような仕

方でイエスさまにお会いしたいと願っている子も

いることでしょう。でも、イエスさまに出会うと

いうのは、直接自分の目でイエスさまを見ること

ではありません。イエスさまの弟子たちを含め、

地上でイエスさまを見た人がすぐに信じられたわ

けではないのです。それどころか十字架につけて

しまいました。イエスさまを裏切って逃げて行っ

た人も多くいました。だから、直接イエスさまを

見ることが、イエスさまに出会ったことや信じる

ことができることに必ずしもつながるわけではな

いのです。

　そもそも、今、イエスさまを信じている人たち

は誰も直接イエスさまを見た人はいないのです。

でも、ずっと教会はイエスさまを信じてきました。

これはとても不思議なことです。「見ないのに信

じる者は幸い」（ヨハネ20:29）とイエスさまが

トマスに語られたように、２千年の間ずっと教会

の人たちはイエスさまがお語りになった幸いの中

に招かれ続けてきました。

　教会学校の教師たちも、この幸いの中に招かれ

たのです。そして今度は、子どもたちを、イエス

さまを信じる幸いの中に招く務めに召されている

のです。時に心に疑いを持ったり、悲しみに心が

閉ざされたこともあることでしょう。それゆえに、

聖書を読めなくなったり、教会に通うのがしんど

くなったこともあるでしょう。でも、その度に、

イエスさまが私のところに来てくださり、平和を

宣言してくださいました。心の目を開いて、イエ

スさまのことが、今よりももっと分かるようにし

てくださいました。そのように、主の恵みを証言

しつつ、あなたも私のようにイエスさまとお会い

することができると約束することができるのでは

ないでしょうか。

〈祈り〉

　私の心の目を開いてください。そして聖書に書

いているイエスさまのことがよく分かるように導

いてください。
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	 5月18日	 キリストの証人となる	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「あなたがたはこれらのことの証人となる。」ル

カ24:48

・「あなたがた」とは誰でしょう。

→お弟子さんたち。

・証人とはなんでしょう。

→事実を証明する人。

・「これらのことの証人となる。」という意味は何

ですか。

→イエス様について、「メシアは苦しみを受け、

三日目に死者の中から復活する。また、罪の赦

しを得させる悔い改めが、その名によってあら

ゆる国の人々に宣べ伝えられる」という出来事

を目撃し、宣べ伝える人になるということ。

2. 説教を分かち合う。

2-1. イエス様のことを考えよう。

・復活したイエス様はご自分が復活したことを、

お弟子さんたちにどういう方法で理解させよう

としましたか。

→実際に現われ、お弟子さんたちの真ん中に立っ

て見せました。さらに、お話をし、手や足を見

せ、焼いた魚を食べて見せました。

・イエス様は、ご自分のことが書かれている本を

何度も説明しました。その本はなんですか。

→旧約聖書。みんなが待ち望んでいたメシアがご

自分だとわかってもらうために、何度もお話し

をしてきました。

・イエス様は、誰がイエス様の証人になる、と言

いましたか。

→「あなたがた」と言いました。どこかの誰かだ

けが、ではなく、イエス様は、今お話しを聞い

ているみんながキリストの証人となることを望

んでいます。

・イエス様は聖書の言葉が本当だということを、

どのようにして教えてくださいますか。

→イエス様の言葉を守ろうとするときに、聖霊に

よって守る力が与えられ、また聖霊の力が豊か

に注がれることによって教えられます。

2-2. お弟子さんたちのことを考えよう。

・復活したイエス様を見たときお弟子さんたちは

何を思ったでしょう。

→亡霊を見ているように思った。

・亡霊を見ているようだったということは、復活

を信じることができたのですか。

→まだ死んだままのイエス様を考えていました。

・お弟子さんたちは、イエス様が復活したことを

受け入れることができても、なんで復活できた

のかは最初はわかりませんでした。分かるよう

になった理由はなんですか。

→旧約聖書を通してイエス様のことが書かれてい

ることを教えられて、気が付いたから（46節

以降）。

・お弟子さんたちは、旧約聖書からイエス様が救

い主だとわかったとき理解したとき、イエス様

のこれまでの働きが何のためだとわかったので

すか。

→罪から救い出すための働きであること。

2-3. わたしたちのことを考えよう。

・イエス様はお弟子さんたちをキリストの証人に

したように、聖書を読んでイエス様を信じるみ

んながキリストの証人になれるだけの恵みをく

ださっていますし、これからも与えてください

ます。そして将来、みんなはイエス様に直接お

会いします。イエス様は、私たちが良く証しを

したかどうかご存じです。わたしたちの周りに、

証しできる人は、どんな人がいますか。一人一

人をあげてみましょう。

　　そしてその人にお伝えできるようにみんなで

お互いのために祈り合いましょう。

　

3. ゲーム

　UNO やトランプ。一番負けた人は、罰ゲームで、

勝った人たちのいいところを、一つずつほめなけ

ればいけない。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　この箇所は、直前の「ぶどうの木」の話と一連

のものとして書かれている。主イエスがまことの

ぶどうの木で、父なる神が農夫（1節）、そして

私たちは枝である（4節）。ぶどうの枝は木を離

れては、実を結ぶことができない（4節）。しかし、

木に繋がっていれば、豊かに実を結ぶ（5節）。

この譬えによって、主イエスと繋がっていること

の重要性が記される。繋がっているなら、「望む

ものを何でも願いなさい。そうすればかなえられ

る。」（7節）と言われている。主は弟子たちをこ

よなく愛してこられた。そして、その主の愛にと

どまるように言われている（9節）。主の「愛に

とどまっている」ことは、実際に「主イエスの掟

を守ること」であると言われている（10節）。主

イエスが父なる神の掟をことごとく守られたよう

に。

	 11節　主が13章から始まる一連の告別説教を話

されたのは、主の喜びが私たちの内にあり、私た

ちの喜びが完全に満たされるようになるためであ

る（11節）。実を結ばない枝はみな、父が取り除

かれる（2節）。私たちは、主イエスの内にとどまっ

ていなくては、実を結ぶことはできない（4節）。

どのようにしたらとどまることになるのだろう

か。主イエスの掟を守るなら、主の愛にとどまっ

ていることになる（10節）と言われている。

	 12節　わたしがあなたがたを愛したように、互

いに愛し合いなさい。これがわたしの掟である。

主イエスの掟とは、主が私たちを愛されたように、

互いに愛し合うことである（12節）。主イエスへ

の愛は、互いに愛し合うことによって実証される

のである。しかも「わたしがあなたがたを愛した

ように」とは、十字架に掛かり、私たちの罪の身

代わりに死んでくださった主のように、愛しなさ

いということである。

	 13節　友のために自分の命を捨てること、これ

以上に大きな愛はない。主イエスは、これからご

自分が多くの者たちの為に十字架の上で死なれる

ことを、念頭において話しておられる。主イエス

は弟子たち、そして私たちのために命を捨てて下

さった。これ以上大きな愛はないと述べられる。

主は最高の模範を示して下さっているのである。

主は私たち相互の間にも、ご自身の愛の性格と同

じものを、求めておられる。とてもできそうにな

くとも、主がそのように互いに愛し合うことを求

めておられ、それが主の御心であることを覚え、

愛を願い求め、相互に愛することに励むべきなの

である。

	 14節　主イエスはこの弟子たちのことを、もは

や僕とは呼ばずに「友」と呼ぶと言われる。旧約

においてはアブラハム、モーセ、預言者や他の敬

虔な人たちだけが「神の友」と呼ばれている。新

約においては、そのような言い方はここだけであ

る。

	15節　主が弟子たちを「友」と呼ばれたことは、

主ご自身の主権においてなされたものである。主

イエスが、父なる神様から聞いたことを全て、弟

子たちに知らせられたから、と記されている。僕

は命じられたことをするが、主人の心を何も知ら

ない。しかし友人は友の心を良く知っているもの

である。主イエスが、父から聞かれたことを全て

啓示されたので、弟子たちは、神の御心を知る者

とされたのである。私たちは、弟子たちを通して

伝えられた御言葉を通して、弟子たちと同じよう

に、神様を知る者とされた。神を啓示なさった御

子イエス・キリストにより、私たちは、神がどの

ようなお方であるかを知る者とされた。聖書の言

葉を通して、神様が何を喜ばれるか、何を望んで

おられるか、何を目的としておられるかを、私た

ちも知る者とされた。

　それゆえ、この一連の御言葉を自分たちへの呼

びかけとして受け取る。この弟子への命令は私た

	 5月25日	 教会を建てあげるキリストと聖霊	 教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 ヨハネによる福音書	15章11～17節

	 参照教理問答	 子どもカテキズム　問	39，40，65

	 	 	 ウェストミンスター小教理問答　問39，40，41
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ちへの命令でもあるのである。それゆえ私たちも、

主の命令に、自由と喜びを持って従う者とされた

い。

 16節　あなたがたがわたしを選んだのではな

い。わたしがあなたがたを選んだ。

　「主が選んでくださった」との慰めに満ちた言

葉。他でもない「主が」御自身の主権をもって選

んでくださっている。それは、私たちが「出かけ

て行って」「実を結び」「その実が残るように」な

るためであるとある。内省的になって自分の信仰

の純粋性を求めるのではなく、出て行くことが目

的とされている。出て行って実を結ぶこと、そし

て、その実が残るためである。広い意味で、神様

の栄光のためになされる私たちの生き方全体が、

私たちの結ぶ実でもある。しかし、狭い意味での

伝道によって刈り取られる実、即ち、信じて救わ

れる人たちが視野に入っていることは間違いない

（マタイ28:19～20）。いずれにせよ、私たちの結

ぶ実が「残ること」を主は想定されている。主は

また「わたしの名によって父に願うものは何でも

与えられるようにと、わたしがあなたがたを任命

したのである」とも語られる。主は、従おうとす

る私たちの祈りを聞いてくださるのである。主イ

エスは今日も、熱心にとりなしてくださっている。

	 17節　互いに愛し合いなさい。これがわたしの

命令である。12節で語られたことが繰り返され

る。「互いに愛し合う」ということは、主を信じ

る者の生き方の中心的なことなのだ。主の愛に導

かれる時にのみ、私たちは友をぶどうの木である

主イエスに結び付け、彼らに主イエスの賜物を分

かち合う者になることができる。私たちも、主イ

エスご自身に繋がりつつ、主の愛に根ざして、初

めて、互いに愛することができるようにされる。

教会においては、主の愛に根ざした信仰者相互の

愛が、互いを結び付け、教会を形成し、力付ける

のである。私たち教会共同体がなすべき大切な主

からの命令が、他でもない、「互いに愛し合うこと」

なのである。教会共同体が互いに愛し合い、主に

とどまりつつ、出て行くとき、必ず実を結ぶ。永

遠に残る実を結ぶ。主が御自身の助けによって、

伝道を進展させてくださるからである。

　生まれながらの私たちには、互いに愛し合うこ

とは、自分の力だけではできない。しかし、主が

父なる神様のもとから、助け主を遣わしてくださ

る（26節）。このお方は真理の霊であられ、主イ

エス様について証しをなさる（26節）。この聖霊

の助けと、力強い導きによって、私たちも神に従

うことができるようにされるのである。

　弟子たちは聖霊によって強められ、命を掛けて

主の証人として歩み、教会が誕生した。そしてや

がて新約聖書が記された。主イエスを信じる私た

ちも、聖霊の導きによって助けられ、力付けられ、

教会の一員として生きる。主の命令に従うために、

熱心に悔い改め、古い自分を捨てて生きる。それ

は、主の命令でもある。聖霊に導かれ、助けられ

て、教会において、互いに愛し合い、主の命令を

守る。それが主イエス様の愛にとどまる生き方で

ある。主の愛にとどまり、主の掟を守る者は、実

を結ぶ者とされるのである。	 （袴田清子）
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　主イエス様は、十字架にお掛かりになられる前

に、弟子たちに特別に説教をなさいました。その

中でイエス様は「わたしはまことのぶどうの木、

わたしの父は農夫である。」と話されました。

　イエス様がぶどうの木で、父なる神様が農夫で

あられるのです。弟子たちはイエス様というぶど

うの木の枝なのです。枝は木に繋がっていなけれ

ば、実を実らせることはできません。ましてや、

木から離れると、実を結ぶことはできません。枝

は、木から離れるとやがて枯れてしまいます。

　このお話を用いて、イエス様は、弟子たちが主

であるご自身に、繋がっていることの大切さをお

話しになりました。

　人がイエス様に繋がっており、イエス様もその

人に繋がっていてくださるなら、その人は豊かに

実を結ぶのです。弟子たちは、イエス様を離れて

は、何もできないからです（5節）。

　イエス様は、「わたしの言葉があなたがたの内

にいつもあるならば、望むものを何でも願いなさ

い。そうすればかなえられる」（7節）。とも言わ

れました。人がイエス様に従って豊かに実を結び、

弟子となるなら、父なる神様が栄光をお受けにな

るのです（8節）。

　主は、父なる神様が、イエス様を愛されたよう

に、私たちを愛されてきたと言われます。そして

主の愛にとどまりなさいと言われます（9節）。

主イエス様は、父なる神様の掟を完全に守り通し、

父なる神様の愛にとどまっておられました。弟子

たちも、主イエス様の掟を守るなら、その愛にと

どまっていることになると言われました（10節）。

　イエス様の掟を守ることと、イエス様の愛にと

どまることは、同じなのです。

　イエス様の掟とは、どのような掟なのでしょう

か。12節には「わたしがあなたがたを愛したよ

うに、互いに愛し合いなさい。これがわたしの掟

である」と記されています。十戒も神様からの掟

です。しかしそれと共に、イエス様を信じる者同

士が、「互いに愛し合う」ということが、イエス

様の掟だと言われているのです。　

　そして、13節では、「友のために命を捨てるこ

と、これ以上に大きな愛はない」と言われました。

つまり、イエス様ご自身が、まず、一番大きな愛

を示されたことが述べられているのです。イエス

様が示された最高の愛は、私たちの罪の身代わり

に十字架にお掛かりになられることでした。イエ

ス様は最高の愛で、私たちを愛し、最後までその

愛を貫き通してくださったのです。そして、この

イエス様の愛を模範として、互いに愛し合いなさ

い、と命じられているのです。その命令を行うな

ら、私の「友」だと言われています（14節）。

　イエス様は、ご自身を愛する一人一人を愛して

おられます。だから、私たちも、イエス様の愛し

ておられる一人一人を大切に思い、イエス様の愛

によって、互いに愛し合うことを、願っておられ

るのです。

　そんな愛は到底無理だ、と思う人がいるかもし

れません。しかし、そのように愛し合うことが、

イエス様の友となることなのです。自分にはでき

ないなと思っても、主イエス様の御心を重んじ、

神様の求められる愛を追い求め、お互いに愛し合

うことに励まなくてはなりません。

　15節でイエス様は、「もはや、わたしはあなた

〔単元のねらい〕

　教会を建てるために十字架に赴かれた御心に従い、互いに愛し合う共同体を築こう。

互いに愛し合いなさい

	 5月25日	 教会を建てあげるキリストと聖霊	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨハネによる福音書	15章11～17節

	 子どもカテキズム	 問65
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がたを僕とは呼ばない。……わたしはあなたがた

を友と呼ぶ」とおっしゃっています。神様に「友」

と呼ばれた人は、旧約聖書に出てくるアブラハム

や預言者たちだけでした。そのような人たちに対

してと同じように、主イエス様は弟子たちに対し

て「友」と呼んでおられるのです。

　それは、神の子であられるイエス様ご自身が、

父なる神様からお聞きになったことを全て、弟子

たちに教えられたからです（15節）。奴隷や使用

人は、主人の心を知らずに、命じられたことをす

る者にすぎません。しかし、主イエス様は、父な

る神様からお聞きになった、全てのことを、弟子

たちにお知らせになりました。神様の心の内を打

ち明けられたのです。それ故、弟子たちのことを

「友」と呼ぶ、と言われるのです。

　「あなたがたがわたしを選んだのではない。わ

たしがあなたがたを選んだ」。主イエス様は、弟

子たちを主権的に選ばれました。それは、弟子た

ちが出かけて行って、実を結び、その実が残るよ

うになさるためだと記されています（16節）。自

分の聖さだけを、ひたすら求めるような生き方で

はなく、「出かけて行って」「実を結び」「その実

が残るように」なることを、主は目指しておられ

るのです。

　「実」とはなんでしょうか。私たちが、イエス

様の栄光のためになす全てのことは、実です。し

かし、それだけではなく、実とは、弟子たちがイ

エス様の教えと救いの御業を語ることで、「信じ

る人達」のことも指しています。イエス様はマタ

イ28章の19～20節において、命令なさいました。

「行って、全ての民をわたしの弟子にしなさい」。

イエス様を信じていない人たちがイエス様のこと

を知り、弟子として従うことを、神様は望んでお

られます。

　そして、その使命のために「わたしの名によっ

て父に願うものは何でも与えられるようにと、あ

なたがたを任命したのである」と言われています。

　それから、再び同じ命令を繰り返されます。「互

いに愛し合いなさい。これがわたしの命令である」

（17節）。

　教会において、仲間割れや、喧嘩が起こること

があります。罪人の集まりでは、避けられないこ

とです。しかし、主イエス様は「互いに愛し合い

なさい」と命じておられます。

　一度仲たがいした人とは、とうてい仲直りでき

ないと思うかもしれません。もう二度と話しをし

たくない、と思うかも知れません。確かに生まれ

ながらの私たちには、互いを愛し合うことは難し

いことであります。私たちは、イエス様のように、

罪人のために犠牲になるような愛は、とても持ち

合わせていないかもしれません。しかし、神様は

罪人である私たちの為に、実際に独り子であるイ

エス様をささげてくださいました。そしてイエス

様は実際に、父なる神様の御心に従い、十字架で

私たちの罪の為に死んでくださったのです。

　神は愛であられるので、互いに愛し合いなさい、

と命じられ、その掟を守るなら、主イエス様の愛

の中にとどまっていることになる、と言われるの

です。

　愛の無い私たちには、助け主が与えられていま

す。聖霊なる神様の助けによって、イエス様の御

心を確信させられ、助けられ、力を与えられ、勇

気を与えられて、愛することができるように、祈

り求めましょう。	 （袴田清子）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヨハネによる福音書	15章26～27節

わたしが父のもとからあなたがたに遣わそうとしている弁護者、すなわち、

父のもとから出る真理の霊が来るとき、その方がわたしについて証しをなさるはずである。

あなたがたも、初めからわたしと一緒にいたのだから、証しをするのである。
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	 5月25日	 教会を建てあげるキリストと聖霊	 幼稚科

〈ねらい〉

　イエスさまにつながることによって、互いに愛

し合いながら生きられるのだということを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　「互いに愛し合いなさい」と命じられたイエス

さまのお言葉を、子どもなりに理解するとどうな

るのでしょうか。ひとことで言い表わすことはと

ても難しいことですが、仮に「喧嘩をすることな

く仲良くする」というふうに考えてみましょう。

一緒に生きる人たちと仲良くし、相手を思いやる

ことは大事なことです。ただ、このことは何も教

会共同体の中だけではなく、幼稚園や保育園、学

校や家庭の中でも教えられています。でも聖書が

教える愛は一般的に教えられていることではあり

ません。聖書が語る愛の特徴は、「イエスさま」

とつながることによって生まれる実りであるとい

うことです。

　子どもたちは、小さいなりに、誰かと一緒に生

きていくことの大変さをよく知っています。愛す

ることの難しさ、憎しみの虜になっている自分の

惨めさを知っています。しかし、愛に生きられな

い自分の罪を知りながら、それに打ち勝つことが

できず、欲望のままに友だちに暴言を吐いたり、

手を出してしまったりするのです。小さければ小

さいほど自分の欲を制御できない弱さをも抱えて

いることでしょう。何度言われても、学校や親か

ら教えてもらうように、皆と仲良くすることがで

きません。仲良くしていても、実際は仲の良い振

りをしているだけで、内心「あんなやつ！」と怒

りに駆られながら生活している子どもたちもいる

ことでしょう。

　でもそういう私たち大人や子どもを、イエスさ

まは選んでくださいました（ヨハネ15:16）。私

がおりこうさんだからではありません。喧嘩をし

ないからではありません。私がどういう人間であ

るかないかにかかわらず、イエスさまは私を救う

ために選び出してくださいました。

　そしてイエスさまは私たちのことを「友」と呼

んでくださるのです。私がイエスさまを愛するこ

とができなくても、イエスさまは私のことを最後

まで愛してくださいます。その大きな愛を十字架

の上で示してくださったのです。十字架に示され

た大きな愛によって、私たちの罪は覆われ、赦さ

れました。このイエスさまにつながっているので

すから、私たちは必ず豊かな実を結びます（ヨハ

ネ15:2）。それも小さな実ではなく、豊かな実を

結ぶのです。イエスさまの愛を知るまでは決して

できなかった本当の愛に生きられるようになるの

です。

　毎週、教会に来て礼拝を捧げるのは、今日も、

私はイエスさまとつながっているんだ。イエスさ

まに愛されている人間なんだ。こんな私でも愛に

生きられるんだという恵みを繰り返し聞くためな

のです。

〈祈り〉

　イエスさまとつながって歩めることを感謝いた

します。イエスさまが私を愛してくださったよう

に、私も色んな人たちのことを愛することができ

ますように。
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	 5月25日	 教会を建てあげるキリストと聖霊	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「わたしが父のもとからあなたがたに遣わそう

としている弁護者、すなわち、父のもとから出る

真理の霊が来るとき、その方がわたしについて証

しをなさるはずである。あなたがたも、初めから

私と一緒にいたのだから、証しをするのである。」

ヨハネ15:26～27

・聖霊とはどなたでしょう。

→三位一体の神様です。イエス様が天に昇った後

お弟子さんたちに降った神の霊です。人の霊で

はありません。

2. 説教を分かち合う。

2-1. イエス様のことを考えよう。

・イエス様が送ってくださった聖霊によらなけれ

ば、お弟子さんたちは、イエス様の新しい掟を

守ることはできません。イエス様がくださった

新しい掟はなんですか。

→「互いに愛し合いなさい」。

・「互いに愛し合いなさい。」とはどういう意味で

すか。自分の言葉で言い直してみよう。

→お互いを大切にする。お互いのことを思いやっ

たり、理解したりする。相手のことを自分の事

洋に大切にする。イエス様がお弟子さんたちを

愛してくださったように愛する。etc

・イエス様からみて、お弟子さんたちはどんな人

だったでしょうか。優れた人？	信仰深い人？	

立派な人？	言うことを良く聞く人 ?	イエス様

の言うことをよく理解する人？

→お弟子さんたちはイエス様に呼ばれて従ってい

た人たちですが、優れた人でもなく、信仰深く

もなく、立派でもなく、言うことを守れなかっ

たり、イエス様の言っていることを理解できな

かったりしました。

・イエス様から、お弟子さんたちはどのように思

われていたのでしょう。

→この人から何からもらえる、とか、この人のお

かげで、自分の評判は良くなるとか、自分は偉

くなれる、とは思っていませんでした。でも、

この人たちを愛することが、父なる神様の喜ぶ

ことだと知っておられました。

・お弟子さんのどんなところをイエス様は愛した

のでしょうか。

→愛すべきところがあったから愛したのではあり

ません。イエス様が一方的に愛してくださった

のです。だから、互いに愛し合いなさいとは、

愛する点がある人だけが愛されるのではなく

て、どんな人でも互いに愛し合うべきだという

ことなのです。

2-2. お弟子さんたちのことを考えよう。

・お弟子さんたちは、誰が一番偉いかとか、どう

したら人生を成功できるかということばかりを

考えていました。でも友のために自分の命を捨

てることが最も大きな愛だと聞いたとき、どん

な気持ちがしたでしょうか。

→友のために自分の命を捨てたくないけど、神様

はそういうことを願っているのなら、しないと

いけないのかなあ、と驚きと不戸惑い、など。

・友のために自分の命を捨てることが最も大きな

愛だと言れた後、お弟子さんはイエス様に何と

言われて励まされましたか。

→あなたがたを友と呼ぶ。父から聞いたことをす

べてあなたがたに教えたから。

2-3. 私たちのことを考えよう。

・私たちの周りにいる人で大切にしたいと思えな

い人はいますか。あるいは、誰かが自分を大切

にしてくれないという人はいますか。

→まず、私たちがイエス様につながってイエス様

の愛をしっかりうけとめましょう。そして、私

たちが互いに愛し合えるように、聖霊を豊かに

注いでくださるように、お互いに祈り合いま

しょう。

3. ゲーム

　UNO やトランプ。一番負けた人は、罰ゲームで、

勝った人たちのいいところを、一つずつほめなけ

ればいけない。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　ルカによる福音書は、復活のイエスが、弟子た

ちに証人となるために聖霊を送ることを約束し、

そのためにエルサレムに留まるようにと勧め、そ

して昇天していかれる場面を描いて閉じられる

（24:44～53）。

　使徒言行録は、この部分を更に詳細に描くこと

から始まる。復活させられたイエスは、40日の

間弟子たちの前に現れ、神の国について教え、聖

霊が与えられることを約束し続ける（1:3～5）。

　その上で、イエスの昇天が描かれる（6～11）。

しかしここで描かれるのは、単に天に昇っていか

れるイエスだけではない。

　最初に描かれるのは、復活のイエスにお目にか

かり、直接の教えを受け続けている、使徒たちを

代表とする弟子たちの無理解である。彼（彼女）

らはなお、「主よ、イスラエルのために国を建て

直してくださるのは、この時ですか」と尋ねるの

である（6）。「大喜びで……神をほめたたえていた」

（ルカ24:52）状態にいたるまでには、イエスの

導きが必要だったのである。

　十字架の死を打ち破る復活の力が、どのような

形を取るのか。それは、今ユダヤ民族となってい

る神の民イスラエルの、国家としての再興という

形を取るのではないか。

　しかしイエスは、この弟子たちの問いを退けら

れる。弟子たちが見つめているのは、今という時

と今を生きる自分たちであったが、イエスが見つ

めておられるのは、父が権威を持って定められた

時と、そこに生きる壮大な神の民なのである（7，

8）。

　使徒たちを代表とする弟子たち（すなわち教会）

に委ねられるのは、聖霊を与えられて、十字架と

復活の主、イエス様の証人となり、神のご計画に

仕える者として生きる権威である（9）。

　イエスは、使徒たちを代表とする弟子たち（す

なわち教会）の無理解を退けられ、確かな約束を

与えて、天に昇っていかれたのである。

　しかもこの聖書テキストには、天に昇っていか

れるイエスについて、「白い服を着た二人の人」

が現れて証人となる。もちろん、この「白い服を

着た二人の人」とは、復活のイエス様を指し示し

たあの二人である（ルカ24:4）。

　この天からの証人は、天に昇っていくイエスを

見つめ続ける教会に向けて、明確な宣言を行う。

「ガリラヤの人たち、なぜ天を見上げて立ってい

るのか。あなたがたから離れて天に上げられたイ

エスは、天に行かれるのをあなたがたが見たのと

同じ有様で、またおいでになる」（11節）。

　前提として確認しておかなければならないが、

復活のイエスとは、十字架の御傷をお持ちのイエ

スである。イエスは復活の後、弟子たちに現れた

時、「わたしの手や足を見なさい。まさしくわた

しだ」と言われた（ルカ24:39）。これは、亡霊

だと考えていた弟子たちに、生きていることを指

し示すためだけに言われた言葉ではない（参照ヨ

ハネ20:24～29）。

　そのことを踏まえた上で、この約束には、3つ

の重要なポイントがある。第一に、イエスは、聖

霊を与えてくださることによって、私たちの心の

内に住まわれる。私たちが信仰の目をもって仰ぎ

見る、あの十字架と復活のイエス様ご自身が、「ま

たおいでになる」のである。そして、聖霊によっ

て私たちの内に住まわれるイエスは、私たちを清

め、いよいよ御自分とひとつにしてくださるとい

う仕方でお働きになり、私たちを御自分に引き寄

せてくださる。

　第二に、聖霊において共にいてくださるイエス

は、確かに天におられるお方でもあるのである。

「あなたがたから離れて天に上げられたイエス」

と言われている通りである。そして、天におられ

るイエスもまた、十字架の御傷をお持ちのイエス

	 6月1日	 キリストの昇天	 教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 使徒言行録	1章6～11節

	 参照教理問答	 子どもカテキズム　問26

	 	 	 ハイデルベルク信仰問答　問46～49,	問76
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なのである。天に昇られたイエスは、父なる神の

右に座して、王として即位し、裁き主となられた。

しかしその裁き主であるお方が、私たちのために

十字架で裁かれたイエスであって、しかもなお十

字架の御傷を指し示しながら、父なる神様に執り

成しの祈りを続けておられるのである。これ以上

に深い、私たちの日々の生活への慰め、また残る

罪との戦いへの励ましはない。

　第三に、天に昇っていかれたイエスは、聖霊に

よって、私たちと共にいてくださるだけではなく、

再び決定的においでくださるお方でもある。聖霊

を与えられて復活のイエスの証人とされた教会に

よる福音の告知によって、神の国は進展する。そ

してやがて「父が御自分の権威をもってお定めに

なった時や時期」が来て、神の国が完成するとき、

イエスは再びおいでになる。再臨の約束である。

私たちはその日、イエスが復活なさったように、

それぞれに背負ってきた十字架の傷を持ったま

ま、復活するのである。

　今日の説教では、特に11節で語られている約

束の第一と第二の点に絞って、福音を語りたい。

〈カテキズムの解説と黙想〉

　今回の聖書箇所の黙想のために、子どもカテキ

ズムでは、問26を取り上げた。この後半部分で、

天に昇られたイエスが、今も「御父の右に座して」

（すなわち王として）、「私たちのために執り成し

の祈りをささげていてくださ」ることが教えられ

る。

　しかし何よりも、イエス様が天に昇られたこと

が、私たちにとってどのような益があるかを、味

わい深い信仰の言葉で言いあらわしているのは、

ハイデルベルク信仰問答の問46から問49、分け

ても問49である。

　問49が言いあらわすのは、3つのことである。

第一に、天におられるイエスが、御父の面前で私

たちの弁護者となっていてくださること（子ども

カテキズム問26と同じ）。第二に、十字架の御傷

をお持ちの復活のイエスが天におられることは、

私たちの復活の確かな保証であること。第三に、

天におられるイエスは、聖霊を注いで、私たちを

御自分のもとへと絶えず引き寄せてくださるこ

と。

　特に、第二点と第三点を黙想するときには、主

の晩餐について信仰を告白する問76をも、合わ

せて読みたい。主の晩餐のお恵みは、「キリスト

のうちにも、わたしたちのうちにも住んでおられ

る聖霊によって、その祝福された御体といよいよ

一つにされてゆく、ということです」と言われる。

　「一つにされてゆく」とは、霊的な意味でだけ

言われるのではない。「それは、この方が天にお

られ、わたしたちは地にいるにもかかわらず、わ

たしたちがこの方の肉の肉、骨の骨となり」とあ

るように、私たちの魂も体もすべてが、天におら

れるイエスとひとつとされていくことなのであ

る。

　天に昇られたイエスは、聖霊を注いで、私たち

と今既にひとつとなっていてくださる。そしてい

よいよひとつとなってくださる。私たちのために

執り成し、私たちの心をご自分へと向けさせ、そ

れぞれの十字架を背負ってイエス様に従う私たち

をご自分の復活と栄光の御姿へと造り変えること

で、ひとつとし続けてくださるのである。

　

〈子どもたちへ〉

　弟子たちは、「イエスが離れ去って行かれると

き、彼らは天を見つめていた」（10節）。復活の

イエス様が天に昇っていかれる。そのお話を語り

出すだけで、子どもたちもやはり「天を見つめる」

ことになるだろう。

　日曜学校教師である私たちに委ねられているの

は、天からの二人の証人と心を合わせてイエスが

天に昇っていかれたことの意味を語りかけること

である。

　そのとき子どもたちは、天におられるイエスが、

十字架の御傷を指し示しながら、どのようにこの

私のために父なる神の御前で祈っておられるかを

知ることになるだろう。聖霊によって共にいてく

ださるイエスが、ご自分と更にひとつにするため

に、今どのようにこの私のために働いておられる

かを、知ることになるだろう。

　それは一言で言えば、天におられるイエスが、

その力強い御手をもって、私たちをご自分の肉の

肉、骨の骨として愛し守って、更に天におられる

ご自分の御許に引き上げていてくださる、という

ことである。	 （安田直人）
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　イエスさまは、私たちの罪を背負って、父なる

神さまの刑罰をその身に引き受けられて、十字架

に死んでくださいました。

　十字架に身代わりになって死んでくださったほ

どの、私たちへの愛。迷子の一匹の羊を探し回る

ほどの、父なる神さまの御心を実現したその愛。

そのイエスさまの愛を見つめて、父なる神様は、

大きな力を振われました。

　イエスさまを墓からよみがえらせられたので

す。死んだ人が生き返ったのでありません。神さ

まの御怒りを受けて滅んだ滅びの中に、神さまを

愛し、隣人を愛して生きる、本当の神さまの子ど

もとしての新しいお命が生まれたのです。

　イエスさまを信じると、イエスさまはご自分と

私たちを、ひとつに結び付けてくださいます。イ

エスさまが、こう教えてくださったのを覚えてい

ますか。「わたしはぶどうの木、あなたがたはそ

の枝である」。ぶどうの木と、その枝。ひとつに、

しっかりつながっていて、ぶどうの木であるイエ

スさまの何もかもが、枝である私たちの中に満ち

溢れるんですね。

　ですからイエスさまを信じると、罪はぜんぶ赦

されます。もう罰は終わったからです。イエスさ

まの十字架の御傷を見ると、そのことが良くわか

ります。

　ですからイエスさまを信じると、私たちはイエ

スさまと同じ、神さまの子どもとなります。イエ

スさまの復活のお命、本当の神さまの子どもとし

ての新しいお命が、私たちの内に流れるようにな

るからです。

　

　そのように私たちのために十字架に死なれ、私

たちのために復活させられたイエスさまは、復活

なさったあとには、どうなさったのでしょうか。

　今日読んだ聖書に書いてあったとおりです。イ

エスさまは、弟子たちと40日の間共に過ごされ

ましたが、そのあとで、最後の約束をお語りくだ

さいました。「あなたがたの上に聖霊が降ると、

あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムば

かりでなく、ユダヤとサマリアの全土で、また、

地の果てに至るまで、わたしの証人となる」。

　この約束を語り終えられると、イエスさまは、

天に上げられた、と書いてあります。天に上げら

れる。そのとき一緒にいた弟子たちからは、離れ

去っていかれたのです。そのときの様子が、この

ように語られています。「イエスは彼らが見てい

るうちに天に上げられたが、雲に覆われて彼らの

目から見えなくなった」。

　私たちの生きているこの地上から、天に昇って

いかれる。それは、空高く飛んでいかれたとか、

雲の上の宇宙にいってしまわれたという意味では

ありません。私たちは、「天のお父さま」とか「天

にいらっしゃいます父なる神さま」とお呼びして、

お祈りを始めます。天とは、父なる神さまのおら

れるところですね。

　イエスさまが天に上げられる。それは、十字架

〔単元のねらい〕

　十字架に死なれ、復活なさったイエスさまは、天に昇っていかれた。このイエスさまの「昇天」の出

来事を見つめた弟子たちは、「イエスが離れ去って行かれる」と感じ、「天を見つめていた」。そのとき、

天からの証人二人が現れて、イエスさまが天に昇っていかれたことの意味を説き明かした。この説き明

かしに従って、天におられるイエスさまのお働きを、子どもたちと共に見つめて慰めを得たい。

イエスさまは天で何をしておられるの？

	 6月1日	 キリストの昇天	 説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録	1章6～11節

	 子どもカテキズム	 問26
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と復活という、私たちが罪赦されて、神さまの子

どもとして生きるために必要なすべてのことを成

し遂げられて、父なる神さまの元に帰っていかれ

た、ということです。

　イエスさまは、私たちから離れ去ってしまわれ

たのではありません。イエスさまが、天に上げら

れたとき、あの復活のときにも現れた、天からの

二人の御使いが、弟子たちに現れて、こう教えて

くれました。

　「イエスさまは、あなたがたから離れ去ってし

まわれたのではありません。イエスさまは、あな

たがたが一緒に過ごした復活のお姿のままで、ま

たおいでになられますよ」。

　そうです。イエスさまは、天におられますが、

またおいでくださったのです。イエスさまは約束

のとおり、天から、父なる神さまと一緒に、私た

ちの心に聖霊を住み込ませてくださいました。そ

して聖霊は、イエスさまの霊ですから、聖霊が住

み込むということは、イエスさまが住み込んでく

ださっているのと同じです。

　すべてを成し遂げて天におられるイエスさま

が、いつでも私たちと一緒にいてくださる。あの

十字架の御傷をお持ちのまま、復活の御体をお見

せくださって、罪赦されて、神さまの子どもとなっ

て生きる喜びを教えてくださったイエスさまが、

いつも私たちと一緒にいてくださる。何と嬉しい

ことでしょう。

　それだけではありません。私たちの心の中に住

み込んでいてくださるイエスさまは、やはり、天

にもおられるのです。それは、いつも父なる神さ

まと一緒におられる、ということです。

　イエスさまは、父なる神さまの御前で、何をし

ておられるのでしょうか。イエスさまは、聖霊に

よって、私たち一人一人の心に住み込んでくだ

さっているので、私たちのすべてをご存じです。

　きっとイエスさまは、私たちがしてしまったあ

の悪いこと、私たちが言ってしまったあのいけな

い言葉、心の底にしまいこんでいるあの憎しみ、

そういうことだけではなくて、すべてをご存じな

のです。とても複雑なからみあっていること、私

たちには解きほぐせないこと、私たちにはわから

ないような罪。

　そしてイエスさまは、ご存じのすべてのことに

ついて、いつも一緒におられる父なる神さまに、

執り成してくださるのです。

　「天のお父さま。どうか、私を見てください。

この十字架の傷を見てください。今、地上に生き

ているあの子どもたちのために、十字架に苦しみ

を受けて、滅びの死を死んだ、私の魂と体を見て

ください。あの子どもたちの罪への刑罰は、すべ

て終わっています。あの子どもたちは、十字架に

死んで、復活した私とひとつなのです。今、あの

子どもたちは、神さまの子どもとなっています。

どうか、あの子どもたちの罪ではなく、私とひと

つとなっているあの子どもたちの、神さまの子ど

もとしての命を見てください」。イエスさまは、

毎日、そのように執り成してくださっているので

す。　

　そしてイエスさまは、父なる神さまに執り成し

てくださるだけではなくて、聖霊によって私たち

の心に住み込んで、私たちの魂と体も、新しくし

てくださいます。

　ぶどうの木に、枝がしっかりと結び付いてひと

つとなっているように、元気がなくなって葉っぱ

がしおれたり、ぶどうの実がならないようなこと

がないように、イエスさまは、いつもご自分の命

を注ぎ込んでくださるのです。

　そうすると、私たちは、イエスさまとひとつに

されていますが、いよいよひとつにされていきま

す。ぶどうの枝が、ぶどうの木の一部分として、

しっかりと太くなっていくように、イエスさまと

いよいよひとつにされていくのです。イエスさま

に似た者へと変えられていくのです。

　イエスさまは、天におられ、私たちは地にいま

すが、イエスさまと私たちは、聖霊によって結び

合わされています。そしてイエスさまは、いつも

愛してやまない私たちが、ご自分ともっとひとつ

になるように働き続けていてくださるのです。私

たちはイエスさまのものです。	 （安田直人）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヨハネによる福音書	15章5節前半

わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。
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	 6月1日	 キリストの昇天	 幼稚科

〈ねらい〉

　イエスさまは、天で今も私たちのために生きて

働いておられるお方であることを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　復活したイエスさまは、ある日、弟子たちの目

の前で天に昇って行かれました。天高く昇ってい

かれ、段々とイエスさまのお姿が小さくなってい

きます。そして、やがて雲に覆われて見えなくなっ

てしまうのです。そのような光景を想像しながら、

やはりある寂しさというのが生じてきます。

　イエスさまとお別れして、もう会うことができ

ないのだと……。

　そのような悲しげな思いで天を見上げている私

たちに白い服を着た二人の人が語りかけます。「な

ぜ天を見上げて立っているのか……」と。イエス

さまのおはなしをずっと聞きながら、どうしてイ

エスさまは私たちの前にあらわれてくださらない

のだろう。どこかに行ってしまわれたのだろうか。

もうお会いすることはできないのだろうか。素朴

な疑問をどうしても抱いてしまいます。もしから

したら、イエスさまは昔の人で、もう死んでしまっ

たのだと誤って理解している子どもたちもいるか

もしれません。

　でも、イエスさまは、今も天において生きてお

られるのです。天とは、空の上や宇宙のことでは

ありません。だから飛行機に乗ってもイエスさま

に会うことはできません。天とは神さまがおられ

るところです。そしてその場所を私たちの目では

見ることはできないのです。でも、聖霊をとおし

てイエスさまが生きておられること、イエスさま

が私と一緒におられることが分かるように導いて

くださいます。

　そして、天におられるイエスさまは、何もして

おられないわけではありません。もうわたしの仕

事は全部終わったのだと言って、天に帰って行か

れたわけではないのです。いつも私たちのことを

心に留めてくださっているのです。地上におられ

たとき、弟子たちや病気の人や貧しい人や罪人た

ちのことをご覧になって、手を差し伸べてくだ

さったように、天においても同じように私たちの

ために働いてくださっているのです。いつも私た

ちのために、この世界のためにお祈りをしてくだ

さっているのです。

　だから、天を見て、寂しいなと思うのではなく

て、やがて必ず来てくださるイエスさまのことを

信じて、希望をもって歩んでいきましょう。元気

になれないときもあるかもしれません。お友だち

と喧嘩して嫌な思いをしたり、反対に嫌な思いを

させてしまって心が苦しくなることもあるかもし

れません。でも、イエスさまがお祈りしてくださ

います。「どうか私の十字架のゆえにお赦しくだ

さい。この子が元気になることができるように助

けてください」と。だから、この世界で生きてい

けるのです。

　イエスさまが今日も天にいてくださいます。今

日も皆のことを心配していてくださいます。イエ

スさまに「ありがとう」と感謝をして歩んでいき

ましょう。

〈祈り〉

　天におられるイエスさま、今日も私のために神

さまにお祈りしてくださってありがとうございま

す。こらからもずっとイエスさまを信じて歩むこ

とができるように力を与えてください。
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	 6月1日	 キリストの昇天	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝で

ある。」ヨハネ15:5前半

・イエス様の時代にはぶどうの木がまわりによく

ありました。このたとえで、どうしてお弟子さ

んがぶどうの木でなく、イエス様がぶどうの木

なのでしょうか。

→お弟子さんたちがイエス様に繋がっていなくて

はならないから。イエス様が実を実らせる栄養

のもとだからです。

2. 説教を分かち合う。

2-1. イエス様のことを考えよう。

・イエス様が天に昇られたのはなぜですか。

→地上でイエス様がする働きが全部おわったから

です。し残しはありません。

・地上でのイエス様の働きは何ですか。

→私たちが救われるために必要な働きです。それ

は、十字架と復活でした。

・十字架が終わったということは、どういうこと

ですか。

→イエス様を信じる人の罪に対する罰が終わった

ということ。

・イエス様が天に昇らずに、地上でお弟子さんた

ちと一緒にいて、さらに聖霊を遣わしてくださ

ればいいと思いませんか。

→聖霊はイエス様が天から遣わしてくださいま

す。だから、イエス様が天に昇る必要がありま

した。聖霊が遣わされた後の時代を聖霊の時代

といわれます。

・イエス様は地上の働きを終えて、もう働いてお

られず、休んでいるのでしょうか。

→地上の働きが終えたら、次に、天での働きをな

さっています。天で父なる神様と一緒にいて、

ご自分の十字架の業を果たしたから、クリス

チャンの罪を赦しくれるように、と父なる神様

に働きかけてくださいます。父なる神様はイエ

ス様の願うことを何でも聞き入れてくださいま

す。イエス様は天で今も働いておられるのです。

2-2. お弟子さんたちのことを考えよう。

・イエス様が天へ上られ、姿が見えなくなったと

き、また寂しい思いになったかもしれません。

でも、お弟子さんたちは元気をだすことができ

ました。どんなことを新たに知らされたからで

すか。

→イエス様がまた天から来られること。しかも、

天に昇って行かれたのと同じ有様で、です。

・イエス様が天に昇られた後、お弟子さんたちは

イエス様のどんな言葉に従いましたか。

→使徒言行録1章4節から5節参照。

2-3. わたしたちのことを考えよう。

・聖霊はイエス様と違うのですか。

→もし全く違う霊なら、イエス様の思いと違うこ

とをします。でもイエス様の思いどおりのこと

をなさる霊です。それはイエス様が私たちに命

じたことをできるようにしてくださる霊ですか

ら、イエス様と一つです。

・聖霊もいいけどやっぱり見える仕方でイエス様

と一緒にいたい……という人のために。

→私たちの思う仕方でイエス様と一緒にいようと

しても、それは一緒にいることにはなるとは限

りません。（場合によっては偶像礼拝かもしれ

ない）大事なことは、イエス様の思う仕方で私

たちが一緒にいることが、本当の意味でイエス

様と一緒にいることになります。今、イエス様

は、聖霊によって私たちと共にいるということ

をお望みになられました。

・イエス様は私たちをどのようになさろうとして

いるのですか。

→「わたしの証人となる」と言われたように、イ

エス様の証人にし、いつもイエス様が共にいる

ことを教えてくださいます。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　五旬祭（ペンテコステ）とは、五十日目という

意味です。五旬祭の前に主の過越と主の除酵祭が

一週間、行われます。この一週間の中での安息日

（土曜日）の翌日（日曜日）から五十日目の週の

第一日（日曜日）が五旬祭として祝われます。も

ともとは、小麦の収穫の祝いで、刈り入れの祭り

（出エジプト23:16）、七週祭（出エジプト34:22、

レビ23:15、民数記28:26、申命記16:10）とも言

われます。新約では、ほかに使徒言行録20:16、

コリント一16:8にも記されています。新約時代、

神殿があるエルサレムに、さまざまな地域に散ら

されているユダヤ人が主の過越と主の除酵祭が行

われる時期とこの五旬祭の時期に多く集まってき

ました。使徒言行録に記されている五旬祭（ペン

テコステ）の出来事は、普段、さまざまな地域に

散らされているユダヤ人が多く集まっている中で

起こりました。

　復活され今や天へと上げられた主イエスと出

会った使徒をはじめ一同が、この五旬祭の日にあ

る家に集まっていました。使徒言行録1:15には、

ペトロをはじめ120人ほどが一つに集まっている

ことが記されているので、五旬祭の時も同じくら

いの人数が集まっていたと考えられます。この時、

突然、激しい風が吹いて来るような音が天から聞

こえて、一同がいた家中に響きました。使徒言行

録4章31節には、「祈りが終わると、一同の集まっ

ていた場所が揺れ動き、皆、聖霊に満たされて、

大胆に神の言葉を語りだした」と記されています。

ここで記されている聖霊に満たされることとその

場所が揺れ動くこと、また、使徒言行録2:2での

激しい風が吹いてくるような音が家中に響いたこ

とは、旧約における神の臨在との類似性を思い起

こさせます。例えば、出エジプト19章18節では、

神がモーセに現れた時、モーセのいたシナイ山全

体が揺れ動きました。使徒をはじめ一同が体験し

た激しい風が吹いてくるような音が家中に響いた

という現象は、まさに神の霊が降る現象であった

ということです。

　また、炎のような舌が分かれ分かれに現れて、

そこに集まっている一人一人の上にとどまったと

いう現象も旧約における神の臨在を思い起こさせ

ます。先程確認した出エジプト19:18には、「シ

ナイ山は全山煙に包まれた。主が火の中を山の上

に降られたからである」と記されています。この

ように、炎、火は、神の臨在を思い起こさせます。

洗礼者ヨハネは、ルカ3:16で民衆に、「わたしは

あなたたちに水で洗礼を授けるが、わたしよりも

優れた方が来られる。わたしは、その方の履物の

ひもを解く値打ちもない。その方は、聖霊と火で

あなたたちに洗礼をお授けになる」と語っていま

す。ここで、聖霊と火は、並べられて語られます。

　この炎のような舌が分かれ分かれに現れて、そ

こに集まる一人一人の上にとどまると、一同は聖

霊に満たされました。この「聖霊に満たされる」

という言葉は、新約において、ルカによる福音書

と使徒言行録にしか出てきません。

　洗礼者ヨハネは、母の胎にいるときから聖霊に

満たされていました（ルカ1:15）。洗礼者ヨハネ

の母、エリサベトは、マリアの挨拶を聞いたとき、

聖霊に満たされて、声高らかに話し始めました（ル

カ1:41）。洗礼者ヨハネの父、ザカリアは、聖霊

に満たされて預言しました（ルカ1:67）。ペトロ

は、大祭司に尋問されたとき、聖霊に満たされて

語りました（使徒4:8）。エルサレム教会の人々は、

祈りが終わった後に、聖霊に満たされて、大胆に

神の言葉を語り出しました（使徒4:31）。ダマス

コのアナニアは、サウロが聖霊で満たされるよう

にと、主イエスによって遣わされました（使徒

9:17）。サウロは、聖霊に満たされて魔術師をに

	 6月8日	 新しいイスラエル・教会の出発	 教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 使徒言行録	2章1～5節

	 参照教理問答　　　子どもカテキズム　問34

	 	 	 ハイデルベルク信仰問答　問54

	 	 	 ウェストミンスター大教理問答　問58，83
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らみつけました（使徒13:9）。神から与えられた

重要な働きを行うとき、また、神の言葉を語ると

き、重要な言葉を語るとき、聖霊に満たされて行

います。

　五旬祭の日に集まった一同は、聖霊に満たされ

て、聖霊に促されるままに、ほかの国々の言葉で

話し出しました。激しい風が吹いてくるような音

と一同がほかの国々の言葉で話しているのを聞い

て、エルサレムにいる大勢の人が集まってきまし

た。集まってきた人々は、自分の故郷の言葉が話

されていたのであっけにとられてしまいました。

一同は、聖霊に満たされて、さまざまな言葉で神

の偉大な業を語っていました。五旬祭の時期に普

段はさまざまな地域に散らされているユダヤ人が

多くエルサレムに集まってきており、このユダヤ

人たちが自分たちが住んでいる土地の言葉で神の

偉大な業が語られているのを聞きました。

　主イエスは、天に上げられる前、弟子たちに「あ

なたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を

受ける。そして、エルサレムばかりでなく、ユダ

ヤとサマリアの全土で、また、地の果てに至るま

で、わたしの証人となる」（使徒1:8）と約束し

てくださいました。この地の果てまで福音が告げ

知らされるという約束は、まさに五旬祭の日に起

こった聖霊降臨の出来事をもって開始されまし

た。

〈カテキズムの解説〉

　ウ大教理問58では、キリストが十字架の死と

復活によって、私たちのために獲得してくださっ

た利益にどのようにあずかれるのかについて次の

ように答えています。「わたしたちは、キリスト

が獲得された利益を、わたしたちに適用されるこ

とによって、それにあずかる者とされる、それは

特に聖霊なる神のみわざである」。イエス・キリ

ストが行った業は、聖霊の働きによって、私たち

に適用されます。聖霊は、イエス・キリストと私

たちを結びつけてくださいます。この聖霊の働き

によって、教会は、誕生しました。使徒言行録に

記されている聖霊降臨の出来事とは、まさに教会

の誕生を意味していました。

　ウ大教理問83では、旧約の神の民イスラエル

から新約の神の民である新しいイスラエル、教会

までの選びの民全体（見えない教会）がこの世で

享受するキリストと共にもつ栄光における交わり

とは何かと問い、次のように答えます。「見えな

い教会の会員は、首なるキリストの肢体であり、

それゆえ彼にあって、彼が完全に所有しておられ

る栄光に関与しているので、この世で、キリスト

と共なる栄光の初穂を分有している。またその保

証として、神の愛の自覚、良心の平和・聖霊によ

る喜び・栄光の望みを享受する」。

　聖霊の働きによって、私たちは、イエス・キリ

ストに結びつけられ、キリストの体である教会の

一員とされます。教会全体は、聖霊に満たされて、

聖霊による喜びを共に味わうことができます。

　ハイデルベルク問54は、「『聖なる公同の教会』

についてあなたは何を信じていますか」と問い、

次のように答えています。「神の御子が全人類の

中から、御自身のために永遠の命へと選ばれた一

つの群れを、御自身の御霊と御言葉とにより、ま

ことの信仰の一致において、世の初めから終わり

まで集め、守り、保たれる、ということ。そして

また、わたしがその群れの生きた部分であり、永

遠にそうあり続ける、ということです」。御子イ

エス・キリストが聖霊の働きによって教会を導い

てくださいます。

　私たちは、イエス・キリストが聖霊によって働

いてくださる教会において、信仰が養われ、励ま

されて人生を歩んでいきます。私たちは、教会を

とおして、救われた者としての本当の喜びに生き

ていくことができます。子どもカテキズム問34

は、私たちが聖化の歩みをだれと歩むのかと問い、

「私はひとりぼっちではありません。私たち、神

の民の祈りの家、キリストの体なる教会と共に歩

みます」と答えています。子どもたちに、教会に

こそキリストと共に生きていく喜び、信仰の仲間

と共に生きていく喜びがあることを伝えたい。こ

の本当の喜びを聖霊は実現してくださいます。

	 （浅野正紀）
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　今日は、ペンテコステです。ペンテコステとは、

もともとは、小麦の収穫をお祝いする日でした。

今は、教会の誕生をお祝いする日になっています。

それでは、ペンテコステとは、いったいどんな出

来事だったのでしょうか。

　イエスさまが捕らえられて十字架にかかると

き、いつもイエスさまのそばにいた弟子たちは、

怖くなって逃げ出してしまいました。

　しかし、イエスさまは、十字架にかかって死ん

だ後に、三日目に死から復活されました。復活し

たイエスさまは、ご自分が生きていることを弟子

たちに示されました。イエスさまは、40日にわ

たって弟子たちに現れて、神の国の福音について

再び語り、弟子たちを教育されました。復活され

たイエスさまは、弟子たちといっしょに食事まで

されました。食事の席で、イエスさまは、弟子た

ちにこう言われました。「エルサレムを離れない

で、前から私が教えている父なる神さまがくださ

ると約束したものを待ちなさい」。弟子たちは、

イエスさまにこう尋ねました。「イエスさま、イ

スラエルの国を建て直してくださるのはこの時で

すか」。イエスさまは、こう答えられました。「父

なる神さまが御自分の権威でその時を定めておら

れるので、あなたがたがその時を気にしないでい

いのですよ。あなたがたの上に聖霊が降ると、あ

なたがたは力を受けます。そして、このエルサレ

ムだけではなくて、ユダヤとサマリアの全体、そ

れだけではなくて、地の果てに至るまでわたしを

証する人になりますよ」。こう弟子たちに話され

てからイエスさまは、天に上げられました。イエ

スさまは、聖霊が一人一人に降ること、聖霊が降

ることで救い主イエス・キリストを全世界の人々

に証しすることができるようになると約束してく

ださいました。

　それから、何日かたってペンテコステの日が

やってきました。ペンテコステの日は、日曜日で

す。復活したイエスさまに出会った弟子たちがあ

る家に集まっていました。

　その時、突然、激しい風が吹いてくるような音

が天から聞こえて、一同が集まっていた家中に響

きました。それだけではなく、今度は、炎のよう

な舌が分かれ分かれに現れて、そこに集まった一

人一人の上にとどまりました。すると不思議な出

来事が起こりました。そこに集まっていた人々が

聖霊に満たされて、聖霊に促されるままにさまざ

まな国の言葉を話しだしました。

　ところで、このペンテコステの時期には、普段、

さまざまな地域に住んでいるユダヤ人が神殿のあ

るエルサレムに集まってきていました。そのため、

エルサレムの町は、多くの人々でにぎわっていま

した。多くの人でごったがえしていたこのエルサ

レムの町の中のある家から激しい風が吹いてくる

ような地響きがしました。その後、エルサレムの

町を歩いている人たちは、自分たちが住んでいる

地域の言葉が聞こえてきたので、たくさんの人が

この地響きがした家に集まってきました。この家

〔単元のねらい〕

　ペンテコステの出来事とは、いったいどのような出来事だったのかを語る。そして、ペンテコステの

出来事をとおして、聖霊は、何をしてくださったのか、聖霊の働きによって誕生した教会とは何かを教

える。そして、聖霊が働いてくださる教会をとおして、救い主イエス・キリストが伝えられ、本当の喜

びが全世界の人々にもたらされることを語りたい。

イエスさまを全世界に伝えよう

	 6月8日	 新しいイスラエル・教会の出発	 説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録	2章1～5節

	 子どもカテキズム	 問34
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に集まって来た人たちは、確かに自分たちの言葉

で神さまの偉大な業について語られているのを聞

きました。

　この家に集まってきた人たちは、びっくりして

こう言いました。「ここにいるのは、みんなガリ

ラヤの人ではないか。どうしてわたしたちは、そ

れぞれが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。

わたしたちの中には、パルティア、メディア、エ

ラム、メソポタミア、ユダヤ、カパドキア、ポン

トス、アジア、フリギア、パンフィリア、エジプ

ト、リビア、ローマ、クレタ、アラビアから来た

ものがいる。それなのにわたしたちの言葉で神の

偉大な業について語られている」。

　ペンテコステの日に、イエスさまの弟子たちに

聖霊が降ることで、教会が誕生しました。こうし

て全世界にイエスさまのことを伝える働きが始ま

りました。弟子たちが聖霊の働きによって、さま

ざまな国の言葉で神の偉大な業を語ったのは、ま

さにこの日から全世界にイエスさまが伝えられる

ことを意味していました。

　今、教会は、全世界にあります。教会は、この

ペンテコステの出来事によって、全世界へと広

がっていきました。だから、わたしたちは、この

ペンテコステを教会の誕生日としてお祝いしま

す。

　ところで、聖霊は、イエスさまが十字架にかかっ

て死に、三日目に復活することで獲得してくだ

さった、たくさんの恵みを私たちにもたらしてく

ださいます。聖霊は、わたしたち一人一人に与え

られます。そして、わたしたちそれぞれの信仰生

活を守ってくださいます。聖霊は、なによりも救

い主イエスさまとわたしをかたく結びつけていて

くださいます。それだけではなく、イエスさまを

救い主と信じる一人一人が聖霊によってかたく結

びつけられます。これが教会です。教会とは、イ

エスさまを中心にしてイエスさまを救い主と信じ

る人々がしっかりと結び合わされた集まりです。

　イエスさまは、聖霊が働く教会をとおして、本

当の喜びをわたしたちにもたらしてくださいま

す。

　だから、わたしたちは、決してひとりぼっちの

人生を歩んでいるわけではありません。わたした

ちは、聖霊の働きによって、教会につながること

で、イエスさまといっしょに人生を歩んでいきま

す。だから、ぜひ、これからも教会に行くように

して、救われる喜びをいっしょに味わいましょう。

そして、わたしたちも、わたしの救い主であるイ

エスさまを人々に伝えていきましょう。

	 （浅野正紀）

	〔今週の暗唱聖句〕	 使徒言行録	2章4節

すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、

ほかの国々の言葉で話し出した。
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	 6月8日	 新しいイスラエル・教会の出発	 幼稚科

〈ねらい〉

　ペンテコステの日に、聖霊が降り、教会が誕生

したことを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　今日はペンテコステ、聖霊降臨をお祝いする日

です。「教会の誕生日」と言われることもあります。

イエスさまがお生まれになったクリスマスやイエ

スさまがよみがえられたイースターと並んで、祝

われる大切な日です。しかし、クリスマスやイー

スターのお祝いに比べると、ペンテコステは少し

控えめなところがあるかもしれません。私たちは

この日をもっと喜び祝ってもよいのではないで

しょうか。

　今から約2千年前、エルサレムの地に聖霊が降

り、弟子たちが「神の偉大な業」を語り出しまし

た（使徒2:11）。そして、弟子たちが語るキリス

トの福音を聞いて信じた者たちが多く起こされた

のです。その群れが教会です。あれから時を経て、

エルサレムの地から各地に教会が広がっていきま

した。そして、今、私たちが住んでいる日本の国

にもキリストの福音が伝わり多くの教会が生ま

れ、イエスさまを信じたのです。

　ところで、聖書では、聖霊のことを「風」に譬

えて語られることがあります（ヨハネ3:8）。ペ

ンテコステの日も、突然激しい風が吹いてきまし

た。風そのものは目で見ることができませんが、

木の葉が揺れ動いている様子を見ると風が吹いて

いることが分かります。だからイエスさまを信じ

ている人たちを見ると、そこに聖霊が働いている

ことが分かります。聖霊の風が吹くと、イエスさ

まのことがよく分かり、信じることができるよう

になるのです。

　教会は、イエスさまを信じている人たちが集

まっている場所です。皆、最初はイエスのことを

知りませんでした。イエスさまなんかいなくても

生きていけると言っていた人たちもいるかもしれ

ません。でも、ある時、その人たちは、イエスさ

まのことを知って教会に通うようになりました。

どうやって生きて行けばよいのか分からなくなっ

て教会に通うようになりました。自分では解決で

きない罪の問題に苦しんで教会に通うようになり

ました。最初は、牧師が語るイエスさまのことが

よく分かりませんでした。でも、イエスさまを信

じている教会の人たちと一緒に過ごしているうち

に、ずっと礼拝に出ているうちに、イエスさまが

私のために十字架についてくださったのだという

ことが分かるようになったのです。それはまるで

新しい風が私の心に突然吹きつけたかのようでし

た。私の心に重くのしかかる罪をふっーと吹き飛

ばしてくれるイエスさまの霊、聖霊の力によって、

心は軽くなり、イエスさまを信じて生きていこう

と決心することができるようになったのです。

　2千年前に遠いエルサレムの地に吹いた聖霊の

風が、時と場所を超えて、ここにいる私の所にま

で届いて、このようにイエスさまを知ることがで

きました。だから毎年ペンテコステをお祝いする

度に、嬉しくなるのです。そして教会をとおして

もっとたくさんの人にイエスさまの福音を届けた

いと思うのです。

〈祈り〉

　教会をとおして、イエスさまのことが、世界中

に広がりました。もっとたくさんの国や人が、イ

エスさまのことを知ることができますように。私

もイエスさまを信じることができるように、聖霊

をお与えください。
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	 6月8日	 新しいイスラエル・教会の出発	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語ら

せるままに、ほかの国々の言葉で話し出した。」

使徒言行録2:4

・一同とはだれですか。

→お弟子さんたち。

・お弟子さんたちがほかの国々の言葉で話し出し

た、とはどういう意味ですか。

→お弟子さんたちは、周りにいた外国出身の人た

ちのその外国の言葉で神様の業を話し出したと

いうこと。

2. 説教を分かち合う。

2-1. イエス様のことを考えよう。

・聖霊が降ることを、イエス様が前もって使徒言

行録1:4～5でお話ししていました。そこを一

緒に読んでみましょう。

・聖霊が降ったら、お弟子さんたちはほかの国々

の言葉で神の偉大な業を話し始めました。この

ことから聖霊はどんな働きをなさることがわか

りますか。

→神の業を証しする事。特にキリストを証しする

事。

・今、みんなのいる世界でキリストを証しする所

は何と呼ばれていますか。

→教会。（キリスト教会）

・ペンテコステは何の誕生日ですか。

→教会の誕生日。イエス様はこの日に教会を誕生

させてくださいました。イエス様の業は、2000

年経った今もこれからも続きます。

2-2. お弟子さんたちのことを考えよう。

・イエス様が昇天した後、お弟子さんたちはどこ

にいましたか。

→遠くへでかけずに、イエス様に命じたとおり、

エルサレムに留まっていました。イエス様の復

活や昇天を見たので、本当はいろんな所に出か

けて多くの人に伝えたかったかもしれません。

・聖霊が降った時にお弟子さんはどんな気持ちに

なったでしょうか。

→最初は驚いたでしょうけども、イエス様が神様

のことをお話しするように、自分たちの口が語

り始めるのを経験して、イエス様の言っていた

とおりになった！と、喜んだことでしょう。

・9節の地名を地図で確認してみよう。

→パルティア、メディア、エラム……。

2-3. わたしたちのことを考えよう。

・イエス様を心から自分の救い主だと信じている

人はいますか。

→それは聖霊の働きによるものです。

・お祈りするときに、神様に、聖霊の導きを与え

てください、とか、聖霊を豊かに注いでくださ

い、とか、祈ることができます。祈ってみましょ

う。

・イエス様のことをますます知りたいとき、また

イエス様のことをますます人に伝えたいときに

は、聖霊の導きを祈りましょう。

3. ゲーム

　これまで覚えてきた暗唱聖句で、覚えているも

のを言いあってみよう。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

・14～21節　誤解を解く

　聖霊の注ぎを受けた使徒たちは、聖霊によって

いろいろな外国語で、「神の偉大な業」（2:11）を

語りました。それを聞いた人々の中には『あの人

たちは、新しいぶどう酒に酔っているのだ』と言っ

て、あざける者もいたのです（2:13）。この誤解

を受けて、使徒ペトロがキリスト教会最初の説教

をおこなったと言われております。

　伝道は人々の誤解を解くことから始まると言わ

れますが、伝道説教の一つの良き模範がこのペト

ロの説教でしょう。

　ところで、キリスト教会最初の説教の聴衆は、

聖書を経典とするユダヤ人ですから、ペトロは、

彼らが幼い頃から慣れ親しんでいる聖書の一巻ヨ

エル書を自由に引用します（ヨエル3:1～5）。そ

して、彼らが見聞きしている出来事は、ヨエル書

に書き留められている神さまの約束の実現である

と語ります。ペトロがこの箇所を引用することで

聴衆に何よりも伝えたかったことは、神さまの約

束の実現として聖霊が注がれたことは「終わりの

時」が始まっていることの何よりのしるしであり、

この時代は「主の名を呼び求める者は皆、救われ

る」（21節）ということです。

・22, 23節　ナザレのイエスとは誰か

　続いて、ペトロは、罪から救われるために呼び

求めるべき主こそ「ナザレのイエス」（22節）で

あることを証言します。この時の聴衆は、およそ

二ヶ月前に十字架刑に処せられたナザレのイエス

のことを知っていたのです。もしかしたら、聴衆

の中には、実際に『十字架につけろ、十字架につ

けろ』（ルカ23:21）と叫んだ人もいたことでしょ

う。ペトロは、その十字架で殺されたナザレのイ

エスこそ「神から遣わされた方」、つまり、メシ

アであると証言します。

　ナザレのイエスが十字架刑に処せられたのは、

実は、人類を罪から救うための神さまのご計画

だったのですが、それでも、神からのメシアを殺

したことの罪の責任は、「あなたがた」（23節）、

つまり、聴衆にあるとはっきり告げて、罪の自覚

を促します。

・24～36節　イエスの復活・高挙・聖霊の注ぎ

　しかし、憐れみ豊かな神さまは、このナザレの

イエスを「命に至る道」（28節）とするために、

死の力から解放なさり復活させられたと証言しま

す。やはり、この証言にも、聴衆が幼い頃から慣

れ親しんでいる詩編の箇所が引用されました（詩

編16:8～11）。そして、自分たちは、キリストの

復活の証人であると告げます（32節）。

　さらにナザレのイエスは、神さまの右の王座に

挙げられ、主メシアとされて、御父から受けた聖

霊を注がれていることを証言するのです（33節）。

その際も詩編から引用されました（詩編110:1）。

「だから、イスラエルの全家は、はっきり知らな

くてはなりません。あなたがたが十字架につけて

殺したイエスを、神は主とし、またメシアとなさっ

たのです」（36節）。

　ペトロの説教の聴衆は、このようにして主メシ

ア（＝主キリスト）とされたナザレのイエスを十

字架につけて殺してしまったのでした。この説教

を聴いた結果、多くの人々がその罪の自覚に至り、

ペトロの勧めどおりに、罪を悔い改め、主イエス・

キリストを信じて洗礼を受けたのでした（2:37～

42）。

　この終わりの時代にあたって、罪から救われる

ために信じるべきは、十字架につけられて殺され

	 6月15日	 聖霊によって説教する教会	 教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 使徒言行録	2章14～36節

	 参照教理問答	 子どもカテキズム　問69,	70

	 	 	 ウェストミンスター小教理問答　問89,	90

	 	 	 ハイデルベルク信仰問答　問84，115
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たけれども、復活させられ、御父の右の座に挙げ

られ、今も、聖霊を注いで下さる主イエス・キリ

ストです。

〔参照：『実用聖書註解』，いのちのことば社，

1170ページ〕

〈カテキズムによる黙想〉

　御父の右の座に挙げられた御子イエスさまは、

使徒たちに御父から受けた聖霊を注がれて、その

代表のペトロをとおして語られたように、今日、

地上のキリスト教会にも聖霊を注がれて、教会に

よって立てられた人（説教者）を通して語ってく

ださいます。

　今回の聖書テキストに関連する子どもカテキズ

ム問69です。

問69	 御言葉とは何ですか。

　答	 生ける神の言葉、イエス・キリストです。

	 書かれた神の御言葉である聖書と、

	 聖霊なる神さまが語られる神の御言葉とし

ての教会の説教を通して、

	 私たちは、イエスさまと一つに結び合わせ

られます。

　キリスト教会最初の説教を先に読みました。こ

の時、ペトロは、ユダヤ人の聴衆に対して、彼ら

の経典であるヨエル書や詩編をテキストとしてナ

ザレのイエスこそ主メシア（主キリスト）である

と証言しました。今日の旧約聖書をテキストとし

て、ペトロなりの言葉で主イエス・キリストを証

言したのでした。そのような聖書テキストに基づ

く説教の言葉を聖霊なる神さまは用いてくださ

り、多くの人々をイエスさまと結び合わせて、一

つの教会としてくださったのです。

　今日も、聖霊なる神さまは、こどもの教会（日

曜学校）の礼拝式における聖書朗読と説教を用い

て子どもたちをイエスさまと結び合わせて、一つ

の教会としてくださいます。教会によって立てら

れて（参照：日本キリスト改革派教会の場合、『政

治規準』76.2.9，『礼拝指針』114）、礼拝式にお

ける聖書朗読と説教によって子どもたちに主イエ

ス・キリストを伝える務めを託されている場合

は、ぜひ、このことをおぼえましょう。そして、

何よりも、聖霊のお働きを願い求めながら、礼拝

式で子どもたちに向かいましょう。

　ちなみにウェストミンスター小教理問答ですと

問89です。

問89	 御言葉は、どのようにして救いに有効とさ

れますか。

　答	 神の御霊が、御言葉を読むこと、特に説教

を、罪人に罪を自覚させて回心させるため、

また信仰によってきよめと慰めのうちに救

いに至るまで建て上げるために、有効な手

段とされます。

　イエスさまの最初の説教は、「時は満ち、神の

国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」（マ

ルコ1:15）です。使徒ペトロの説教も、このイ

エスさまの説教の言葉が中核です。そして、今日、

私たちが子どもたちに語る説教も同様です。与え

られている聖書テキストに基づく説教が聖霊の恵

み深い御臨在の中で用いられるとき、子どもたち

にも罪の自覚が生じて悔い改めること、そして、

イエスさまを信じることが起こるのです。罪人の

回心という現代の奇跡がこどもの教会（日曜学校）

で起こるためにも、子どもたちにも届く説教の言

葉の獲得に努めたいと願います。

〈子どもたちに対して〉

　この単元の目標は「聖霊を受けた使徒たちは、

迫害を恐れず大胆に説教した。聖霊を祈り求めよ

う」です。

　この与えられている聖書テキストをどのように

語れば、子どもたちに届くのでしょうか、そして、

子どもたちが聖霊を祈り求めるようになるので

しょうか。

　祈りつつ、この聖書テキストを黙想する中で自

らに与えられる悔い改めと信仰の恵みを子どもた

ちへの説教として言葉化できればと願います。

	 （長谷川潤）
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　こどもの教会（日曜学校）のお友だち、おはよ

うございます。

　さあ、先週の日曜日は、ペンテコステ、聖霊降

臨記念の日でしたね。エルサレムで祈って待って

いた弟子たちに、イエスさまのお約束のとおりに

聖霊が降っておいでになって、教会が誕生したこ

と、教会のお誕生をみんなでお祝いしました。そ

れで、さっき読んだ聖書には、誕生した教会で、

最初にペトロさんがしたお話、“説教”というの

だけれど、そのお話が書いてありました。

　みんな、ちょっと前のペトロさんのこと、おぼ

えている？	この時よりも、およそ二ヶ月前のペ

トロさんのこと。どんな人だったかと言うと、イ

エスさまが祭司長や律法学者たちにつかまると、

イエスさまを見捨てて、さっさと逃げてしまいま

した。そして、「あなたはあのイエスと一緒にい

ましたね？」と聞かれると、「イエスなんて知ら

ない！」と、何と三回もうそをつきました。そし

て、イエスさまが十字架で殺されると、自分も、

イエスの弟子だから、つかまって十字架で殺され

てしまうかもしれないと恐がって、他のお弟子さ

んたちと一緒に隠れていました。ところが、そん

な弱々しいペトロさんが聖霊なる神さまを受ける

と、祭司長や律法学者たちを恐がることなく、勇

気を出して、十字架で殺されたイエスさまこそ、

神さまがお遣わしくださった主メシア、罪からの

救い主！	と大きな声で言いました。聖霊なる神

さまのお力で、弱いペトロさんでしたが、勇気を

出して、イエスさまのことを伝えることができた

んだね。

　ところで、けさは、ペトロさんが言った最後の

言葉をみんなと一緒におぼえたいと思います。も

う一度、お読みしましょう。

「だから、イスラエルの全家は、はっきり知らな

くてはなりません。あなたがたが十字架につけて

殺したイエスを、神は主とし、またメシアとなさっ

たのです」（2:36）。

　「イスラエルの全家」というのは、イスラエル

の全員、イスラエルの人みんなということ。もち

ろん、この時、ペトロさんのお話を聴いていた人

たちの中には、二ヶ月ぐらい前に、ローマの総督

ピラトに向かって、イエスを「十字架につけろ、

〔単元のねらい〕

　使徒ペトロは、イエスさまがユダヤ当局によって逮捕された時、イエスさまを見捨てて一目散に逃げ

てしまい、イエスさまを知らないと三回も言ってうそをついた。また、イエスさまが十字架で処刑され

た後、自分に災いが及ぶのを恐れて、他の弟子たちと一緒に隠れていた。そんな弱々しいペトロが、十

字架につけられ殺されたナザレのイエスこそ、神さまから遣わされた主メシアであると、恐れることな

く、大胆に説教できたのは、ひとえに聖霊のお力によることであった。このことを物語として説教する

のも一つの手であろう。しかし、事実を物語るだけならば、子どもたちに何が起こるのだろうか？	聴

き手の子どもたちは、昔話の一つ、他人事として片付けてしまうかも知れない。また、この聖書テキス

トからよく語られるメッセージは、聖霊に満たされてイエスさまのことを伝えましょう！	ではないか

と思うが、言葉で伝えることが苦手な子どもは疎外感をおぼえるかもしれない。そこで、説教者がこの

使徒ペトロの説教を聴いて与えられた恵みを言葉化することにチャレンジしてみたい。

ぼくがイエスさまを十字架につけてしまった！

	 6月15日	 聖霊によって説教する教会	 説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録	2章14～36節

	 子どもカテキズム	 問69,	70
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十字架につけろ」（ルカ23:21）と叫んだ人がい

たことでしょう。でも、この時聴いていた人の全

員がそうではなかったと思います。けれども、ペ

トロさんは、イスラエルの全員、「あなたがた」

がイエスさまを十字架にかけて殺したんだと、

はっきり知らなくてはならないと言ったのです。

イエスさまが十字架につけられた時、その場にい

なかった人も、イエスさまを十字架につけて殺し

たんだということです。

　ぼくがはじめて、このペトロさんの言葉を読ん

だ時のことです。ぼくがイエスさまを十字架につ

けて殺してしまった！	という思いで、どうしよ

うもなくなりました。ぼくの罪がイエスさまを十

字架につけてしまったんだ！	と。ペンテコステ

の前のお祝い、そう、イエスさまの復活をお祝い

するイースターによく歌われる子ども讃美歌なん

だけれど、こういう讃美歌があるの知っているよ

ね。

　わたしたちの　罪のため

　　　十字架にかかった　主イエスさま

	（『こどもさんびか』38番，日本基督教団出版局）

　一つの意味は、ぼくの罪がイエスさまを十字架

につけてしまったということです。ついうそつい

ちゃう罪、友だちの悪口言っちゃう罪、あんな奴

いなかったら、もっとぼくが先生や大人の人にか

わいがれるのになと思ってしまう罪、何よりも、

神さまがおっしゃることなんてぼくには全然関係

ないと思ってしまう罪が、イエスさまを十字架に

つけて殺してしまったということです。ぼく、は

じめて、このペトロさんの言葉を読んだ時、イエ

スさまを十字架につけてしまって、どうしよう！

という思いで、心がいっぱいになってしまいまし

た。

　だけど、イエスさまが十字架につけられたのは、

そればかりではなかったんだね。ペトロさんはお

話の中でこうも言っていました。さかのぼって、

23節ですが、「このイエスを神は、お定めになっ

た計画により、あらかじめご存じのうえで、あな

たがたに引き渡されたのですが、あなたがたは律

法を知らない者たちの手を借りて、十字架につけ

て殺してしまったのです」。

　神さまのご計画って、何でしょう？	それはね、

こういうことです。さっきの子ども讃美歌のもう

一つの意味ですが、ぼくの罪の、いや、ぼくの全

ての罪の赦しのために、イエスさまが十字架にか

かって死んでくださった。イエスさまは、ご自分

を十字架につけてしまったぼくの全ての罪の償い

のために、何と十字架で償いの死を遂げてくだ

さったということです。この十字架にかかってく

ださったイエスさまを信じるならば、全ての罪が

赦されるんだということをペトロさんは、この時

お話を聴いていた人全員に、そして、今も、みん

なに伝えてくれているのです。

　イエスさまは、私たち、ぼくたちが犯してしま

う神さまへの罪によって十字架につけられまし

た。けれども、何と、その罪の全ての償いのため

に、十字架につけられ死なれたことを今朝はおぼ

えましょう。イエスさまは、私たち、ぼくたちの

ことを本当に愛しておられるのです。	（長谷川潤）

	〔今週の暗唱聖句〕	 使徒言行録	2章36節

だから、イスラエルの全家は、はっきり知らなくてはなりません。

あなたがたが十字架につけて殺したイエスを、

神は主とし、またメシアとなさったのです。



─ 95 ─

	 6月15日	 聖霊によって説教する教会	 幼稚科

〈ねらい〉

　小さな私でも、聖霊を受けて、イエスさまの恵

みを語り伝えることができるということを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　最近、ある牧師からこんな話を聞きました。あ

るキリスト教系の幼稚園に通う子どもが、風邪を

ひいて寝込んでしまったそうです。でも熱にうな

されながら、幼稚園で教えてもらった賛美歌の一

節を、ずっと口ずさんでいたというのです。

　　「よいこになれないわたしでも

　　	あいしてくださる」って

　　	かみさまのおことば

	 （『讃美歌21』60番）

　この歌を看病しながら近くで聞いていたその子

のお母さんは思わず涙を流したというのです。

　よい母親になりたいと思いながら、目の前でい

つもわんぱくにしている自分の子どもを叱りつけ

ることしかできずにイライラしている。でもその

ことが、子どもに苦しい思いをさせてしまってい

た……。娘はよい子になりたいけれどもなれない

葛藤の中で、それでもなお愛してくださる神さま

の恵みに思いを寄せながらこの子は毎日を過ごし

ていたのだ……。我が子が病の中で歌うさんびか

を繰り返し聞きながら、お母さんは自分の罪に気

付かされていきました。そして「こんな私でも神

さまに愛されているのですね、先生」とお母さん

は涙ながらに、その牧師に話してくださったそう

です。この話を教えてくれた牧師は言います。こ

の小さい子どもは見事な説教をしたのだと。

　御言葉を語り伝え、説教するのは、何も牧師や

教会学校の教師だけの務めではありません。上に

記したエピソードにもあるように、普段、教会学

校で御言葉を学んでいる側、聞いている側にいる

者も御言葉を語り出すということがあるのではな

いでしょうか。そもそもキリストの教会が、神さ

まを礼拝し、賛美していること自体が、広い意味

での「説教」と言うことができるでしょう。その

ことに大人も子どもも区別はありません。

　また誰かに御言葉や神さまの恵みを上手く伝え

られなくても、自分で自分に説教をして慰められ

ている子どもたちもいるのではないかと思うので

す。毎週の礼拝の中で歌っている賛美歌、毎週覚

えている暗唱聖句、毎週聞いている聖書物語など、

教会や家庭の中で少しずつ蓄えられていく主の恵

みがふとした瞬間に豊かな実を結ぶことがあるの

です。どうも私たち大人は教えることに精一杯に

なってしまいます。理解がわるいとつい叱ってし

まうことがあるかもしれません。でも聖霊の実り

は、私たちの思いを超えて教会の子どもたちの中

で実を結んでいることをもっと強く信じてもよい

のです。

　今日の分級では、ペトロの説教をおさらいする

ことも一つの方法ですが、子どもたちが好きな聖

書物語や、賛美歌などを一緒に分かち合っても楽

しいのではないでしょうか。

〈祈り〉

　神さまのおはなしをもっとたくさん知ることが

できますように。イエスさまのことがもっと大好

きになりますように。
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	 6月15日	 聖霊によって説教する教会	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「だから、イスラエルの全家は、はっきり知ら

なくてはなりません。あなたがたが十字架につけ

て殺したイエスを、神は主とし、またメシアとな

さったのです。」使徒言行録2:36

・イスラエルの全家とは誰ですか。

→イスラエルのすべての人たち。

2. 説教を分かち合いましょう。

2-1. ペトロのことを考えましょう。

・約2カ月前、祭司長や律法学者をおそれ、イエ

スの仲間ではない、と3回も否定し逃げ出した

ペトロ。その時と、今のペトロの違いを挙げて

みましょう。

→主イエスの十字架と復活を知った。復活の主イ

エスとあってお話し、3回私を愛するか、私に

従いなさいと言われた。昇天した主イエスを見

た。ヨエル書で預言されているとおり、聖霊降

臨を経験した。聖霊によって、イエス様を証し

する勇気が湧き、証しせずにはおれなくなった

のです。

2-2. ペトロの説教を聞いていた人々のことを考

えましょう。

・彼らはイエス様に対して何をしましたか。

→十字架につけてしまった。メシアとは思わずに、

罪のないイエス様に罪をきせて殺してしまっ

た。

・どうしてメシアを十字架につけて殺してしまっ

たと認めたのですか。

→ペトロの説教をきいたから。

・この人々はイエス様から直接話を聞いたかもし

れません。そうだとしたら、イエス様から話を

聞いても回心しなかったのに、お弟子さんたち

から話を聞いたら回心したわけです。不思議で

すね。どうしてでしょう。イエス様よりもお弟

子さんの方が偉くなったのでしょうか。

→イエス様の説教とお弟子さんの説教の同じ所

は、旧約聖書からイエス様ご自分を説明した点

ですが、ペトロはそれだけでなく実際に起こっ

た十字架と復活と昇天、そして聖霊降臨も含め

て旧約聖書から説明したところにありました。

その説明を、聖霊が力強く証しさせました。お

弟子さんたちが偉くなったのではありません。

聖霊が、主イエスの十字架と復活と昇天の意味

をはっきりとお弟子さんたちに語らせたからで

す。

　

2-3. 私たちのことを考えよう。

・人々はイエス様を十字架につけてしまいまし

た。みんなもイエス様を十字架につけてしまっ

たと思いますか。

→みんなもその場にいたと考えてください。ユダ

ヤ人たちが「殺せ殺せ」と叫んでいます。その

地域で一番偉いピラトでもユダヤ人をとめられ

ず、殺すことを問いませんでした。私たちもそ

の場にいたら、ユダヤ人をとめられず、殺すの

は仕方ないと思ったことでしょう。それで、私

たちもイエス様を十字架につけてしまったと言

えるのです。みんながイエス様を殺してしまっ

たのです。罪の無い人を守ろうせず、自分を守

ろうとした罪です。

・臆病で逃げ出したペトロもイエス様に許され、

大胆に堂々とイエス様を語れるようにされまし

た。同じ聖霊が私たちにも注がれています。

→聖霊の力が私たちにも与えられることを信じて

祈りましょう。

3. おやつ

　食べる前にお友だちに祈ってもらう。

　駄菓子やであまり買えない物をつくる、あるい

は作っておく。

　焼き芋、ゆで卵、たまには高級なお菓子の体験。

来週、これまでの暗唱聖句のテストをすると伝え

る。成績のよい子には特別にお菓子を準備してお

く。
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　説教者が行う聖書研究は、初めから終わりまで

神の前でなされる営みです。神の前にひとりでい

ること、神が語り出されるのをひとり静まって待

つこと、御言葉に耳を傾けて御心に聞き従うこと

です。何よりもまず、祈りをもって始めねばなり

ません。祭司見習から神の預言者へと召し出され

た少年サムエルの祈りこそ、私たちの祈りです。

「主よ、お語りください。僕は聞いております」。

〈救済史カリキュラムの文脈〉

　6月8日（聖霊降臨日）から、救済史の終わり

の時代をたどるカリキュラムが始まっています。

新しいイスラエルとしてキリストの教会が出発し

た出来事は、天の父なる神の霊の注ぎ、すなわち

復活・昇天された主イエスの聖霊が降臨したこと

による、100％神の業であると言わねばなりませ

ん。そして同時に、聖霊に満たされた人々が、聖

霊の語らせるままに語り出した、100％人間に起

こった現象であるとも言うことができます。とり

わけ、復活の主イエスによって立ち直った使徒ペ

トロが、約束の聖霊とともに力を受け、主の復活

の証人として説教を始めた出来事こそ、キリスト

教会誕生の産声、教会共同体の生命的営みの始ま

りにほかなりません。その営みは、教会をどのよ

うな姿へと発育させ、歩み出させたのでしょうか。

〈単元の主題と目標について〉

　最初の教会の姿。それを見つめることが、今回

のテーマです。聖書が伝える初代教会の実像を、

霊の眼をもって、しかと見ることが求められます。

そして、古代のキリスト信徒たちの姿に、今ここ

に生きる私たちの姿を重ねながら、信仰と生活の

在り方を見つめ直すことが目標となります。

　先輩たちは、聖霊と御言葉と祈りに導かれて、

力強く歩み出しました。それは、密かな営みでは

なく、堂々たる出発でした。小さな群れではなく、

大いなる集会でした。この現象の要因について、

またその特徴について、黙想しましょう。

〈2章38～40節：神の民として召される〉

　聖霊降臨日に、使徒ペトロが神の権威において

勧めたのは、罪の赦しを得させる悔い改めの洗礼

を受けること、バプテスマのヨハネが勧めた「水

による洗礼」を受けることでした。この礼典に新

しい要素が加わります。「イエス・キリストの名

によって」「イエスこそ主であるという信仰告白

とともに」洗礼を受けることです。

　この契約のしるしに新しい約束が加わります。

「そうすれば聖霊の賜物を受ける」「聖霊の太鼓判

を押され新しい神の民として召される」との約束

です。これは、その場に居合わせた人々や、同じ

時代に生きる人々だけでなく、子や孫にまで、遠

い国の人々にまで及ぼされる約束でした。イエス

を主と仰ぐ新しいイスラエルの誕生、その要因は

「神の召し（コーリング）」にありました。

　「神は御自分の民を一つとするため、御声をもっ

てイスラエルを御前にお召しになったように、遠

くにいる者たちも神の新たな布告と命令とによっ

て呼び出され、イスラエルに近づくようになるた

め、あの同じ御声は到る所に響き渡るであろう」。

	 J. カルヴァン『聖書注解』

　宗教改革者は、このように使徒言行録2章39節

を注解し、神の召しの一つの在り方に注目します。

その焦点は「神の御声」でした。神は御声をもっ

て、御自分の民をお召しになります。聖書に語り

尽くされた神の御言葉によって、キリストの民は

召されるのです。

〈2章41～42節：聖徒の交わりへと召される〉

　使徒ペトロの説教を聞き、福音を信じて従った

人々は、罪の赦しを得るために悔い改めて洗礼を

受けました。ヨルダン川から20キロ西に位置す

る都エルサレムで、約三千人が水による洗礼を受

けたのですから、水の確保だけでも大変だったで

しょう。長蛇の列が何時間も続いて、誰の目にも

明らかな出来事となったはずです。その人々が、

約束どおり聖霊の賜物を受けたのです。

	 6月22日	 最初の教会の姿	 聖書研究

	 テキスト	 	 使徒言行録	２章37～47節
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　「召しには二種類ある。神が外的な言葉の説教

によって万人を等しく招きたもう召しがある。他

に、殆ど信仰者のみに与えられる召しがあって、

宣べ伝えられた御言葉を聖霊の内的啓明によって

彼らの心に根付かせるものがある」。

	 J. カルヴァン『キリスト教綱要』Ⅲ24：8

　「召しは二重である。まず外的な・一般的な召

しがある。神はこれによって、善いものも悪いも

のも等しく婚宴の席へ、葡萄園へと召される。も

う一つの召命は、内的な・特別の召し、すなわち

「ご計画に従った召し（ローマ8:28）」である。神

はこの召命によって、選ばれた者たちだけを、そ

の恩恵により、キリストにおいて、天地創造の前

に召し、この世においては、内的にも外的にも有

効に召命したもう」。

	 『エゲル谷市民の信仰告白』

　「御自分が命に予定している者たちすべてを、

そして彼らだけを、神は御自分の定めたふさわし

い時に、御言葉と御霊により、彼らが生まれなが

らにしてその中にある罪と死の状態から、イエ

ス・キリストによる恵みと救いへと、有効に召命

することを善しとされる。すなわち神は、まず御

自身に関する事柄を霊的に・救いに役立つものと

して理解できるよう彼らの知性を照らし、また彼

らの石の心を取り去って・彼らに肉の心を与え、

さらに彼らの意志を新たにし・全能の御力によっ

て彼らを善なることへと向かわせ・かくして彼ら

をイエス・キリストへと有効に結びつけたもう。

彼らは神の恵みにより自らすすんでそうするよう

にされているので、全く自由にキリストのもとへ

行く」。

	 『ウェストミンスター信仰告白』（10章1節）

　神はキリストの民を外からも内からもお召しに

なります。神が永遠の御心のうちに召すとお決め

になったキリストの民を、御自分の言と霊によっ

てお召しになるのだから、神の召しが無効になる

ことはありません。有効召命された者は、確かに

キリストに結ばれ、贖いの恵みを適用されます。

　かくして、主イエスの名による洗礼を受け、聖

霊を賜物としていただいたキリストの民の信仰的

集中力は、明確な対象「使徒の教え、相互の交わ

り、パンを裂くこと、祈ること」へと向かいます。

新共同訳では4つの対象がそれぞれ別個のもので

あるかのように読めますが、原文では「使徒の教

えと相互の交わり」「パンを裂くことと祈ること」

といった具合に、前半2つと後半2つがそれぞれ

ペアになっています。「使徒の教えに熱心な人々

が、相互の交わりに召された」のです。この交わ

りが「パンを裂くことと祈ることに専念」したの

です。

　神によって召されたキリストの民は、「聖徒の

交わり（コイノ二ア）」において現われ、「パンを

裂くことと祈ること」によって特徴づけられます。

「パンを裂くこと」とは、普通の食事を共にする

こと以上の事柄、疑いもなく「主の晩餐の礼典」

を規則的に守ったことに他なりません。彼らが共

にした「祈り」も、この礼典が行われる場所での

「公同の祈り」を指すものと考えられます。

〈2章43～47節：教会共同体へと発展する〉

　使徒ペトロの説教を用いてキリストの民を召し

たもうた神は、使徒たちに奇跡としるしを行わせ、

キリストの民を一つの共同体へと建て上げます。

聖徒の交わりに召されたメンバーは、主イエスに

結ばれた一つの体であるという自覚をもって共同

生活を始めます。個人の動産・不動産の一切を、

共同体のものとして共有し分配するという制度

は、彼らの霊的一致の意識が非常に生き生きとし

ていた時にのみ維持することができました。聖霊

降臨に続く幾週もの間、彼らは毎日食事を共にし

て、パンを裂き、その集会で祈りをささげたので

す。こうして、聖徒の交わりは教会共同体へと発

展していきます。その共同生活は、神からの恵み

を惜しみなく分かち合う「執事活動（ディアコニ

ア）」となってあらわれ出たのです。

〈子どもたちに対する神の召しを信じる〉

　教会学校に集まる子どもたちは、安息日ごとに

神の御声によって召しを受ける新しいイスラエル

です。その召しに応えて、イエス・キリストの名

によって洗礼を受け、イエスこそ主であると信仰

を告白するキリストの民です。主イエスに結ばれ

た兄弟姉妹として、聖餐の食卓に招かれる神の家

の子どもたちです。	 （二宮　創）
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　「さあ、○○くん、ごはんですよ。○○ちゃん、

起きなさい」。いつものように、お母さんの呼ぶ

声がします。「○○ちゃん、テーブルにつく前に

することは何ですか。○○くん、手を洗いました

か」。めずらしく、お父さんの声も食堂にひびき

ます。今朝は日曜日、家族そろって朝ごはん。み

んなでテーブルをかこみ、お祈りをして、おいし

い料理を分け合っていただきます。

　これは、今ここにいる誰かさんちの朝ごはんの

様子に似ているかもしれません。あるいは、ぜん

ぜん似てないかもしれません。それでもこれは、

日曜日に教会に集まる皆さんと、教会学校の教師

である私たちの、毎週の様子をよくあらわしてい

ます。なぜなら、教会は「神さまの家」と呼ばれ

るからです。この家の「主（あるじ）」はイエス

さまです。教会学校は「主イエスさまの食堂」の

ようなもので、私たち教師は、この食堂の主にお

仕えする僕（しもべ）として、食卓の準備と給仕

の役目を果たします。食卓の上に並ぶのは、聖書

にある神さまの言葉、すなわち命のパンです。ま

た、聖霊による養いの恵み、すなわち霊の水です。

　このように、日曜日の教会学校は、神の家の食

卓で、命のパンと霊の水をいただく、神の子ども

たちと主のしもべたちの交わりなのです。教会は

まるで母のように、いつも私たちに呼びかけます。

「さあ、食事の時間ですよ」。そして、私たちから

父と呼ばれることをよしとされた主イエス・キリ

ストの御父が、私たちを呼び出してくださいます。

「さあ、食卓につきなさい。その前に、手を洗い

なさい」。この様子は、教会が始まった一番初め

の時から、今日に至るまで、ずっと変わりません。

聖書はその様子を、私たちに伝えています。

　「悔い改めなさい。めいめい、イエス・キリス

トの名によって洗礼を受け、罪を赦していただき

なさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けます」

（使徒言行録2:38）。これは、食卓の主であるイ

エスさまが、使徒ペトロという僕を遣わして、神

の家の子どもたちを呼び集めるために語らせた御

言葉です。「賜物として聖霊を受けます」「聖霊と

いう神からの贈りものを受けます」という約束は、

「神の家の子どもであることのしるしを与えます」

〔単元のねらい〕

　救済史の文脈において、最初の教会の姿を見つめることが、今回の主題です。聖書が伝える初代教会の

実像を、霊の眼をもって、しかと見ることができる説教が求められます。古代のキリスト信徒たちの姿に、

今ここに生きる私たちの姿を重ねながら、信仰と生活の在り方を見つめ直すための勧告が求められます。

神の召しを受けた新しいイスラエルは、召しに応えて力強く歩み出しました。それは、密かな営みではな

く、堂々たる出発でした。小さな群れではなく、大いなる集会でした。人間精神が生み出した結社ではなく、

神の言と霊によって召し出された聖徒の交わりでした。教会学校に集まる子どもたちは、安息日ごとに神

の御声によって召しを受ける新しいイスラエルです。その召しに応えて、イエス・キリストの名によって

洗礼を受け、イエスこそ主であると信仰を告白するキリストの民です。主イエスに結ばれた兄弟姉妹とし

て、聖餐の食卓に招かれる神の家の子どもたちです。この霊的事実を伝えましょう。

　説教展開例は、児童説教の見本ではなく、同労の諸兄姉による説教奉仕に素材を提供するものです。

聖徒の交わりへと召される

	 6月22日	 最初の教会の姿	 説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録　2章37～47節

	 子どもカテキズム	 問29

	 参照教理問答　　　ウェストミンスター小教理30～32，大教理66～68
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「食卓につくための席が準備できました」という

約束を含んでいます。それで、「食卓につくまえ

に手を洗いなさい」という勧めがなされる訳です。

神の家の子どもが食卓の席につくまえになすべき

ことは、「自分の罪を悔い改めること」「イエス・

キリストの名によって洗礼を受けること」「神か

らの赦しをいただくこと」に他なりません。そう

する人には必ず、神からの贈りものとして、聖霊

の賜物が約束されています。

　「この約束は、あなた方にも、あなた方の子ど

もにも、遠くにいるすべての人にも、つまり、私

たちの神である主が招いてくださる者なら誰にで

も、与えられているものなのです」（使徒言行録

2:39）。神の家である教会へと呼び出され、聖書

にある神の言葉によって召し集められ、洗礼と信

仰告白によって罪を赦していただいた人は、聖霊

というしるしを受けます。このしるしは、父なる

神さまが天地創造の前から召し出すと御心のうち

に定めておられた「神の民のしるし」です。御子

イエスと聖霊によって召し出した「新しいイスラ

エルのしるし」です。今ここにいるあなたは、新

しいイスラエルとして召し出された民の一人で

す。永遠の昔から召し出されることが定められて

いた神の民のメンバーです。教会学校の教師であ

る私は、このことを信じて疑いません。ですから、

あなたもどうか、自分が神の民であること、新し

いイスラエルであることを信じてください。

　「ペトロの言葉を受け入れた人々は洗礼を受け、

その日に三千人ほどが仲間に加わった。彼らは、

使徒の教え、相互の交わり、パンを裂くこと、祈

ることに熱心であった」（使徒言行録2:41,42）。

神さまの召しに応え、洗礼を受けた人々は、約束

どおり聖霊を受けました。この目に見えない霊的

な事実は、はっきり目に見える出来事として現わ

れました。神の民に召された人々は、「使徒の教

えと相互の交わり」に召されたのです。新しいイ

スラエルの交わりに召された彼らは、「パンを裂

くことと祈ること」に熱心をあらわしたのです。

　使徒ペトロの教えを聞き、信じて従う人々は、

「相互の交わり（コイノ二ア）」へと召されます。

この交わりは、人と人との間の友情や愛情によっ

て生み出される仲良しグループではありません。

あるいは、世の中における仕事や責任において結

びつく相互利益集団でもありません。そうではな

くて、ただ聖霊によって主イエスに結び付けられ

た「しもべ・はしための集まり」です。ただ神に

よってキリストのもとに召し集められた「聖徒の

交わり」なのです。

　その証拠に、聖徒の交わりへ召された人々は、

「パンを裂くこと」と「祈ること」に熱心でした。

主イエスのしもべたちが「パンを裂く」。パンを

食べると言わないで、わざわざ「パンを裂く」と

言いあらわすことには、普通の食事以上の意味が

含まれています。もう分かりますね。そうです。

聖餐式において「パンを裂く」のです。それは、

十字架上でキリストの体が裂かれ、血が流された

ことを想い起こすためです。罪深い私たちの受け

るべき死刑を代わりに受けてくださった主イエス

を仰ぎ見るためです。「主よ、申し訳ありません。

罪人のわたしを憐れんでください。あなたを十字

架にかけたわたしをお赦しください」。この公同

の祈りとともに、主イエス・キリストへの感謝を

ささげることこそ、「聖徒の交わり」において、

なくてはならぬ営みです。

　今ここにいるあなたは、この交わりへと召され

ています。あなたが神さまを知る前から、父なる

神はあなたを知っておられます。あなたが主イエ

スを愛する前から、キリストはあなたを愛してお

られます。あなたが聖霊を受け入れる前から、聖

霊はあなたを（始めから終わりまで、外側も内側

も、裏も表も、光も影も、汚れも清さも）すべて

受け入れておられます。憐れみと慈しみに満ち満

ちておられる聖三位一体が、あなたとの霊的交わ

りを求めておられます。どうぞ、神の召しに応え

てください。聖徒の交わりへと召される、キリス

トの民となってください。	 （二宮　創）

　〔今週の暗唱聖句〕	 使徒言行録	2章38,	39節

賜物として聖霊を受けます。この約束は、あなたがたにも、あなたがたの子供にも……

わたしたちの神である主が招いてくださる者ならだれにでも、与えられているものなのです。
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	 6月22日	 最初の教会の姿	 幼稚科

〈ねらい〉

　教会は神さまが招いてくださった人たちの集ま

りであることを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　私たちはどうして教会に来ているのでしょう

か。まだ皆は子どもだから、自分で来ようと思っ

て来た人はいないと思います。お父さん、お母さ

んがイエスさまを信じていたから、赤ちゃんの頃

から教会に連れて来られた人も多いでしょう。あ

るいは、お友だちに誘われて教会学校に来始めた

人もいることでしょう。そのように色々と理由が

あるかもしれません。でも一番の理由は、神さま

が私たちのことを招いてくださったから、皆は、

今、ここにいるのです（使徒2:38～39）。

　最初は「神さまが招いてくださる」ということ

が、いったいどういうことなのかよく分からない

でしょう。「教会に来てください」と直接神さま

の声が聞こえてきたわけでもありませんし、神さ

まからお手紙や招待状が届いたわけでもないので

すから。だから、神さまに招かれて、教会に来て

いるのだとは誰も思わないのです。大人の先生た

ちも皆、最初はそうでした。

　でも、こうして礼拝を捧げているうちに、神さ

まが「わたしのところにおいで」と言ってくださ

ることが分かるようになりました。聖書が昔のお

はなしではなくて、今、自分に語りかけてくる言

葉として聞こえてきました。教会に来るまでは、

誰も自分のことを愛してくれない。大切にしてく

れないとばかり思っていました。自分で自分のこ

とを大好きになることもできませんでした。でも、

そんな私を招いてくださる方がいること、愛して

くださる方がいることが分かってきました。だか

ら洗礼を受けて、クリスチャンになったのです。

私を招いてくださる神さまのところに、「ありが

とう」と言って飛び込んで行くことが洗礼を受け

るということでもあります。

　今から約2千年前、イエスさまの弟子であった

ペトロの説教を聞いて、多くの人たちが洗礼を受

けました。イエスさまの十字架によって、私の罪

が赦されていることを知って、皆、神さまのとこ

ろに帰って行きました。3千人もいたと書かれて

います。私たちの教会はそこまでたくさんの人は

いませんけれども、皆、神さまに招かれた人たち

です。神さまに「ありがとう」と言って礼拝を捧

げています。3千人もこの教会にはいませんが、

ここでしていることは昔も今も同じです。イエス

さまのおはなしを聞いて、イエスさまの恵みを皆

で分かち合って、聖餐式をして、お祈りをしてい

ます（使徒2:42）。今日も、そしてこれからもイ

エスさまは、私たちを招いてくださいます。イエ

スさまの声に耳を傾けましょう。

〈祈り〉

　今日もイエスさまのもとに招いてくださってあ

りがとうございます。これからも私を招いてくだ

さるイエスさまの声を聞いて喜ぶことができます

ように。
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	 6月22日	 最初の教会の姿	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「賜物として聖霊を受けます。この約束は、あ

なたがたにも、あなたがたの子供にも……わたし

たちの神である主が招いて下さるものなら誰にで

も、与えられているものなのです。」使徒言行録

2:38～39

・これは誰が誰に言った言葉でしょう。

→ペトロさんが、人々に言った言葉です。

・「賜物」とは何ですか。

→「賜物」とは、神様から頂いた良いもの、すば

らしいものということです。

・この約束（賜物として聖霊を受けるという）は、

誰に対して与えられているものでしょうか。

→私たちに与えられています。私たちの神である

主が、招いてくださる人なら誰にでも与えられ

ています。

2. 説教を分かち合いましょう。

2-1. ペトロさんのことを考えましょう。

・ペトロさんの説教を聞いて感動した人々は、ペ

トロさんに「わたしたちはどうしたらよいです

か」と言いました。それに対してペトロは最初

に、なんと言ったでしょうか。

→「悔い改めなさい」そして、続けて、「めいめい、

イエス・キリストの名によって洗礼を受け、罪

を赦していただきなさい。そうすれば、賜物と

して聖霊を受けます」と言いました。

・「悔い改める」とは、どういうことですか。

→神様に従わない自分の罪を認めて、神様に謝っ

て、神様の喜ぶ生活を始めることです。

・ペトロさんはどうして「悔い改めなさい」と言っ

たのでしょう。

→イエス・キリストによる救いは誰にでも開かれ

ているからです。どんな人も自分が罪人である

と認めることで、本当の救い主であるイエス・

キリストを心から求めることができます。

2-2. 最初の教会の姿を見てみましょう。

・ペトロさんの説教を受け入れた人々は洗礼を受

け、最初の教会ができていきます。人々は、ど

ういう行いをしましたか。

→人々は、使徒の教え、相互の交わり、パンを裂

くこと、祈ることを熱心にしていました。

・「相互の交わり」とは何ですか。

→お互いに、聖霊によってイエス様とつながった

兄弟姉妹としての交流を持つことです。

・「パンを裂く」とは、どういうことですか。

→ただ食事をするのではなく、聖餐式で「パンを

裂く」のです。十字架上でキリストの体が裂か

れ、血が流されたことを想い起こすための大切

な食事のときなのです。

・信者の人たちは具体的にどんな生活をしました

か。一つ一つ答えて下さい。

→①みんなが一つになって、すべての物を共有し

ました。財産や持ち物を売り、それぞれの必要

に応じて、みんながそれを分け合いました。

→②毎日ひたすら心を一つにして神殿に行きお祈

りしました。

→③家ごとに集まって聖餐のときを持ち、喜びと

真心を持って一緒に食事をしました。

→④神を賛美しました。

2-3. 私たちのことを考えよう。

　最初の教会がどんな様子だったかを今日は見て

きました。みんなの教会と比べてどうでしたか。

人によって印象はバラバラでも、教会は今も昔も

大切なことは変わりません。教会は聖霊によって

立っています。そして、聖霊によって、みんなは

イエス様とつながることができているのですね。

3. ゲーム

　これまで覚えてきた暗唱聖句で、覚えているも

のを言いあってみよう（ずるさせないように、一

人みんなの前にたってもらう）。たくさん言えた

子にはお菓子をたくさん、など。
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	 6月29日	 ペトロとヨハネの働き	 教理説教のための聖書黙想

	 テキスト	 	 使徒言行録	3章1～10節

	 参照教理問答	 子どもカテキズム　問30

	 	 	 ウェストミンスター小教理問答　問30

〈聖書テキストの解説と黙想〉

【KEY1 聖書本文を語る】

〔STEP1〕聖書本文を読む。

　使徒言行録3:1～10をゆっくり声を出して、数

回、読む。

〔STEP2〕この個所のテーマは何か？

　イエス ･キリストは、ご自身の名によって働く

者たちに、ご自身の業を現わされる。

〔STEP3〕それをどのように展開しているか？

　十二弟子であったペトロとヨハネが神殿に上っ

て行くと、生まれながらに足の不自由な男が彼ら

に施しを乞うた。ペトロが、イエス ･キリストの

名によって立ち上がるように言って、手を取ると、

彼は躍り上がって立ち、歩き出した。神殿の境内

で、彼が歩き回り神を賛美しているので、人々は

驚いた。

【KEY2 神の福音を語る】

〔STEP1〕この個所で神はご自身について何をあら

わされたか？

　イエスは、天に昇られた後も、ご自身の名によっ

て働く者たちのために、働きを継続し、足の不自

由な男を癒された。

　神は、イエスの名による癒しのゆえに、賛美を

受けられた。

〔STEP2〕前後の章は、神について何と言っている

か？

　ペンテコステにおいて、エルサレムに留まって

いた弟子たちに、目に見える形で聖霊が降った。

聖霊に強められたペトロの説教をとおして、多く

の人々が回心し、新約の初代教会が形成された。

初代教会において、使徒たちによって多くの不思

議な業としるしが行われていた (2:43) が、今日

の個所に記された出来事も、その実例と言えるだ

ろう。足が癒された男を見て驚いた人々に向かっ

て、ペトロは、イエス ･キリストを証しし、イエ

スの名を信じる信仰が彼を癒したことを語る。

[STEP3] 聖書全体をとおしての神の働きに、この

個所はどのように関係しているか？

　神は、ご自身の救いの計画を実現するために、

約束してこられたキリストをお与えくださった。

キリストは、地上での働きを終えて、天に昇られ

たが、聖霊を通して地上での働きを継続され、ご

自身の王国を進展させられている。それは、キリ

ストが再び来られる日まで続けられるお働きであ

る。

【KEY3 子ども達の信仰と生活のために語る】

〔STEP1〕この個所に登場する当時の人々の必要は

何だったか？

　十字架で死なれ、天に昇られたイエスこそ、キ

リストであり、天に昇られ、目で見ることができ

なくなった後も、地上でのお働きを継続してくだ

さっていることを知る必要があった。

〔STEP2〕私たちの教会の子ども達に似たような必

要があるか？

　イエス ･ キリストは、約2000年も前におられ

た方であり、目で見ることもできないので、自分

たちが生きている現実に関わってくださるという

実感がない。本当に困って自分ではどうすること

もできな状況にあってなおイエス様が働いてくだ

さることを知る必要がある。

〔STEP3〕この聖書箇所の「その時」から、私たち

の教会の「今」へ橋をかける。

　主イエスが天に昇られた後、使徒たちは聖霊を

与えられて、力強くキリストを証しし始めた。か

つて主イエスが病んだ者たちを癒されたのと同じ

ように、イエスの名によって働く使徒たちがイエ

スの働きを継続する。使徒たちをとおして、天に

おられる主が、足の不自由な男を癒された。

　現在の私たちの生活において、ここに記された

出来事のように超自然的な奇跡を見ることは、
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めったにないだろう。しかし、主は、ご自身の名

のために働く者たちのために、今もなお地上での

働きを継続してくださっている。この世で、力を

持つと思われている「金や銀」のようなものはな

かったとしても、もっと本質的な助けをお与えく

ださる。

　学校でつらい経験をしているとき、あるいは

困っている友達がいたとき、家庭で重荷を抱えて

いるとき、私たちに解決する力がなくても、主イ

エスは生きておられ、お働きを継続してくださっ

ていることを思い起こして、心を高く上げよう。

主が祈りに応えてくださることを期待して、私た

ちは祈り続けることができる。

（テモテ指導者訓練「聖書的説教」モジュールを

参考に項目を立てました）。	 （大西良嗣）
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〔単元のねらい〕

　今日の個所は、聖霊が与えられた使徒たちの働きの具体的な例として考えることができます。単に、

使徒たちの働きが立派であったとか、不思議な奇跡が起こったということで終わらせず、「ナザレの人

イエス ･キリストの名によって」行われた働きであることを確認したいと思います。聖霊によって強め

られた使徒たちは、キリストの働きを継続したのですが、そのキリストは、今も生きて、働きを継続し

てくださっています。

イエスの名によって立ち上がり、歩きなさい

	 6月29日	 ペトロとヨハネの働き	 説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録	3章1～10節

	 子どもカテキズム	 問30

【序】

　イエス様のお弟子さんたちは、ペンテコステの

ときに聖霊を受けましたね。それによって、力を

与えられて、イエス様のことを多くの人に伝えま

した。そして、多くの人がイエス様を信じて、教

会ができました。聖霊なる神様が、力強く働いて

くださっている様子がわかります。

【物語り】

　ある時、イエス様のお弟子さんだったペトロさ

んとヨハネさんが、神殿にお祈りをするために行

きました。たぶん、エルサレムにいる間、毎日、

ユダヤ人の習慣に従って、神殿にお祈りをしに

行っていたのだと思います。

　この日も、午後3時のお祈りの時間に合わせて、

神殿に行きました。

　すると、「美しい門」という神殿の門のそばに、

足の不自由な人が運ばれてきました。この人は、

生まれたときから足が不自由で歩くことができま

せんでした。毎日、誰かに、家から運んでもらっ

て、「美しい門」のところに置いてもらっていま

した。まったく歩くことができないので、荷物の

ように置いてもらっていたのだね。そして、そこ

で、「お金をください」と通りかかる人に、お願

いをして過ごしていました。物乞い、乞食などと

呼ばれるような生活をしていました。自分では働

くことができないので、こうして通り過ぎる人に

お金をもらって生活するしかありません。とても、

つらかったことと思います。無視されたり、バカ

にされたりすることも多かったことでしょう。

　この日も、そんなふうにして、つらい思いをし

ながらも、お金をめぐんでもらうしかないと思っ

ていたのではないでしょうか？	ペトロさんとヨ

ハネさんが神殿の中に入っていくのを見て、「ど

うぞお金をください！」と声をかけました。

　ペトロさんとヨハネさんは、立ち止まって、こ

の人のことをじっと見ました。そして、「わたし

たちを見なさい」と言いました。この人は、「よかっ

た、何かもらえそうだ」と思って、二人のことを

見つめていました。

　すると、ペトロさんが言いました。「わたしに

は金や銀はない」。

　何かもらえると思ったのに、「お金はない」って。

　けれども、続けて、ペトロさんはこう言います。

「わたしには金や銀はないが、持っているものを

あげよう。ナザレの人イエス ･ キリストの名に

よって立ち上がり、歩きなさい」。

　こんなことを言われて、「何て無茶なことを言

い出すのか！」と思ったかもしれません。けれど

も、ペトロさんは本気です。この人の右手を取っ

て、立たせようとします。

　「ま、まさか、そんなこと」と思ったことでしょ

う。けれども、ペトロさんになされるがまま、こ

の人は立ち上がりました。すると、これまで、細
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くて弱くて、力が入らなかった足が、たちまち、

しっかりとして、躍り上がって立ち上がってしま

いました。もう、うれしくてたまりません。歩き

回ったり、踊ったりして、神様を賛美し始めまし

た。

　ペトロさんとヨハネさんも、喜んだでしょうね。

三人は一緒に神殿の中に入って行きました。この

人は、歩けたことが、うれしくてうれしくて、歩

き回って、神様を賛美しました。

　それを見た人たちも、驚きました。彼は、毎日、

「美しい門」のところに置かれて、施しを乞うて

いましたから、顔を憶えている人も大勢いたで

しょう。「あの人は、『美しい門』のところに、い

つも置かれていた人だ！」と気づいて、ビックリ

しました。歩けるようになるとは、とても思えな

かったような人が、今、目の前で歩いているから

です。

【結び】

　ペトロさんは、「ナザレの人イエス ･ キリスト

の名によって立ち上がり、歩きなさい」と言いま

した。イエス様は、このとき、すでに、天に昇ら

れた後でした。けれども、イエス様は、天で、王

様として、今も、この世界を支配されています。

ですから、天にいらっしゃっても、この世界での

お働きを続けていらっしゃいます。ペトロさんや

ヨハネさんのように、イエス様のために働く人た

ちをとおして、イエス様ご自身が働いてくださっ

ているのだね。ですから、ペトロさんやヨハネさ

んに特別な力があったわけではなくて、イエス様

ご自身が、この人の足を癒してくださいました。

　イエス様は、今も、天に生きていらっしゃいま

す。王様として、この世界を治めていらっしゃい

ます。私たちは、イエス様のことを目で見ること

はできませんが、イエス様のお働きは、この世界

でも続けられています。

　私たちが、イエス様のために働こうとするとき、

イエス様は私たちをとおして、ご自分の働きをし

てくださいます。ペトロさんやヨハネさんが、「金

や銀」を持っていなかったのと同じように、私た

ちも、特別な力やお金などは持っていないかも知

れません。けれども、イエス様は、私たちを通し

て、ご自分の働きをしてくださいます。学校や家

で、だれかが困っているとき、悲しい思いをして

いるとき、私たちは、どうしたら良いかわからな

くなってしまうかもしれません。そんな時、イエ

ス様に祈ってみてください。どうしたら良いのか

教えてくださるように。イエス様が助けてくださ

るように。イエス様は私たちにも聖霊を与えてく

ださっていますから、私たちにも知恵を与え、勇

気、力を与えてくださいます。そして、私たちに

はどうすることもできないことのために、イエス

様ご自身が働いてくださいます。	 （大西良嗣）

	〔今週の暗唱聖句〕	 使徒言行録	3章6節

「わたしには金や銀はないが、持っているものをあげよう。

ナザレの人イエス ･キリストの名によって立ち上がり、歩きなさい。」
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	 6月29日	 ペトロとヨハネの働き	 幼稚科

〈ねらい〉

　イエスさまは、私たちが求めていること以上に、

素晴らしい恵みの中へと、立ち上がらせてくださ

るお方であることを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　「美しい門」と呼ばれる神殿の門に、生まれつ

き足の不自由な男が座って、施しを乞うています。

男は、足が不自由であるがゆえに、自分で立つこ

とも、働くことも、生きていくこともできません。

ただ神殿の門を通りすぎる人々からいただくもの

によって何とか命をつなぎとめることができたの

です。男は、美しい門を見ながら、癒されること

もない病のゆえに、身も心もボロボロになった自

分の姿と見比べていたことでしょう。

　そこにペトロとヨハネがやって来ました。彼ら

は、お医者さんではありません。立派な病院に連

れて行って善い治療を受けさせてあげるほどのた

くさんのお金を持っていたわけでもありません。

そういう意味では、ペトロたちは男の求めに対し

て、ちゃんと応えることはできなかったのです。

男はがっかりしたかもしれません。この人たちに

施しを乞うただけ無駄であったと……。

　しかしペトロたちには持っているものがありま

した。それはお金や食べ物よりももっと素晴らし

いものです。それは「ナザレの人イエス・キリス

トの名」です。「名」というのは、その人の名前

だけではなく、イエス・キリストの存在そのもの

をあらわす言葉です。「イエスさまがあなたにし

てくださった素晴らしいことがあります。そのこ

とを受け入れてください。信じてください。その

ときに、あなたは自分の惨めさを見続けながら生

きなくてもよいのです。神さまに愛され、救われ

た人間として立ち上がることができます」。

　男が切に求めていたものは、生まれつき不自由

な足が癒され、立ち上がることができるようにな

るということでした。そうすれば、毎日、物乞い

をしなくて済む。自分の力で立ち上がって、働い

て収入を得て、何一つ困らない生活をすることが

できるだろうと考えていたのです。

　でも、ペトロたちが、あなたに与えると言って

きたものは、「イエス・キリストの名」であった

のです。ペトロは右手を差し出し、この男を立ち

上がらせます。そして男は、イエスの名によって、

しっかりと地に足を着けて、立ち上がることがで

きました。願いどおり、足が癒され歩くことがで

きるようになったのです。

　でもそこで起こったことは、単なる体の癒しだ

けではありませんでした。「歩き回ったり踊った

りして、神を賛美し」（使徒3:8）とあるように、

男はただ歩くことができるようになっただけでは

なく、イエス・キリストの名のゆえに神を賛美す

ることができる人間として立ち上がることができ

るようになったのです。ここに体の癒しに勝る本

当の奇跡が起こっています。

　教会に通い、礼拝を捧げ、イエスさまのことを

信じることによって、自分の求めたものがすべて

与えられるとは限りません。けれども、イエスさ

まは、お金やどんな美しさにも勝る素晴らしい恵

みをあなたに与えてくださいます。どんな病や困

難な壁を前にしても、ずっとしゃがみ込んでしま

うことはもうないのです。イエスさまが、あなた

の手を取って立ち上がらせてくださいます。

〈祈り〉

　体も心も小さい私たちです。自分を強く大きく

する力もありません。でも、そんな私たちにイエ

スさまを与えてくださいました。イエスさまが、

しっかりと私の手をつかんでくださるその力に、

感謝をしながら歩んでいくことができますよう

に。
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	 6月29日	 ペトロとヨハネの働き	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「わたしには金や銀はないが、持っているもの

をあげよう。ナザレの人イエス・キリストの名に

よって立ち上がり、歩きなさい。」

・これは誰が誰に言った言葉でしょう。

→イエス様の弟子のペトロさんが、足の不自由な

男の人に言った言葉です。

・「金や銀はないが」の意味は何ですか。

→お金になる高価な物はないが、ということ。

・「持っているもの」とは何でしょうか。

→「イエス・キリストの名」による聖霊の力。

・「イエス・キリストの名」によると、なぜ立ち

上がり、歩けたのですか。

→イエス様はこのとき天に昇られた後でしたが、

弟子たちは「イエス・キリストの名」を使うこ

とによって聖霊の力が弟子たちをとおして働き

ました。イエス様が生きた時と同じ業でした。

2. 説教を分かち合う。

2-1. 弟子のペトロさんとヨハネさんのことを考

えよう

・今日のお話で、ペトロさんとヨハネさんはどう

して神殿に行きましたか。

→お祈りをするために神殿に行きました。ユダヤ

人の習慣に従って、毎日午後三時にお祈りをし

ていました。

・ペトロは足の不自由な男の人に「わたしには金

や銀はないが、持っているものをあげよう。ナ

ザレの人イエス・キリストの名によって立ち上

がり、歩きなさい。」と言いました。その後、

その男の人はどうなったでしょう。

→生まれながらにずっと歩けなかったのに、足や

くるぶしがしっかりして、歩きだしました。周

囲の人も驚きました。

・ペトロさんたちは、金や銀ではなく、「イエス

キリストの名」による病気の癒しを与えました。

ペトロさんたちが、男の人に一番伝えたかった

のは、なんでしょうか。

→イエス・キリスト。イエス様が今も私たちと共

にいて、私たちを愛しておられることを一番伝

えたかった。

2-2. 足の不自由な男の人のことを考えよう

・足の不自由な男の人は、ペトロさんたちに声を

かけました。どういう気持ちで声をかけたので

しょう。

→何か施しがほしい。生きるために少しでも何か

物を恵んでもらえないかという気持ち。

・「ナザレの人イエス・キリストの名によって立

ち上がり、歩きなさい。」と言われて、男の人

はどう思ったでしょうか。

→はじめは何か物をもらえると思っていたので、

残念に思ったかもしれません、でも次の瞬間に

生まれてからずっと歩けなかった足が治って、

とても驚き、信じられないぐらい、うれしい気

持ちになりました。心から神様に感謝しました。

2-3. 私たちのことを考えよう。

　私たちの周りでも困っている人や悩んでいる人

がいるときがあると思います。そんな時、その子

のために何かしてあげたい、その子に喜んでほし

い、と思うことがあるでしょう。でも、自分はお

金もないし、その子に役に立つこともできない。

そういう時、苦しいですね。

　でも、今日のペテロさんたちのように「イエス・

キリストの名」によって、祈ってみてください。

私たちを愛していてくださるイエス様がきっと助

けてくださいます。どうしたら良いのか、聖霊な

る力が働いて、その祈りに答えて教えてくださる

はずです。

3. 暗唱聖句（敗者復活戦）

　先週、暗唱聖句をうまくいえなかった子たちが、

全部言えた！	という喜びを体験させて上げる。

ご褒美の品々を用意する（品々は教師の本気度が

伝わるようなものにする）。
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2014年7～9月カリキュラム（第54号）
─『子どもカテキズム』に基づく二年サイクル第2年─

月　日
教会暦・行事

主　　題
子どもカテキズム 参照教理問答

聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

7月6日

御言葉をめぐって
整えられる奉仕者 使徒言行録6:1－7

働きは違っても、「証」という一つの目的に喜んで仕えて励む教会員となろう。

13日

サウロを回心させる
復活のキリスト 使徒言行録9:1－19

目からうろこを落とし、キリストの証人として立てる神の力と愛にあずかろう。

20日

世界を目指す
アンティオキア教会 使徒言行録11:19－30

地の果てまで証人とする預言は日本の教会にまで至る。私達も世界を目指そう。

27日

会議を通し、
聖霊に導かれる教会 使徒言行録15:1－21

教会は会議を通し聖霊に導かれ福音の真理を確認した。教会の交わりを大切に。

8月3日

マケドニア人の幻の
信仰的解釈 使徒言行録16:6－15

一人が見た幻を神の召しとして確信したキリスト者たちから信仰的解釈を学ぶ。

10日
平和主日

イザヤ2:1－5

もはや戦うことを学ばない、戦争放棄の憲法を擁護するキリスト者として立つ。

17日
ローマで伝道するパウロ

使徒言行録28:17－30

いかなる壁をも乗り越えさせる御言葉の力が、今も教会を導く。伝道し続けよう。

24日

聖霊とキリストに
導かれて歩む教会 ローマ8:26－39

聖霊とキリストの執り成しに支えられる教会は、勝利の内に成長を続ける。

31日
天上のキリストの働き

黙示録1:9－20

天上にあって教会をご支配しておられるキリストの御姿を仰ごう。

9月7日
天上の礼拝

黙示録4章

地上の礼拝は天上の礼拝に連なっている。礼拝の恵みを喜ぼう。

14日
天地創造

創世記1章

世界を神の作品としてみるまなざしの中で、平安と使命感を持つことに招く。

21日
人間の創造

創世記2:6－7

神に造られた存在として、神を知り、喜び、その栄光をあらわす人間の幸い。

28日
罪と堕落

創世記3章

人間の罪とその恐ろしさを知り、悔い改めと信仰へと招く。
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2014年度 年間カリキュラム（第53～56号）
（2014年4月～2015年3月）

　

月　日 教会暦・行事 主題 子どもカテキズム

2014年 ４月６日 レント ゲツセマネのキリスト 問24,26,34,81

第53号 ４月13日 受難週 十字架のキリスト 問24

４月20日 復活祭 復活されたキリスト 問24,36

４月27日 弟子たちを慰めるキリスト －

５月４日 弟子たちを立ち上がらせるキリスト 問66,67

５月11日 弟子たちを派遣するキリスト 問10

５月18日 キリストの証人となる －

５月25日 教会を建てあげるキリストと聖霊 問39,40,65

６月１日 キリストの昇天 問26

６月８日 聖霊降臨祭 新しいイスラエル・教会の出発 問34

６月15日 聖霊によって説教する教会 問69,70

６月22日 最初の教会の姿 問29

６月29日 ペトロとヨハネの働き 問30

第54号 ７月６日 御言葉をめぐって整えられる奉仕者

７月13日 サウロを回心させる復活のキリスト

７月20日 世界を目指すアンティオキア教会

７月27日 会議を通し、聖霊に導かれる教会

８月３日 マケドニア人の幻の信仰的解釈

８月10日 平和主日

８月17日 ローマで伝道するパウロ

８月24日 聖霊とキリストに導かれて歩む教会

８月31日 天上のキリストの働き

９月７日 天上の礼拝

９月14日 天地創造

９月21日 人間の創造

９月28日 罪と堕落
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年・号 月　日 教会暦・行事 主題 子どもカテキズム

第55号 10月５日 アブラハムの召命

10月12日 アブラハムへの約束

10月19日 イサクの奉献

10月26日 エジプトに売られるヨセフ

11月２日 主が共におられる幸い

11月９日 悪を善に造りかえる主

11月16日 神の人モーセ

11月23日 主の過ぎ越し

11月30日 待降節 出エジプト

12月７日 待降節 平和の王イエスさま

12月14日 待降節 マリアへの告知

12月21日 降誕祭 キリストの降誕

12月28日 契約のしるし

2015年 １月４日 約束の地

第56号 １月11日 ダビデとゴリアト

１月18日 ダビデ契約

１月25日 ソロモン王

２月１日 ユダの滅亡

２月８日 回復の預言

２月15日 捕囚からの解放

２月22日 礼拝の再建

３月１日 異邦人の救い

３月８日 受難節 新しい契約

３月15日 受難節 苦難の僕

３月22日 受難節 受難のキリスト

３月29日 受難週 十字架のキリスト
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〈執筆者・編集者よりひとこと〉

●息切れしながら原稿を何とか執筆できました。

祈り励まして下さった方々、感謝します。皆様の

益になりますように。（酒井啓介）

●小さな器を用いていただき感謝いたします。子

どもたちが、幼い頃からイエスさまの恵みを覚え、

その魂にキリストの福音が豊かに宿りますように

心からお祈りいたします。（藤井 真）

●カテキズムに基づく2年サイクルが終わりま

す。同じカテキズムの言葉に導かれ、神さまの子

どもとして整えられていく礼拝は、本当に幸いだ

と思います。（安田直人）

〈あとがき〉

●第53号をお届けします。今号も多くの方々の

ご協力をいただきました。神様と執筆者・読

者の皆様に心からの感謝を申し上げます。

●分級展開例を、今号より2つに増やすことがで

きました。感謝です。また今号からは、一年間の

救済史のカリキュラムとなります。その意図と今

後については、前号の編集長執筆の一文をお読み

ください。

●中部中会信徒神学講座（2013年11月15日）の

原稿をお寄せくださった金起泰先生、中部中会

ジュニアサマーキャンプ（2013年7月30日～8月

1日）の紹介をお書きくださった長谷川はるひ姉

に、心から感謝いたします。

●日本キリスト改革派教会の教育機関紙『リジョ

イス』の「いのちのパン」についても、ご意見を

お寄せください。当教案誌編集部より提供させて

いただいています。それぞれの祈りの場が主の祝

福に満たされますように。

●教案誌のためにご奉仕くださる方を募っていま

す。ぜひ、編集部にお気軽に声をかけてください。

問い合わせは相馬伸郎まで。

　E-mail: iwanoue@me.ccnw.ne.jp

〈購読の申し込み〉

●『教会学校教案誌』をぜひご購読ください。

また、『子どもカテキズム』もぜひお求めください。

教案誌はバックナンバーもあります。第44号ま

では一部500円で販売しています（品切れの号も

あり）。

●教案誌購読受付と送付は大垣伝道所の辻幸宏教

師が担当しています。お求めは下記までご連絡く

ださい。『子どもカテキズム』（300円）、副読本『主

は羊飼い』（800円）のお買い求めも下記までお

願いします。

　大垣伝道所　辻幸宏まで

　　〒503-0996 大垣市島町283

　　Tel/Fax. 0584-91-3538

　　E-mail: yukihiro.tsuji@nifty.ne.jp
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2014年度 年間カリキュラム（第53～56号）
（2014年4月～2015年3月）

　

月　日 教会暦・行事 主題 子どもカテキズム

2014年 ４月６日 レント ゲツセマネのキリスト 問24,26,34,81

第53号 ４月13日 受難週 十字架のキリスト 問24

４月20日 復活祭 復活されたキリスト 問24,36

４月27日 弟子たちを慰めるキリスト －

５月４日 弟子たちを立ち上がらせるキリスト 問66,67

５月11日 弟子たちを派遣するキリスト 問10

５月18日 キリストの証人となる －

５月25日 教会を建てあげるキリストと聖霊 問39,40,65

６月１日 キリストの昇天 問26

６月８日 聖霊降臨祭 新しいイスラエル・教会の出発 問34

６月15日 聖霊によって説教する教会 問69,70

６月22日 最初の教会の姿 問29

６月29日 ペトロとヨハネの働き 問30

第54号 ７月６日 御言葉をめぐって整えられる奉仕者

７月13日 サウロを回心させる復活のキリスト

７月20日 世界を目指すアンティオキア教会

７月27日 会議を通し、聖霊に導かれる教会

８月３日 マケドニア人の幻の信仰的解釈

８月10日 平和主日

８月17日 ローマで伝道するパウロ

８月24日 聖霊とキリストに導かれて歩む教会

８月31日 天上のキリストの働き

９月７日 天上の礼拝

９月14日 天地創造

９月21日 人間の創造

９月28日 罪と堕落
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年・号 月　日 教会暦・行事 主題 子どもカテキズム

第55号 10月５日 アブラハムの召命

10月12日 アブラハムへの約束

10月19日 イサクの奉献

10月26日 エジプトに売られるヨセフ

11月２日 主が共におられる幸い

11月９日 悪を善に造りかえる主

11月16日 神の人モーセ

11月23日 主の過ぎ越し

11月30日 待降節 出エジプト

12月７日 待降節 平和の王イエスさま

12月14日 待降節 マリアへの告知

12月21日 降誕祭 キリストの降誕

12月28日 契約のしるし

2015年 １月４日 約束の地

第56号 １月11日 ダビデとゴリアト

１月18日 ダビデ契約

１月25日 ソロモン王

２月１日 ユダの滅亡

２月８日 回復の預言

２月15日 捕囚からの解放

２月22日 礼拝の再建

３月１日 異邦人の救い

３月８日 受難節 新しい契約

３月15日 受難節 苦難の僕

３月22日 受難節 受難のキリスト

３月29日 受難週 十字架のキリスト
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〈執筆者・編集者よりひとこと〉

●息切れしながら原稿を何とか執筆できました。

祈り励まして下さった方々、感謝します。皆様の

益になりますように。（酒井啓介）

●小さな器を用いていただき感謝いたします。子

どもたちが、幼い頃からイエスさまの恵みを覚え、

その魂にキリストの福音が豊かに宿りますように

心からお祈りいたします。（藤井 真）

●カテキズムに基づく2年サイクルが終わりま

す。同じカテキズムの言葉に導かれ、神さまの子

どもとして整えられていく礼拝は、本当に幸いだ

と思います。（安田直人）

〈あとがき〉

●第53号をお届けします。今号も多くの方々の

ご協力をいただきました。神様と執筆者・読

者の皆様に心からの感謝を申し上げます。

●分級展開例を、今号より2つに増やすことがで

きました。感謝です。また今号からは、一年間の

救済史のカリキュラムとなります。その意図と今

後については、前号の編集長執筆の一文をお読み

ください。

●中部中会信徒神学講座（2013年11月15日）の

原稿をお寄せくださった金起泰先生、中部中会

ジュニアサマーキャンプ（2013年7月30日～8月

1日）の紹介をお書きくださった長谷川はるひ姉

に、心から感謝いたします。

●日本キリスト改革派教会の教育機関紙『リジョ

イス』の「いのちのパン」についても、ご意見を

お寄せください。当教案誌編集部より提供させて

いただいています。それぞれの祈りの場が主の祝

福に満たされますように。

●教案誌のためにご奉仕くださる方を募っていま

す。ぜひ、編集部にお気軽に声をかけてください。

問い合わせは相馬伸郎まで。

　E-mail: iwanoue@me.ccnw.ne.jp

〈購読の申し込み〉

●『教会学校教案誌』をぜひご購読ください。

また、『子どもカテキズム』もぜひお求めください。

教案誌はバックナンバーもあります。第44号ま

では一部500円で販売しています（品切れの号も

あり）。

●教案誌購読受付と送付は大垣伝道所の辻幸宏教

師が担当しています。お求めは下記までご連絡く

ださい。『子どもカテキズム』（300円）、副読本『主

は羊飼い』（800円）のお買い求めも下記までお

願いします。

　大垣伝道所　辻幸宏まで

　　〒503-0996 大垣市島町283

　　Tel/Fax. 0584-91-3538

　　E-mail: yukihiro.tsuji@nifty.ne.jp
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まえがき

　長谷川潤（四日市教会牧師）

巻頭説教

　西　牧夫（灘教会牧師）

日曜学校・教会学校訪問

　長谷川はるひ（関キリスト教会信徒）

講演

　金 起 泰（犬山教会牧師）

聖書黙想・説教展開例

　牧野信成（西神教会牧師）

　相馬伸郎（名古屋岩の上教会牧師）

　木下裕也（名古屋教会牧師）

　辻　幸宏（大垣伝道所協力牧師）

　小宮山裕一（ひたちなか教会牧師）

　赤石めぐみ（伊丹教会信徒）

　袴田清子（北神戸キリスト教会信徒）

　安田直人（田無教会牧師）

　浅野正紀（せんげん台教会牧師）

　長谷川潤（四日市教会牧師）

　二宮　創（太田伝道所宣教教師）

　大西良嗣（滋賀摂理教会牧師）

分級展開例

　幼稚科　藤井　真（堺みくに教会牧師）

　小学科　酒井啓介（宿毛教会牧師）

イラスト作画

　表紙　長谷川いのり（関キリスト教会信徒）

　本文　岡野美佳（青葉台キリスト教会信徒）

☆ 執 筆 者 一 覧 ☆

☆ 編 集 部 ☆

相馬伸郎（長）　　名古屋岩の上教会牧師　　　

木下裕也　　　　 名古屋教会牧師　　　　　　

辻　幸宏　　　　 大垣伝道所協力牧師　　　　

二宮　創　　　　 太田伝道所宣教教師　　　　

長谷川潤       　四日市教会牧師　　　　　　

安田直人　　　　 田無教会牧師　　　　　　　
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